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北
海
道
博
物
館
所
蔵
の
林
栴
家
資
料
（
五
）

東
　
俊
佑
・
三
浦
泰
之
・
ち
ゃ
れ
ん
が
古
文
書
ク
ラ
ブ

　

本
稿
は
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
活
動
を
は
じ
め
た
古
文
書
学
習
サ
ー
ク
ル

「
ち
ゃ
れ
ん
が
古
文
書
ク
ラ
ブ
」
で
行
っ
た
林
栴
家
資
料
（
当
館
所
蔵
）
の
講
読
に
つ
い

て
、
そ
の
活
動
成
果
で
あ
る
古
文
書
翻
刻
文
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
年
）
度
は
、
二
〇
名
の
メ
ン
バ
ー
に
当
館
学
芸
員
の
三
浦
・
東
が

世
話
人
と
な
り
、
四
〜
十
二
月
に
月
一
〜
二
回
程
度
集
ま
り
古
文
書
の
講
読
会
（
学
習
会
）

を
行
っ
た
。
講
読
文
書
は
、
前
年
度
に
続
い
て
北
海
道
博
物
館
所
蔵
の
林
栴
家
資
料
と
し
、

同
館
目
録
（
１
）
番
号
の
Ｄ
41
、
Ｅ
39
を
講
読
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
趣
旨
・
目
的
や
林
栴
家
資
料

に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度
の
「
資
料
紹
介
」（
２
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（

東
俊
佑
） 

史
料
編

　

令
和
七
年
度
「
ち
ゃ
れ
ん
が
古
文
書
ク
ラ
ブ
」
に
お
い
て
講
読
し
た
史
料
（
次
頁
の
［
表

１
］
の
と
お
り
）
に
つ
い
て
、
東
が
テ
キ
ス
ト
入
力
・
編
集
作
業
を
行
い
、
三
浦
・
東
が
こ

れ
を
校
訂
し
た
。
各
史
料
の
解
題
は
東
が
執
筆
し
、
末
尾
に
一
括
し
て
掲
載
し
た
。

蝦
夷
地
（Ezochi
）、
近
世
（Early M

odern

）、
江
戸
時
代
（Edo Period

）、

場
所
請
負
制
（Subcontracted Trading Post System

）、

く
ず
し
字
（Kuzushiji
）

資
料
紹
介

キ
ー
ワ
ー
ド

東　

俊
佑
・
三
浦
泰
之
：
北
海
道
博
物
館　

北
海
道
研
究
セ
ン
タ
ー

ち
ゃ
れ
ん
が
古
文
書
ク
ラ
ブ
：
北
海
道
博
物
館
道
民
参
加
型
学
習
サ
ー
ク
ル

は
じ
め
に

〈
凡
例
〉

⑴　

旧
字
体
・
異
体
字
・
略
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

⑵　

�

変
体
仮
名
は
、
普
通
の
平
仮
名
に
改
め
、
合
字
も
分
解
し
て
普
通
の
仮
名
と
し
た
。
た
だ
し
、
ゟ

（
よ
り
）
、
江
（
え
）
、
与
（
と
）
、
之
（
の
）
、
者
（
は
）
、
茂
（
も
）
は
そ
の
ま
ま
と
し

た
。

⑶　

�

読
点
は
校
訂
者
が
付
し
、
校
訂
者
に
よ
る
註
記
は
〔　

〕
で
示
し
た
。
〔
マ
マ
〕
は
翻
刻
ど
お
り

で
あ
る
こ
と
を
示
す
校
訂
者
に
よ
る
註
記
で
あ
る
。
ま
た
、
「
◎
半
丁
白
紙
」
な
ど
の
行
頭
の

「
◎
」
以
下
の
文
も
校
訂
者
に
よ
る
註
記
で
あ
る
。

⑷　

�

翻
刻
文
中
、
現
在
で
は
使
わ
な
い
不
適
切
な
用
語
も
あ
る
が
、
史
料
と
し
て
の
性
格
上
、
そ
の
ま

ま
と
し
た
。

⑸　

�

各
史
料
冒
頭
の
［　

］
内
は
、
『
林
家
資
料
目
録
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
一
括
資
料
目
録
第
三
八

集
）
』
の
整
理
番
号
を
示
す
。

⑹　

�

翻
刻
文
中
の
□
は
判
読
不
能
の
文
字
一
字
、
［　
　

］
は
二
字
以
上
の
判
読
不
能
の
文
字
を
示

す
。

⑺　

�

抹
消
訂
正
文
字
は
、
左
傍
に
「
〻
」
を
付
し
て
右
傍
に
訂
正
文
字
を
細
書
し
た
。

⑻　

�

丁
数
と
表
裏
の
別
を
文
末
に
〔
算
用
数
字
オ
〕
・
〔
算
用
数
字
ウ
〕
で
記
し
た
。
な
お
、
紙
縒
綴

の
資
料
は
、
表
紙
・
裏
表
紙
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
丁
も
一
丁
と
数
え
た
。

⑼　

�

年
代
・
日
付
や
金
額
な
ど
、
原
文
で
割
注
で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
編
集
の
都
合
上

一
行
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

⑽　

�

原
文
に
お
い
て
改
行
な
い
し
半
改
行
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
と
く
に
意
味
が
な
い
と

判
断
し
た
も
の
は
、
編
集
の
都
合
上
一
行
に
改
め
た
。

　

各
史
料
を
全
丁
撮
影
し
た
画
像
は
、
北
海
道
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
な
か
の
「
収
蔵
資

料
検
索
」
に
よ
り
閲
覧
が
可
能
な
た
め
、
本
資
料
紹
介
で
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。

　

翻
刻
は
、
次
の
凡
例
に
拠
り
行
っ
た
。
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表1　林栴家資料D41、E39の基本情報

整理
番号

収蔵
番号 資料名 数量 形態 年代

大きさ（cm）
丁数 作成者・著者 

差出→宛所 備考
縦 横

D41 153847 蝦夷地勤番心得向拾五ヶ条 1綴 竪帳 甲子〔文久4年〕
正月写 25.4 17.7 2冊合綴

（一） 蝦夷地勤番心得向拾五ヶ条 1冊 竪帳 甲子〔文久4年〕
正月写 9

（二） 蝦夷地勤番心得向拾五ヶ条 1冊 竪帳 〔天保3年以降〕 13

E39 153927 於福嶋村堀織部正様御取扱日記 1冊 竪帳 寅〔嘉永7年〕
10月 25.5 18.5 70 山崎屋新八

箱館〜福嶋村〜松前地図（林栴家資料E39関係地図）

蝦夷地勤番心得向拾五ヶ条（林栴家資料D41）於福嶋村堀織部正様御取扱日記（林栴家資料E39）

箱館
茂辺地村

知内村

福嶋村

松前

上之国

江差
有川村

泉沢村

一之渡

吉岡村

峠の下



東　俊佑ほか　北海道博物館所蔵の林栴家資料（五）
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候
、
彼
方
ゟ
口
上
者
不
申
及
、
書
〔
書
付
〕様

之
も
の
、
其
外
聊
之
品
た
り
と
も
請
取
申
間
敷
旨

者
寄
々
厳
敷
持
場
内
末
々
迠
可
申
付
置
事
、

一
、�

夜
分
ハ
殊
ニ
用
ひ〔
心
〕可

致
候
、
不
意
ニ
小
船
ニ
而
仕
込
、
如
何
様
之
事
致
間
敷
も
の
ニ

あ
ら
す
、
能
々
用
心
専
一
ニ
候
〔
３
ウ
〕
、
武
器
等
被
奪
候
而
者
不
〔
誠
ニ
不
覚
悟
〕

覚
語
之
事
ニ
候
、

一
、�

何
事
も
包
隠
し
無
之
、
有
体
注
進
可
致
、
書
状
者
直
ニ
江
戸
表
江
差
出
候
間
、
文
柄
得

与
心
を
落
付
認
候
而
、
相
分
候
様
心
を
用
可
申
候
、

一
、
稽
古
と
号
し
、
無
益
ニ
玉
薬
遣
申
間
敷
事
、

　
　

山
野
江
出
、
鳥
獣
等
打
候
ハ
ヽ
自
分
玉
薬
可
為
事
、

一
、�

銘
々
召
連
候
家
来
小
者
之
義
多
分
雇
入
候
も
の
〔
４
オ
〕
共
故
、
万
一
非
常
之
節
ハ
恐
怖

致
シ
、
主
を
捨
、
逃
隠
れ
候
事
も
可
有
之
候
、
是
以
常
々
申
諭
方
も
有
之
事
ニ
候
間
、

発
足
之
節
ゟ
精
々
入
念
可
申
付
候
、
尤
当
年
ゟ
小
も
の
共
於
町
役
所
厳
敷
相
改
候
様
申

付
候
得
共
、
下
々
之
事
故
其
場
ニ
望〔
臨
〕恐

怖
之
様
子
相
顕
候
ハ
ヽ
、
打
合
之
場
所
江
召
連

申
間
敷
候
事
、

一
、�

当
年
ゟ
隔
年
参
府
ニ
候
間
、
軽
物
出
情〔
精
〕専

一
ニ
候
、
鷲
〔
４
ウ
〕
尾
、
熊
膽
、
玉
等
者

献
上
并
御
残
御
配
り
も
候
間
、
決
而
抜
荷
等
無
之
様
厳
重
ニ
可
申
付
、
去
年
中
者
既
ニ

青
玉
等
町
中
抜
品
有
之
、
取
上
候
次
第
ニ
候
、
外
品
も
右
准
、
町
中
ニ
相
見
得
候
風
聞

も
候
間
、
別
而
勤
番
共
入
念
可
申
、
其
上
ニ
も
不
正
之
品
等
有
之
時
者
、
自
然
者
〔
与
カ
〕

勤
番
共
不
勤
之
一
件〔
条
〕ニ

及
候
間
、
得
与
心
得
可
申
事
、

一
、�

場
所
々
継
立
馬
冬
飼
丈
夫
ニ
致
、
死
馬
無
之
様
〔
５
オ
〕
支
配
人
、
番
人
江
得
与
可
申
付

候
、
全
体
者
飼
方
麁
略
之
趣
ニ
相
聞
候
、
猶
出
生
之
子
馬
犬
ニ
喰
殺
さ
れ
候
事
多
分
之

様
ニ
相
聞
候
間
、
懐
胎
之
牝
馬
者
運
上
家
近
辺
江
取
集
メ
、
聊
野
木
ニ
而
柵
を
廻
シ
、

其
内
ニ
而
子
を
産
せ
、
日
数
立
候
ハ
ヽ
野
放
シ
致
シ
可
申
候
、
年
々
多
く
相
成
候
様
厳

敷
可
申
付
事
、

一
、�
東
西
蝦
夷
地
場
所
々
蝦
夷
人
近
年
人
別
不
足
に
〔
５
ウ
〕
相
成
候
間
、
小
児
養
育
方
随
分

心
を
用
、
蝦
夷
人
別
相
増
候
様
、
勤
番
之
も
の
ゟ
支
配
人
、
番
人
共
江
申
諭
、
急
度
可

申
付
候
、
将
又
蝦
夷
人
介
抱
ニ
差
遣
候
米
、
酒
、
煙
草
等
も
入
念
請
負
人
共
ゟ
差
支
ニ

不
相
成
様
撫
育
方
専
一
之
事
候
、
不
介
抱
之
場
所
も
候
ハ
ヽ
無
遠
慮
可
申
立
候
、

［
Ｄ
41
］�

蝦
夷
地
勤
番
心
得
向
拾
五
ヶ
条

（
一
）
蝦
夷
地
勤
番
心
得
向
拾
五
ヶ
条

　
　
　
　

甲
子
正
月
写

　
　
　

蝦
夷
地
勤
番
心
得
向
拾
五
ヶ
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
氏
〔
１
オ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
１
ウ
〕

　
　

�

諸
場
所
勤
番
共
心
得
向
之
儀
者
、
先
年
ゟ
相
渡
候
書
〔
書
付
之
〕

付
通
り
弥
堅
相
守
可
申
事
、

一
、�

去
年
中
者
異
国
船
度
々
東
蝦
夷
地
江
相
見
得
候
〔
候
ニ
付
〕

付
、
人
数
度
々
差
出
、
注
進
之
飛
脚
行

帰
り
数
度
之
事
故
、
諸
場
所
人
足
継
立
馬
繁
〔
繋
と
す
る
写
本
あ
り
〕

く
難
渋
之
事
ニ
候
間
、
当
年
通
行
之
節
、

成
丈
馬
不
足
ニ
相
用
可
申
候
、
家
来
小
者
等
日
々
馬
ニ
乗
候
儀
不
相
成
、
主
役
々
得
与

〔
２
オ
〕
心
を
用
へ
、
場
所
之
差
支
無
之
様
深
く
勘
弁
可
致
事
、

一
、�

持
場
之
内
異
国
船
相
見
得
候
と
か
又
者
滞
船
等
致
候
は
ゝ
、
詰
合
人
数
江
番
人
、
蝦
夷

人
丈
夫
之
者
共
見
繕
、
此
度
相
渡
候
鉾
鎗
為
持
出
張
致
、
前
々
被
仰
出
之
通
遠
近
ニ
不

拘
打
払
可
申
候
、
若
上
陸
い
た
し
候
節
者
勿
論
之
事
ニ
候
、
尤
双
方
打
合
之
内
、
品
ニ

寄
異
国
人
共
元
船
江
引
取
候
ハ
ヽ
、
此
方
人
数
之
義
者
渓
合
、
又
者
樹
木
繁
り
候
森

〔
２
ウ
〕
抔
之
有
之
地
所
見
立
、
要
害
宜
場
へ
人
数
引
払
堅
く
相
備
、
又
翌
日
ニ
至
り
候

ハ
ヽ
、
昨
日
打
合
場
所
ゟ
前
後
左
右
時
宜
ニ
寄
致
出
張
、
一
図
ニ
打
払
可
申
候
、
尤
東

地
者
人
増
も
申
付
候
間
、
未
練
之
働
無
之
様
去
年
中
ヱ
ト
モ
ニ
お
ゐ
て
三
関
勇
蔵
打
払

候
様
取
斗
尤
ニ
候
、

一
、�

当
年
者
別
而
油
断
不
相
成
候
、
異
国
船
参
る
事
と
心
得
、
諸
事
入
念
可
申
候
、
異
国
船

参
り
当
地
江
注
進
次
第
〔
３
オ
〕
早
速
ニ
人
数
差
向
候
間
、
其
間
者
勤
番
所
厳
重
ニ
相
堅

メ
、
持
場
支
配
人
其
外
并
蝦
夷
人
等
決
而
異
国
船
江
近
寄
不
申
、
一
図
ニ
打
払
可
申
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一
、�

蝦
夷
地
通
行
之
節
泊
り
所
又
者
小
休
所
々
江
酒
肴
并
餅
菓
子
等
差
出
候
趣
相
聞
江
候
ニ

付
、
以
来
右
様
之
義
一
切
致
〔
６
オ
〕
間
敷
旨
請
負
人
共
江
急
度
申
渡
置
候
間
、
泊
り
所

ゟ
腰
弁
当
持
参
可
致
候
、
其
段
家
来
下
々
迠
も
可
申
聞
置
事
、

一
、�

場
所
々
備
米
之
義
者
、
御
用
地
中
之
御
主
法
候
処
、
勤
番
限
り
ニ
聞
届
、
積
替
為
致
候

様
相
聞
江
候
間
、
向
後
場
所
へ
下
米
無
之
内
差
支
候
節
ハ
、
備
米
高
之
内
弐
分
通
り
迠

ハ
勤
番
限
り
聞
届
貸
付
可
申
、
其
余
者
場
所
下
し
米
不
残
着
之
上
員
数
高
相
改
積
替
可

申
候
、
尤
其
節
ハ
場
所
支
配
人
〔
６
ウ
〕
共
印
形
付
書
面
取
之
為
差
登
可
申
事
、
乍
去
其

場
所
飢
饉
等
有
之
候
ハ
ヽ
別
段
貸
付
致
し
、
其
趣
早
速
可
申
立
候
、

一
、�

持
場
々
之
里
数
、
小
名
、
澗
泊
り
、
山
之
名
、
川
筋
等
帳
面
ニ
い
た
し
、
巨
細
ニ
取
調

差
出
可
申
候
、
地
図
茂
方
角
取
り
、
如
何
様
ニ
而
も
一
里
弐
寸
位
之
心
積
り
ニ
而
認
メ

差
出
可
申
候
、
尤
是
者
絵
心
無
之
者
出
来
ハ
致
間
敷
候
得
共
〔
７
オ
〕
精
々
心
を
用
、
当

冬
か
明
春
迠
ニ
差
出
候
様
心
掛
可
申
候
、
支
配
人
、
番
人
江
申
付
候
様
之
麁
略
ニ
而
者

不
宜
、
自
分
見
分
乃の

節
又
者
手
附
之
者
冬
分
異
船
之
用
心
無
之
時
□〻
ニ
差
遣
し
、
図
取

可
致
事
、
今
井
八
九
郎
申
付
遣
し
候
図
取
用
向
之
外
ニ
候
、

一
、�

熊
膽
、
三
段〔
靼
〕切

、
十
徳
、
粕
尾
、
薄
氷
等
□〔
支
〕配

人
ゟ
差
出
候
斗
り
□
〔
与
カ
〕心

得
候
而

者
、
如
何
ニ
候
間
、
得
と
〔
７
ウ
〕
吟
味
抜
荷
無
之
様
専
一
ニ
候
、

一
、�

場
所
々
江
荷
物
積
取
ニ
罷
越
候
船
々
江
者
、
得
与
海
上
異
国
船
ニ
出
逢
不
出
逢
之
義
相

尋
、
口
書
取
之
、
あ
や
し
き
義
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
右
之
口
書
序
ニ
数
通
為
登
可
申
事
、

異
国
船
ニ
出
逢
候
趣
ニ
候
ハ
ヽ
、
早
々
注
進
勿
論
ニ
候
、
去
年
栄
徳
新
造
子
モ
ロ
ニ
而

尋
之
答
と
当
所
ニ
而
尋
之
答
と
口
書
相
違
有
之
候
、
右
様
ニ
而
者
不
相
済
〔
８
オ
〕
事
ニ

候
間
、
精
々
入
念
口
書
取
調
、
申
口
相
違
無
之
様
、
尤
諸
事
有
体
可
申
越
事
、

　
　
　
　
　
　
　

拾
五
ヶ
条

　
　
　

文
久
四
甲
子
年

　
　
　
　
　
　
　
　

正
月
写
〔
８
ウ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
９
オ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
９
ウ
〕

（
二
）
蝦
夷
地
勤
番
心
得
向
拾
五
ヶ
条

　
　
　

蝦
夷
地
勤
番
心
得
向
拾
五
ヶ
条
〔
１
オ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
１
ウ
〕

　
　

�

諸
場
所
勤
番
共
心
得
向
之
義
者
、
先
年
ゟ
相
渡
候
書
〔
書
付
之
〕

付
通
り
弥
堅
相
守
り
可
申
事
、

一
、�

去
年
中
者
異
国
船
度
々
東
蝦
夷
地
江
相
見
得
候
ニ
付
、
人
数
度
々
差
出
、
注
進
之
飛
脚

行
帰
り
数
度
之
事
故
、
諸
場
所
人
足
継
立
馬
繁
く
難
渋
之
事
ニ
候
間
、
〔
２
オ
〕
当
年
通

行
之
節
、
成
丈
馬
不
足
ニ
相
用
可
申
候
、
家
来
小
者
等
日
々
馬
ニ
乗
候
義
不
相
成
、
主

役
々
得
与
心
を
用
へ
、
場
所
之
差
支
無
之
様
深
く
勘
弁
可
致
事
、

一
、�

持
場
之
内
異
国
船
相
見
得
候
と
か
又
者
滞
船
等
致
し
候
ハ
ヽ
、
詰
合
人
数
江
番
人
、

〔
２
ウ
〕
蝦
夷
人
丈
夫
之
者
共
見
繕
、
此
度
相
渡
候
鉾
鎗
為
持
出
張
致
し
、
前
々
被　

仰

出
之
通
遠
近
ニ
不
拘
打
払
可
申
候
、
若
上
陸
い
た
し
候
節
者
勿
論
之
事
ニ
候
、
尤
双
方

打
合
之
内
、
品
ニ
寄
異
国
人
共
元
船
江
引
取
候
ハ
ヽ
、
此
方
人
数
之
義
者
渓
合
、
又
者

樹
木
繁
り
候
〔
３
オ
〕
森
抔
之
有
之
地
所
見
立
、
要
害
宜
場
へ
人
数
引
揚
堅
く
相
備
、
又

翌
日
ニ
至
り
候
ハ
ヽ
、
昨
日
打
合
之
場
所
ゟ
前
後
左
右
時
宜
ニ
寄
致
出
張
、
一
図
ニ
打

払
可
申
候
、
尤
東
地
者
人
増
も
申
付
候
間
、
未
練
之
働
無
之
様
去
年
中
ヱ
ト
モ
ニ
お
ゐ

て
三
関
勇
蔵
打
払
〔
３
ウ
〕
候
様
取
斗
尤
ニ
候
、

一
、�

当
年
者
別
而
油
断
不
相
成
候
、
異
国
船
参
る
事
と
心
得
、
諸
事
入
念
可
申
候
、
異
国
船

参
り
当
地
江
注
進
次
第
早
速
ニ
人
数
差
向
候
間
、
其
間
者
勤
番
所
厳
重
ニ
相
堅
メ
、

持
場
支
配
人
其
外
并
蝦
夷
人
等
決
而
異
国
〔
４
オ
〕
船
江
近
寄
不
申
、
一
図
ニ
打
払
可
申

候
、
彼
方
ゟ
口
上
者
不
申
及
、
書
付
様
之
も
の
、
其
外
聊
之
品
た
り
と
も
請
取
申
間
敷

旨
者
寄
々
厳
敷
持
場
内
末
々
迠
可
申
付
置
事
、

一
、�
夜
分
ハ
殊
ニ
用
心
可
致
候
、
不
意
ニ
小
船
ニ
而
仕
込
、
〔
４
ウ
〕
如
何
様
之
事
致
間
敷
も

の
ニ
あ
ら
す
、
能
々
用
心
専
一
ニ
候
、
武
器
等
被
奪
候
而
者
不
〔
誠
ニ
不
覚
悟
〕

覚
語
之
事
ニ
候
、

一
、�

何
事
も
包
隠
し
無
之
、
有
体
注
進
可
致
、
書
状
者
直
ニ
江
戸
表
江
差
出
候
間
、
文
柄
得
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与
心
を
落
付
認
候
而
、
相
分
候
様
心
を
用
可
申
候
、
〔
５
オ
〕

一
、�

稽
古
と
号
し
、
無
益
ニ
玉
薬
遣
申
間
敷
事
、
山
野
江
出
、
鳥
獣
等
打
候
ハ
ヽ
自
分
玉
薬

可
為
事
、

一
、�

銘
々
召
連
候
家
来
小
者
之
義
多
分
雇
入
候
も
の
共
故
、
万
一
非
常
之
節
ハ
恐
怖
致
シ
、

主
を
捨
、
逃
隠
れ
候
事
も
可
有
之
候
、
是
以
〔
５
ウ
〕
常
々
申
諭
方
も
有
之
事
ニ
候
間
、

発
足
之
節
ゟ
精
々
入
念
可
申
付
候
、
尤
当
年
ゟ
小
者
共
於
町
役
所
ニ
厳
敷
相
改
候
様
申

付
候
得
共
、
下
々
之
事
故
其
場
ニ
望〔
臨
〕恐

怖
之
様
子
相
顕
候
ハ
ヽ
、
打
合
之
場
所
へ
召
連

申
間
敷
候
事
、
〔
６
オ
〕

一
、�

当
年
ゟ
隔
年
参
府
ニ
候
間
、
軽
物
出
情〔
精
〕専

一
ニ
候
、
鷲
尾
、
熊
膽
、
玉
等
者
献
上
并

御
残
御
配
り
も
候
間
、
決
而
抜
荷
等
無
之
様
厳
重
ニ
可
申
付
候
、
去
年
中
者
既
ニ
青
玉

等
町
中
ニ
抜
品
有
之
、
取
上
候
次
第
ニ
候
、
外
品
も
右
ニ
准
、
町
中
ニ
相
見
得
候
風
聞

も
候
間
、
別
而
勤
番
共
〔
６
ウ
〕
入
念
可
申
、
其
上
ニ
も
不
正
之
品
等
有
之
時
者
、
自
然

与
勤
番
共
不
勤
之
一
条
ニ
及
候
間
、
得
与
心
得
可
申
事
、

一
、�

場
所
々
継
立
馬
冬
飼
丈
夫
ニ
致
し
、
死
馬
無
之
様
支
配
人
、
番
人
江
得
与
可
申
付
候
、

全
体
者
飼
方
麁
略
之
趣
ニ
相
聞
へ
候
、
猶
〔
７
オ
〕
出
生
之
子
馬
犬
ニ
喰
殺
さ
れ
候
事
多

分
之
様
ニ
相
聞
へ
候
間
、
懐
胎
之
牝
馬
者
運
上
屋
近
辺
江
取
集
メ
、
聊
野
木
ニ
而
柵
を

廻
し
、
其
内
ニ
而
子
を
産
せ
、
日
数
立
候
ハ
ヽ
野
放
シ
致
し
可
申
候
、
年
々
多
く
相
成

候
様
厳
敷
可
申
付
事
、
〔
７
ウ
〕

一
、�

東
西
蝦
夷
地
場
所
々
蝦
夷
人
近
年
人
別
不
足
ニ
相
成
候
間
、
小
児
養
育
方
随
分
心
を

用
、
蝦
夷
人
別
相
増
候
様
、
勤
番
之
者
ゟ
支
配
人
、
番
人
共
へ
申
諭
、
急
度
可
申
付

候
、
将
亦
蝦
夷
人
介
抱
ニ
差
遣
候
米
、
酒
、
煙
草
等
も
入
念
請
負
人
〔
８
オ
〕
共
ゟ
差
支

ニ
不
相
成
様
撫
育
方
専
一
之
事
ニ
候
、
不
介
抱
之
場
所
も
候
ハ
ヽ
無
遠
慮
可
申
立
候
、

一
、�

蝦
夷
地
通
行
之
節
泊
り
所
又
者
小
休
所
江
酒
肴
并
餅
菓
子
等
差
出
候
趣
相
聞
へ
候
ニ

付
、
以
来
右
様
之
義
一
切
致
間
敷
旨
〔
８
ウ
〕
請
負
人
共
江
急
度
申
渡
置
候
間
、
泊
り
所

ゟ
腰
弁
当
持
参
可
致
候
、
其
段
家
来
下
々
迄
茂
可
申
聞
置
事
、

一
、�

場
所
々
備
米
之
義
者
、
御
用
地
中
之
御
主
法
ニ
候
処
、
勤
番
限
り
ニ
聞
届
、
積
替
為
致

候
様
相
聞
へ
候
間
、
向
後
場
所
江
下
米
無
之
〔
９
オ
〕
内
差
支
候
節
ハ
、
備
米
高
之
内
弐

分
通
り
迄
ハ
勤
番
限
り
ニ
聞
届
貸
付
可
申
、
其
余
者
場
所
下
し
米
不
残
着
之
上
員
数
高

相
改
積
替
可
申
候
、
尤
其
節
ハ
場
所
支
配
人
共
印
形
付
書
面
取
之
、
為
差
登
可
申
事
、

乍
去
其
場
所
飢
饉
等
有
之
候
ハ
ヽ
別
段
〔
９
ウ
〕
貸
付
致
し
、
其
趣
早
速
可
申
立
候
、

一
、�

持
場
々
之
里
数
、
小
名
、
澗
泊
り
、
山
之
名
、
川
筋
等
帳
面
ニ
い
た
し
、
巨
細
ニ
取
調

差
出
可
申
候
、
地
図
茂
方
角
取
り
、
如
何
様
ニ
而
も
一
里
弐
寸
位
之
心
積
り
ニ
而
認
メ

差
出
可
申
候
、
尤
是
者
絵
心
無
之
も
の
出
来
ハ
致
間
敷
〔
10
オ
〕
候
得
共
精
々
心
を
用
、

当
冬
か
明
春
迠
ニ
差
出
候
様
心
掛
可
申
候
、
支
配
人
、
番
人
江
申
付
候
様
之
麁
略
ニ
而

者
不
宜
、
自
分
見
分
之
節
又
者
手
附
之
者
冬
分
異
国
船
之
用
心
無
之
時
ニ
差
遣
し
、
図

取
可
致
事
、
今
井
八
九
郎
申
付
遣
し
候
図
取
〔
10
ウ
〕
用
向
之
外
ニ
候
、

一
、�

熊
膽
、
三
段
切
、
十
徳
、
粕
尾
、
薄
氷
等
支
配
人
ゟ
差
出
候
斗
り
と
心
得
候
而
者
、
如

何
ニ
候
間
、
得
与
吟
味
、
抜
荷
無
之
様
専
一
ニ
候
、

一
、�

場
所
々
江
荷
物
積
取
ニ
罷
越
候
船
々
江
者
、
得
与
海
上
異
国
船
ニ
出
逢
不
出
逢
之
義

〔
11
オ
〕
相
尋
、
口
書
取
之
あ
や
し
き
義
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
右
之
口
書
序
ニ
数
通
為
登
可

申
事
、
異
国
船
ニ
出
逢
候
趣
ニ
候
ハ
ヽ
、
早
々
注
進
勿
論
ニ
候
、
去
年
栄
徳
新
造
子
モ

ロ
ニ
而
尋
之
答
と
当
所
ニ
而
尋
之
答
と
口
書
相
違
有
之
候
、
右
様
ニ
而
者
不
相
済
事
ニ

候
〔
11
ウ
〕
間
、
精
々
入
念
口
書
取
調
、
申
口
相
違
無
之
様
、
尤
諸
事
有
躰
可
申
越
事
、

　
　
　

拾
五
ヶ
条
〔
12
オ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
12
ウ
〕
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松
岡
徳
次
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
御
宿
亭
主
役
共

田
金
蔵
〔
３
オ
〕

　
　
　
　
　
　

御
上
下
三
人

　
　
　

堀
井
鉄
次
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
御
宿
亭
主
役
共

田
屋文
右
衛
門

　
　
　

萱
野
弥
五
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　

御
上
下
五
人

　
　
　

藤
田
幸
蔵
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
同
断

北
屋仁
左
衛
門

　
　
　

吉
岡
元
平
様

　
　
　
　

御
上
下
五
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五

ハ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　

知
内
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太

　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
３
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

曰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　

一
之
渡　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪
嶋
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
左
衛
門

　
　

�

右
之
通
被　

仰
付
候
ニ
付
、
当
夏
御
取
扱
仕
候
工
藤
庄
兵
衛
殿
江
万
事
尋
合
、
猶
又
亭

主
役
、
手
付
人
夫
之
義
、
手
人
之
外
給
仕
人
等
迄
申
立
候
事
、
且
右
之
御
人
数
之
内
拙

家
方
ニ
而
者
、
堀
様
御
上
下
五
拾
九
人
御
取
扱
、
御
八
方
様
御
上
下
三
拾
七
人
者

御

印
御
扱
之
義
〔
４
オ
〕
相
決
候
、

一
、�

当
夏
工
藤
庄
兵
衛
殿
方
ニ
而
神
明
田
中
雄
七
手
人
ニ
頼
参
候
ニ
付
、
猶
又
拙
家
方
ニ
而

茂
同
様
相
頼
候
事
、

一
、�

十
月
十
一
日
、
御
役
所
ゟ
御
膳
部
等
之
儀
者
、
一
汁
二
菜
ニ
而
差
上
候
様
被
仰
付
、
都

而
先
前
振
合
ニ
而
取
斗
可
申
趣
被
仰
付
候
、

一
、
段
幕
之
義
、
双
方
ニ
而
五
張
拝
借
願
上
、
御
下
ケ
ニ
相
成
候
、

一
、�

福
嶋
村
亀
次
郎
方
下
宿
ニ
付
、
玄
関
不
用
之
訳
故
、
玄
関
之
処
江
〔
４
ウ
〕
張
番
弐
人
茂

差
置
候
様
為
致
不
申
候
而
者
不
相
成
哉
、
然
節
者
御
法
被
、
御
幕
等
茂
御
下
ケ
ニ
可
相

　
　
　
　
　

寅
十
月

　
　
　
　
　

於
福
嶋
村
堀
織
部
正
様
御
取
扱
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
八
〔
１
オ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
１
ウ
〕

一
、�

寅
年
十
月
十
日
、
町
御
役
所
ゟ
御
用
使
有
之
、
為
名
代
源
兵
衛
罷
出
候
処
、
此
度
公
儀

御
役
人
様　

御
築
城
為
御
見
分
箱
館
表
ゟ
御
出
ニ
付
、
於
福
嶋
村
御
取
扱
之
義
先
前
工

藤
庄
兵
衛
并
宮
川
増
蔵
両
人
江
被
仰
付
、
前
以
万
用
之
品
々
両
家
ゟ
差
送
置
候
由
ニ
候

得
共
、
此
度
之
火
災
ニ
而
双
方
類
焼
ニ
付
、
右
御
扱
御
免
之
義
願
出
、
無
余
儀
願
意
御

聞
届
有
之
、
依
之
拙
家
并
福
嶋
屋
新
右
衛
門
両
家
ニ
而
申
合
、
福
嶋
村
御
扱
向
可
致
段

被　

仰
付
候
ニ
付
而
者
、
新
八
儀
者
在
所
表
不
叶
〔
２
オ
〕
用
向
ニ
付
、
先
般
其
段
奉
願

上
、
今
日
ゟ
風
待
ニ
有
之
候
処
、
同
人
為
差
控
候
義
茂
歎
敷
義
共
申
立
候
得
者
、
源
兵

衛
ニ
而
不
苦
趣
被
仰
聞
、
種
々
御
申
訳
仕
、
太
切
御
用
途
無
覚
束
、
段
々
申
上
候
而
茂

達
而
御
下
代
衆
中
被
仰
訳
、
無
拠
御
請
仕
候
、
今
度
御
出
之
御
方
様
方
御
名
前
左
之

通
、

　
　
　
　
　

堀
織
部
正
様　
　
　
　
　
　
　
　

松
御
城
下
御
宿

前
悦
之
丞
様

　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
五
拾
九
人　
　
　
　
　

上
亭
主
役

田
忠
右
衛
門
〔
２
ウ
〕

　
　
　
　
　

河
津
三
郎
太
郎
様　
　
　
　
　
　

蛎
御
城
下
御
宿

崎
蔵
人
様

　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
八
人　
　
　
　
　
　
　

栖
亭
主
役

原
六
右
衛
門

　
　
　
　
　

平
山
謙
次
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　

佐
御
宿

々
木
采
女

　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
九
人　
　
　
　
　
　
　

伊
亭
主
役

達
林
右
衛
門

　
　
　
　
　

鈴
木
尚
太
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　

張
御
宿

江
兵
五
郎

　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
七
人　
　
　
　
　
　
　

阿
亭
主
役

部
屋茂
兵
衛

［
Ｅ
39
］�

於
福
嶋
村
堀
織
部
正
様
御
取
扱
日
記
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奉
伺
候
、
〔
７
オ
〕

　
　
　
　

一
、�

御
当
所
ゟ
罷
越
候
亭
主
役
之
も
の
共
始
手
付
給
仕
人
賄
并
福
嶋
村
人
足
扶
持

方
、
先
前
之
通
ニ
取
斗
仕
候
而
宜
候
哉
奉
伺
候
、

　
　
　
　

一
、�

御
通
行
相
済
候
共
、
私
共
儀
者
御
下
知
無
之
内
者
引
取
不
申
候
得
共
、
大
勢

之
も
の
共
当
節
柄
立
帰
致
度
抔
申
出
候
も
の
有
之
候
ハ
ヽ
、
差
返
候
而
茂
宜

候
哉
、
右
之
件
〔々
７
ウ
〕
奉
伺
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
右
衛
門

一
、�

兼
而
御
下
代
中
ゟ
被
仰
出
候
ニ
者
、
両
家
之
内
ゟ
壱
人
一
先
乍
立
帰
、
福
嶋
村
江
差

越
、
手
配
方
取
斗
可
申
旨
被
仰
出
候
得
共
、
福
嶋
者
平
生
止
宿
之
処
故
、
何
れ
も
夜
具

并
家
具
等
所
持
之
族
相
応
ニ
有
之
趣
、
〔
８
オ
〕
殊
ニ
前
々
御
宿
割
等
も
夫
々
御
取
極
之

趣
ニ
付
、
此
上
者
只
々
亭
主
役
ニ
可
相
成
も
の
并
手
付
共
双
方
ニ
而
四
拾
人
、
料
理
人

四
人
斗
茂
無
之
候
而
者
、
迚
茂
御
取
扱
行
届
兼
可
申
、
乍
併
前
々
当
所
在
方
亭
主
役
手

付
被
仰
付
候
者
、
此
火
災
ニ
付
是
以
御
免
願
故
、
此
上
者
唐
津
内
町
、
転〔
博
〕知

石
、
生
府

抔
ゟ
外
可
申
立
も
の
無
御
座
、
依
之
人
揃
候
迄
為
手
配
源
兵
衛
跡
ゟ
出
立
可
致
、
先
立

而
明
日
者
拙
家
方
ゟ
手
人
雄
七
、
太
七
、
吉
五
郎
三
人
、

代
新
屋
要
右
衛
門
手
人

共
外
五
人
出
立
相
決
候
、
〔
８
ウ
〕

　
　

十
月
十
四
日

一
、�

代
新
屋
要
右
衛
門
下
代
共
都
合
六
人
、
山
崎
屋
手
人
雄
七
外
弐
人
、
御
城
下
致
出

立
、
八
ツ
時
よ
り
追
々
福
嶋
村
江
着
い
た
し
、
一
同
金
屋
元
兵
衛
方
致
止
宿
候
、

一
、�
宿
名
主
仮
役
金
屋
元
兵
衛
江
面
会
ニ
而
、
今
度
山
崎
屋
新
八
、
福
嶋
屋
新
右
衛
門
両

人
、
当
月
十
日
於
御
役
所
公
儀
御
役
人
様
箱
館
表
ゟ
御
通
行
之
節
当
村
御
取
扱
向
被　

仰
付
候
ニ
付
〔
９
オ
〕
万
端
宜
御
頼
申
上
候
段
、
猶
御
扱
止
宿
賄
等
之
義
又
者
人
足
扶
持

成
哉
、
御
下
代
中
迄
窺
上
候
処
、
御
奉
行
様
方
御
揃
之
上
御
談
有
之
候
趣
ニ
而
御
左
右

無
之
候
、

一
、�

福
嶋
村
夜
具
之
義
、
工
藤
庄
兵
衛
方
ニ
而
当
夏
取
調
置
候
分
者
⦿
印
金
屋
元
兵
衛
方
ニ

者
絹
布
夜
具
五
通
、
木
綿
同
三
拾
通
〔
５
オ
〕
何
れ
茂
其
侭
用
方
ニ
相
成
候
分
見
分
致
置

候
趣
申
聞
候
、

一
、
十
月
十
三
日
、
御
役
所
江
伺
書
差
出
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伺
書

　
　
　
　

一
、�

当
夏
工
藤
庄
兵
衛
御
扱
仕
候
節
茂
、
一
汁
弐
菜
与
被
仰
付
候
得
共
、
御
着
日

者
御
汁
、
御
坪
、
御
皿
、
二
之
膳
者
御
平
、
御
小
皿
、
御
猪
口
、
其
外
御
小

皿
江
引
肴
三
枚
ツ
ヽ
盛
上
候
趣
、
〔
５
ウ
〕
猶
翌
朝
者
、
御
汁
、
御
平
、
御
猪

口
、
御
皿
ニ
而
、
二
之
膳
な
し
、
引
肴
御
小
皿
弐
枚
江
盛
上
、
右
何
れ
も
無

異
儀
召
上
候
由
、
依
之
今
度
も
一
汁
弐
菜
与
被
仰
付
候
得
共
、
外
々
御
扱
勝

劣
等
之
儀
恐
入
候
、
矢
張
工
藤
庄
兵
衛
御
扱
向
ニ
取
斗
可
然
哉
奉
伺
候
、

　
　
　
　

一
、�

御
菓
子
之
義
者
工
藤
庄
兵
衛
方
ニ
而
御
上
向
越
之
雪
、
御
用
人
御
給
人
衆
者

金
米
糖
相
用
候
由
、
依
之
今
度
〔
６
オ
〕
御
上
粕
底
良
、
御
用
人
御
給
人
衆
迄

金
米
糖
、
御
下
者
白
せ
ん
へ
い
ニ
而
茂
差
出
可
然
哉
奉
伺
候
、

　
　
　
　

一
、�

当
夏
工
藤
庄
兵
衛
御
扱
之
節
相
庭
書
御
城
下
亭
主
役
ゟ
書
上
候
分
江
駄
送
旁

之
分
四
五
分
ツ
ヽ
増
加
書
上
候
処
、
御
付
添
北
見
様
被
仰
候
ニ
者
、
張
江
様

ニ
不
伺
ニ
書
上
候
迚
御
立
腹
有
之
よ
し
、
此
度
も
相
庭
御
尋
〔
６
ウ
〕
御
座
候

節
者
福
嶋
相
庭
ニ
而
可
申
立
哉
、
又
当
所
相
庭
江
四
五
分
増
可
申
立
哉
、
又

者
御
出
役
御
下
代
様
方
江
伺
上
候
上
ニ
而
書
上
可
仕
哉
奉
伺
候
、

　
　
　
　

一
、�

当
節
柄
ニ
付
大
工
壱
人
召
連
度
ニ
茂
可
参
も
の
無
御
座
候
ニ
付
、
連
懸
等
切

候
而
御
鑓
懸
ニ
仕
度
、
右
品
ニ
不
限
御
備
品
之
内
切
詰
伐
用
候
而
茂
宜
候
哉
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等
者
当
夏
中
工
藤
庄
兵
衛
御
扱
仕
候
節
之
振
合
通
ニ
都
而
取
斗
可
致
段
被
仰
付
参
候
義

申
達
、

一
、�
家
具
并
夜
具
等
之
義
相
尋
候
処
、
家
具
之
義
者
奉
畏
候
得
共
、
夜
具
之
分
者
絹
布
共
三

拾
五
通
申
立
有
之
候
得
共
、
商
売
柄
之
義
故
ゑ
り
懸
等
取
替
不
申
候
而
者
用
方
ニ
不
相

成
趣
申
向
ニ
有
之
、
然
節
者
夜
着
壱
ツ
江
何
程
入
候
哉
相
尋
候
処
、
壱
反
〔
９
ウ
〕
ニ
而

三
通
ニ
ゟ
懸
り
不
申
趣
、
然
節
者
ゑ
り
懸
木
綿
可
差
上
趣
借
上
頼
合
致
候
、

一
、
御
宿
割
之
義
、
名
主
中
江
相
尋
候
処
、
書
付
ニ
而
差
出
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　

堀
様
御
本
陣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
金
屋

兵
衛

　
　
　
　
　

脇
御
本
陣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
ゑ
ひ
す
や次

郎

　
　
　
　
　

下
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
花
田
や

右
衛
門

　
　
　
　
　

河
津
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
原
田
や

五
右
衛
門
〔
10
オ
〕

　
　
　
　
　

平
山
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
金
沢
屋

次
郎

　
　
　
　
　

吉
岡
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
金
屋

吉

　
　
　
　
　

堀
井
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
金
屋

右
衛
門

　
　
　
　
　

萱
野
様

　
　
　
　
　

松
岡
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
三
国
屋

次
郎

　
　
　
　
　

藤
田
様

　
　

�

右
何
れ
茂
要
右
衛
門
、
雄
七
見
分
ニ
参
候
処
、
多
分
障
子
張
替
〔
10
ウ
〕
不
申
候
而
者
不

相
成
、
依
之
紙
継
方
手
付
中
江
申
付
候
事
、

一
、�

明
朝
土
谷
五
郎
兵
衛
帰
郷
之
便
ニ
必
用
之
品
行
灯
弐
、
夜
着
之
袷
ニ
相
成
候
染
絞
之
内

拾
反
御
送
被
下
度
、
源
兵
衛
殿
早
々
御
越
御
座
候
様
申
遣
候
、

一
、�

法
界
寺
江
両
家
ゟ
金
百
疋
、
哥
ヶ
谷
五
本
、
猶
要
右
衛
門
、
雄
七
ゟ
も
別
段
土
産
差
遣

候
、

　
　

十
月
十
五
日
〔
11
オ
〕

一
、
今
七
ツ
時
頃
手
付
料
理
人
共
拾
壱
人
当
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

喜
阿
部

右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

伝
古
川
屋

四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
り
手
付　
　
松
高
橋
屋

右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

平
生
府
町

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

兵
湯
殿
沢

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

庄
唐
津
内

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

藤
橋
本
屋

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

新
滝
音
屋

蔵
〔
11
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

徳
中
屋

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
理
人	

　

吉
湯
殿
沢

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
理
人	

　

惣
長
崎
屋

吉　

　
　

�

右
御
印
鑑
并
店
ゟ
之
手
紙
共
相
届
候
而
、
十
五
日
迄
ニ
手
付
三
拾
人
斗
ニ
相
成
候
よ
し

申
来
候
、

一
、�

料
り
人
ゟ
申
出
候
ニ
者
、
料
理
草
、
干
物
品
留
為
知
呉
候
様
申
ニ
付
、
当
夏
中
之
献
立

之
趣
を
以
委
細
申
談
置
、
御
献
立
之
義
者
〔
12
オ
〕
御
先
触
参
候
上
差
出
可
申
、
乍
併
兼

而
必
用
之
品
書
出
し
可
申
段
申
聞
候
、

　
　
　
　
　

一
、
わ
さ
ひ　
　
　

弐
百
文
代

　
　
　
　
　

一
、
広
ゆ
は　
　
　

拾
五
枚

　
　
　
　
　

一
、
柚
子　
　
　
　

五

　
　
　
　
　

一
、
青
粉　
　
　
　

百
文
代

　
　
　
　
　

一
、
白
髪
昆
布　
　

五
拾
文
代

　
　
　
　
　

〆

　
　

右
之
通
店
江
申
遣
候
、
〔
12
ウ
〕

　
　

十
月
十
六
日
、
西
風
快
晴
、
少
々
雪
気
も
有
之
、
道
路
氷
、

一
、�
平
山
様
、
吉
岡
様
者
、
十
月
十
八
日
箱
館
御
発
駕
、
堀
様
廿
日
ニ
御
発
駕
之
趣
之
書
付

名
主
中
ゟ
申
達
候
、

一
、�

在
方
御
掛
館
野
猶
四
郎
殿
ゟ
御
達
ニ
者
、
峠
之
下
御
小
休
所
江
福
嶋
御
取
扱
両
家
之
内
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ゟ
手
付
之
者
見
立
、
亭
主
役
壱
人
差
出
可
申
、
尤
茶
碗
、
茶
台
、
炭
等
之
調
度
者
、
村

役
と
も
ゟ
借
上
遣
可
申
段
、
於
御
役
所
被
仰
達
候
趣
、
定
而
銘
々
江
茂
〔
13
オ
〕
御
達
ニ

而
、
其
手
配
方
可
有
之
御
尋
ニ
候
得
共
、
若
新
八
被
仰
付
参
候
哉
、
先
於
私
共
者
出
立

迄
ニ
右
様
之
御
達
無
之
趣
相
答
、
品
ニ
寄
如
何
様
共
可
仕
、
猶
此
外
ニ
茂
持
参
之
品
者

何
成
共
御
用
途
可
仕
旨
相
答
候
、
猶
段
幕
壱
張
右
之
処
江
相
用
候
ニ
付
貸
呉
候
様
御
頼

ニ
付
、
貸
上
候
積
ニ
致
候
、
依
之
猶
又
幕
之
義
申
遣
候
、

一
、�

当
福
嶋
村
御
挨
拶
御
懸
り
蛎
崎
右
平
太
様
御
上
下
四
人
ニ
而
、
御
当
着
先
前
御
取
扱
向

相
尋
候
ニ
付
、
当
夏
御
挨
拶
御
懸
〔
13
ウ
〕
桜
庭
様
御
出
迎
之
節
木
戸
内
ニ
而
御
待
受
、

御
名
札
御
差
出
、
為
御
着
賀
御
出
之
節
、
猶
又
御
名
札
御
差
出
、
朝
御
立
之
節
も
木
戸

内
ニ
而
御
名
札
御
差
出
被
成
候
趣
申
上
候
、

一
、
村
役
人
中
江
申
立
候
者
、
御
取
扱
之
節
左
之
通
御
人
足
御
差
出
被
下
度
趣
申
入
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　

一
、
男
御
人
足
弐
人

女
同　
　

三
人　

	

御
本
陣

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
、
男
同　
　

壱
人

女
同　
　

弐
人　

	

脇
本
陣
〔
14
オ
〕

　
　
　
　
　

一
、
男
御
人
足
壱
人

女
同　
　

弐
人　

	

下
宿

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
、
右
同
断　
　
　
　
　
　

外
六
軒

　
　
　
　
　

〆　
男　
　

拾
人

女　
　

拾
九
人

　
　

右
之
通
宜
御
頼
申
候
段
名
主
中
江
前
以
申
達
置
、

一
、�

暮
頃
源
兵
衛
外
壱
人
其
外
手
付
拾
五
人
着
、
右
之
内
弐
人
当
御
本
陣
江
残
、
拾
三
人

印
方
江
差
遣
候
、

　
　

十
月
十
七
日
、
西
風
、
昨
夜
中
ゟ
雪
降
、
〔
14
ウ
〕

一
、
源
兵
衛
昨
夜
着
致
候
ニ
付
、
先
前
振
合
之
通
其
向
々
江
土
産
物
差
遣
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　

一
、
金
弐
百
疋　
　
　
　
　

金
屋
御
内
義

　
　
　
　
　

一
、
鬢
付
弐
本

手
拭
壱
筋　
　
　
　
　

御
袋
さ
ま

　
　
　
　
　

一
、
紺
足
袋
壱
足　
　
　
　

兄
様

　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　

百
太
郎
様

　
　
　
　
　

一
、
鬢
付
弐
本

手
拭
壱
筋　
　
　
　
　

の
し
女
さ
ま

　
　
　
　
　

一
、
手
拭
五
筋　
　
　
　
　

御
台
所
中

　
　
　
　
　

〆
〔
15
オ
〕　
　
　
　
　
　

  

脇
本
陣

　
　
　
　
　

一
、
哥
ヶ
谷
弐
本

阿
波
粉　

五　
　
　
　

亀
ゑ
ひ
す
や次郎

殿

　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　

花
下
宿

田
六
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　

塩
替
下
宿越

屋
甚
兵
衛
殿

　
　
　
　
　

一
、
哥
ヶ
谷
弐
本　
　
　
　

住
本
名
主吉

屋
達
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　

三
年
寄

国
屋
保
次
郎
殿

　
　
　
　
　

一
、
足
袋
壱
足

手
拭
壱
筋　
　
　
　
　

書
役

　
　
　
　
　

一
、
き
ふ
こ
三
玉

手
拭　

壱
筋　
　
　
　

小
使

　
　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　

馬
差
〔
15
ウ
〕

　
　
　
　
　

一
、
鬢
付
弐
本

煙
草
三
玉　
　
　
　
　

善
金
屋

吉
殿

　
　

右
之
通
差
遣
候
事
、

一
、�

在
方
御
掛
ゟ
高
張
之
義
御
尋
有
之
候
得
共
、
於
御
城
下
高
張
者
御
不
用
之
趣
被
仰
渡
候

趣
申
立
置
、
然
処
兼
而
之
峠
之
下
御
小
休
所
茶
番
壱
人
差
遣
呉
候
様
村
方
ゟ
人
足
三

人
、
茶
碗
、
茶
台
等
差
出
候
間
、
土
瓶
御
茶
差
遣
呉
候
様
当
日
御
達
之
節
者
、
〔
16
オ
〕

壱
人
差
遣
可
申
段
相
答
候
、

一
、�

店
ゟ
仁
左
衛
門
始
残
手
付
御
印
鑑
持
参
、
当
着
注
文
品
并
ニ
御
宿
札
共
相
達
、
左
之

通
、

　
　
　
　
　

一
、
壱
箱　

太
白
せ
ん

廿
斤
入
　
　
　
　
　

一
、
壱
拼　
　

風
呂
敷
包

粕
底
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
白
壱
斤

焼
附

　
　
　
　
　

一
、
壱
拼　
御
宿
札
七
枚

へ
り
布
半
反

表
蓙
弐
反
　
　
　
　

一
、
拾
壱
箇　

着
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
弐
箇
ツ
　ヽ
由
五
郎

治
三
郎

吉
弥

　
　
　
　
　

一
、
三
樽　

越
後
酒
弐
斗
入　
　
　
　
　
　
　

壱
箇
ツ
　ヽ
惣
八　

沢
田

半
次
郎　

惣
兵
衛

仁
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
16
ウ
〕
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右
之
通
相
達
申
候
、

一
、�

源
兵
衛
為
着
届
脇
本
陣
亀
次
郎
、
下
宿
花
田
六
右
衛
門
、
在
方
掛
并
御
挨
拶
御
懸
り
蛎

崎
右
平
太
様
江
罷
越
、
村
役
三
国
屋
保
次
郎
江
罷
越
、
夫
ゟ
法
界
寺
江
罷
越
、
都
而
差

支
候
品
物
等
有
之
候
節
者
宜
御
願
申
上
度
旨
都
而
之
頼
合
致
置
候
事
、

一
、
明
朝
法
界
寺
和
尚
御
城
下
江
御
出
被
成
候
ニ
付
、
必
用
之
品
申
遣
、
左
ニ
〔
17
オ
〕

　
　
　

一
、
生

両
家
分

せ
う
か　

壱
升
五
合　
　
　

一
、
柚

両
家
分

子　
　

十

　
　
　

一
、
麦

同

粉　
　
　

弐
升　
　
　
　
　

一
、
青

同

粉　
　

百
文
代

　
　
　

一
、
白

同

髪
昆
布　

弐
百
文
代　
　
　

一
、
わ

同

さ
ひ　

弐
百
文
代

　
　
　

一
、
百

同

合　
　
　

三
十　
　
　
　
　

一
、
椎
印
分

た
け　

壱
斤

　
　
　

一
、
三

同

嶋
の
り　

九
枚　
　
　
　
　

一
、
段
分

幕　
　

四
張

　
　
　

一
、
長

同

芋　
　
　

壱
箱　
　
　
　
　

一
、
高

同

張　
　

弐
張

　
　
　

一
、
小

同

皿　
　
　

百
枚　
　
　
　
　

一
、
喜

同

撰　
　

半
斤

　
　
　

〆

　
　

右
申
遣
候
事
、
〔
17
ウ
〕

一
、
亭
主
役
手
付
中
皆
着
ニ
付
、
着
賀
餅
壱
斗
五
升
搗
致
振
舞
候
、

　
　

十
月
十
八
日

一
、
今
朝
各
鬮
取
ニ
致
、
御
本
陣
脇
本
陣
下
宿
亭
主
役
并
手
付
割
付
い
た
し
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
御
本
陣

崎
屋
新
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雄
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
次
〔
18
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
手
人

五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
荒
屋

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
阿
部
屋

右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
中
屋

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
手
人

左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
子
共

蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
料
理
人

兵
衛

　
　
　
　
　

右
者
元
宿
金
屋
元
兵
衛
御
本
陣
借
上
候
、
〔
18
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脇
御
本
陣
亭
主
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
古
川
屋

四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
十
月
十
八
日
昼
ゟ

亀
次
郎
方
ニ
而
四
人
共

賄
為
致
候
、

　
　
　
　
　

右
元
宿
ゑ
ひ
す
屋
亀
次
郎
脇
御
本
陣
ニ
致
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
宿
亭
主
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
油
屋

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
三
郎
〔
19
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
十
月
十
八
日
昼
ゟ

六
右
衛
門
方
ニ
而
四
人
共

為
賄
候
、

　
　
　
　
　

右
元
宿
花
田
屋
六
右
衛
門
下
宿
ニ
致
之
、

一
、
三
御
宿
障
子
間
ヶ
所
見
分
之
上
、
今
日
ゟ
張
替
為
致
候
、

一
、�

平
山
謙
次
郎
様
、
吉
岡
元
平
様
、
十
八
日
箱
館
御
出
立
之
処
、
十
七
日
ニ
御
出
立
被
遊

候
間
、
此
段
相
心
得
候
様
、
吉
岡
出
役
土
屋
久
右
衛
門
様
ゟ
御
達
之
旨
名
主
中
申
聞

候
、
〔
19
ウ
〕

一
、
越
後
酒
三
樽
送
越
候
内
、
弐
樽

御
印
之
方
江
相
渡
候
、

一
、�
小
谷
石
江
御
用
御
買
上
申
付
候
魚
類
そ
い
五
本
結
弐
丸
、
あ
ふ
ら
め
六
本
結
壱
丸
、
そ

い
六
本
拼
三
丸
、
七
本
拼
四
丸
受
取
、
料
理
人
江
相
渡
、
代
銭
之
義
者
追
而
可
相
払

事
、

一
、�

明
十
九
日
平
山
様
、
吉
岡
様
御
着
ニ
付
、
峠
之
下
江
阿
部
屋
喜
右
衛
門
差
越
可
申
段
今
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晩
申
付
置
、
土
瓶
三
ツ
村
役
中
江
相
渡
候
、
喜
右
衛
門
為
乗
候
馬
壱
疋
在
方
掛
江
申
立

置
候
、
〔
20
オ
〕

　
　

十
月
十
九
日

一
、�

今
朝
箱
館
御
奉
行
工
藤
茂
五
郎
様
ゟ
御
差
出
之
御
先
触
相
達
、
平
山
様
、
吉
岡
様
十
九

日
箱
館
御
出
立
之
趣
ニ
候
、

一
、�

藤
林
重
次
様
御
旅
館
御
見
分
有
之
、
六
右
衛
門
方
遠
方
ニ
付
、
甚
兵
衛
宅
下
宿
ニ
可
致

様
被
仰
付
候
、

一
、�

ゑ
り
懸
木
綿
拾
反
参
候
ニ
付
、
元
壱
反
ニ
而
三
通
ゟ
懸
り
不
申
由
申
候
義
候
へ
共
、

拾
通
分
弐
反
ツ
ヽ
と
仕
切
、
金
屋
元
兵
衛
先
三
拾
通
分
江
〔
20
ウ
〕
四
反
ニ
而
内
渡
い
た

し
、
ゑ
ひ
す
や
亀
次
郎
拾
通
分
弐
反
相
渡
、
花
田
六
右
衛
門
拾
通
分
弐
反
相
渡
候
事
、

一
、
臨
時
懸
り
出
之
御
用
状
并
御
関
札
建
候
棒
相
達
、
左
之
文
面
、

　
　
　
　
　

�

一　

筆
致
啓
上
候
、
然
者
御
関
札
棒
五
本
差
廻
候
間
、
吉
岡
村
御
昼
壱
本
、
福

嶋
村
御
泊
壱
本
、
一
之
渡
村
御
休
壱
本
、
知
内
村
御
泊
壱
本
ツ
ヽ
請
取
可
被
成

候
、
外
ニ
痛
ミ
用
意
〔
21
オ
〕
壱
本
差
廻
候
間
、
其
心
得
ニ
而
御
宿
亭
主
役
壱
本

ツ
ヽ
請
取
候
ハ
ヽ
、
箇
立
先
々
福
嶋
、
一
之
渡
、
知
内
村
江
相
廻
可
被
成
候
、

尤
札
入
切
懸
之
処
、
御
作
事
ニ
而
寸
法
不
都
合
候
間
、
其
村
々
ニ
而
御
拵
可
被

成
候
、
右
之
趣
可
得
御
意
如
斯
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
時
掛
〔
21
ウ
〕

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
吉
岡
村

川
徳
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
福
嶋
村

崎
屋
新
八
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪
一
之
渡

嶋
屋
太
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
知
内
村

部
屋
利
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　

猶
此
御
用
状
御
順
達
可
被
成
候
、

　
　

右
順
達
御
用
状
江
添
書
差
出
、
左
之
通
、
〔
22
オ
〕

　
　
　
　
　

�

一　

筆
致
啓
上
候
、
然
者
臨
時
御
掛
出
之
御
用
状
并
ニ
御
関
札
棒
共
相
達
、
御

用
状
披
見
、
当
村
分
請
取
、
順
達
仕
候
間
、
猶
知
内
村
江
御
差
廻
御
座
候
様
仕

度
、
右
可
得
御
意
如
此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

十
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
村
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
之
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪
嶋
屋太

左
衛
門
殿
〔
22
ウ
〕

　
　

右
御
用
状
封
入
、
名
主
中
江
相
渡
候
、

一
、�

藤
林
様
御
宿
御
見
分
之
処
、
六
右
衛
門
方
余
り
遠
方
ニ
付
、
塩
越
屋
甚
兵
衛
方
江
弥
御

宿
替
被
仰
付
候
得
共
、
甚
兵
衛
方
ニ
夜
具
、
家
具
一
円
無
之
ニ
付
、
御
借
上
之
義
名
主

中
江
申
談
置
、

一
、�

御
関
札
并
相
庭
書
等
于
今
御
下
無
之
ニ
付
、
吉
弥
事
内
用
茂
有
之
、
又
御
旅
館
急
備
入

用
之
品
等
為
可
為
持
帰
立
帰
、
今
日
差
立
候
ニ
付
、
中
半
紙
三
束
申
遣
候
、
〔
23
オ
〕

一
、�

下
宿
亭
主
役
油
屋
重
兵
衛
外
三
人
、
今
十
九
日
昼
迄
六
右
衛
門
賄
い
た
し
、
晩
ゟ
者
甚

兵
衛
方
ニ
而
賄
方
申
付
、
猶
障
子
張
替
其
外
風
呂
場
、
便
所
手
配
方
、
重
兵
衛
江
申
付

候
事
、

一
、
御
借
上
諸
品
調
子
、
名
主
中
江
差
出
、
左
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　

一
、
黒
家
具　
　
　

四
拾
人
前　
　
　
但
内 

弐
拾
人
前
脇
本
陣

弐
十
人
前
下
宿

　
　
　
　
　
　
　
　

但　
親
椀　

御
汁
椀　

御
坪　

御
平

御
膳
斗　

御
鉢
一
式

〔
23
ウ
〕

　
　
　
　
　

一
、
皆
朱
家
具　
　

拾
人
前　
　
　
　
内 

五
人
前
脇
本
陣

五
人
前　

下
宿

　
　
　
　
　
　
　
　

但
右
同
断

　
　
　
　
　

一
、
御
皿　
　
　
　

六
拾
枚

　
　
　
　
　

一
、
御
小
皿　
　
　

八
拾
枚

　
　
　
　
　

一
、
た
は
こ
盆　
　

十　
　
　
　
　
　
内 

六　

本
陣

二　

脇

二　

下
宿

　
　
　
　
　

一
、
屏
風　
　
　
　

壱
双　
　
　
　
　
但
甚下宿
兵
衛
行

　
　
　
　
　

一
、
居〔
据
〕風

呂　
　
　

壱　
　
　
　
　
　
同
断
〔
24
オ
〕

　
　
　
　
　

一
、
火
鉢　
　
　
　

拾
三　
　
　
　
　

内 

五　

御
本
陣

四　

脇

四　

下
宿
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一
、
下
宿
夜
具
可
然
奉
頼
候
、

　
　
　
　
　

一
、
脇
本
陣
夜
具
拾
通
当
其
余
可
然
奉
頼
候
、

　
　
　
　
　

一
、
脇
本
陣
玄
関
江
建
候
障
子　

壱
間

　
　
　

右
之
通
宜
奉
頼
候
、
以
上
、

　
　
　
　

十
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
名
主
中
様
〔
24
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
本
陣
入
用
品

　
　
　
　
　

一
、
黒
い
つ
か
け
御
椀
御
一
人
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
鉢
台
盆
共
一
式
御
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
皿
御
猪
口
御
膳
者
不
入

　
　
　
　
　

一
、
皆
朱
家
具
弐
拾
人
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
而
一
式

　
　
　
　
　

一
、
金
御
坐
敷
入
用屏風　

　
　

壱
双

　
　
　
　
　

一
、
角
同

折　
　
　
　

壱
双

　
　
　
　
　

一
、
掛
同

物　
　
　
　

弐
狩
野
永
叔
画幅

〔
25
オ
〕

　
　
　
　
　

一
、
皆
御
座
敷
入
用朱御

高
月　

壱　
　
　
　

一
、
屏
御
小
姓
御
給
人
様

風　
　
　
　

壱
双
半

　
　
　
　
　

一
、
大
同

火
鉢　
　
　

壱　
　
　
　

一
、
屏
二
階

風　
　
　
　

壱
双
半

　
　
　
　
　

一
、
御
同

煙
草
盆　
　

壱　
　
　
　

一
、
金
御
玄
関

屏
風　
　
　

壱
双

　
　
　
　
　

一
、
御
同

茶
碗　
　
　

壱　
　
　
　

一
、
銅
燭
台　
　
　

三
対

　
　
　
　
　

一
、
御
同

茶
台　
　
　

壱

　
　
　
　
　

一
、
御
同

手
水
鉢　
　

壱　
　
　
　

一
、
茶
台　
　
　
　

弐

　
　
　
　
　

一
、
御
同

手
拭
懸　
　

壱　
　
　
　

一
、
御
茶
越　
　
　

弐

　
　
　
　
　

一
、
金
御
用
人
間屏

風　
　
　

壱
双　
　
　

一
、
木
綿
夜
具　
　

三
拾
通

　
　
　
　
　

一
、
御
茶
台　
　
　

壱　
　
　
　

一
、
枕　
　
　
　
　

十
〔
25
ウ
〕

　
　
　

右
借
上
品
不
残
金
屋
元
兵
衛
ゟ
差
出
候
、

一
、
脇
本
陣
下
宿
入
用
諸
品
亭
主
役
呼
出
相
渡
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　

一
、
中
半
紙　
　
　
　

弐
帖　
　
　

一
、
大
蝋　
　
　
　

弐
丁

　
　
　
　
　

一
、
並
半
紙　
　
　
　

五
帖　
　
　

一
、
中
ら
う　
　
　

廿
丁

　
　
　
　
　

一
、
半
切　
　
　
　
　

壱
本　
　
　

一
、
哥
ヶ
谷　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　

一
、
箸　
　
　
　
　
　

壱
袋　
　
　

一
、
政
所
茶　
　
　

壱
袋

　
　
　
　
　

一
、
楊
枝　
　
　
　
　

壱
袋　
　
　

一
、
菓
子　
　
　
　

五
袋
〔
26
オ
〕

　
　
　
　
　

一
、
手
拭　
　
　
　
　

弐
筋　
　
　

一
、
竹
柄
杓　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　

一
、
ふ
き
ん　
　
　
　

三　
　
　
　

一
、
か
す
り　
　
　

壱
組

　
　
　
　
　

一
、
墨　
　
　
　
　
　

壱
丁　
　
　

一
、
草
履　
　
　
　

拾
足

　
　
　
　
　

一
、
筆　
　
　
　
　
　

弐
本　
　
　

一
、
草
鞋　
　
　
　

弐
拾
足

　
　
　
　
　

一
、
下
駄　
　
　
　
　

三
足　
　
　

一
、
醤
油　
　
　
　

壱
升

　
　
　
　
　

一
、
中
ぬ
き
草
り　
　

弐
足　
　
　

一
、
ミ
そ　
　
　
　

壱
貫
目

　
　
　
　
　

一
、
箒　
　
　
　
　
　

三
本　
　
　

一
、
ミ
り
ん　
　
　

五
合

　
　
　
　
　

一
、
土
瓶　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一
、
鰹
節　
　
　
　

五
本

　
　
　
　
　

一
、
七
り
ん　
　
　
　

三　
　
　
　

一
、
米
〔
26
ウ
〕

　
　
　
　
　

一
、
燗
徳
り　
　
　
　

五
本

　
　
　
　
　

一
、
皆
朱
家
具　
　
　

五
人
前　
　

一
、
懸
燭　
　
　

五
丁

　
　
　
　
　

一
、
惣
黒
同　
　
　
　

廿
人
前　
　

一
、
燭
台　
　
　

三
丁

　
　
　
　
　

一
、
小
皿　
　
　
　
　

七
拾
枚　
　

一
、
台
十
納　
　

壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
丁
ち
ん　
　

壱

　
　
　
　
　

一
、
皿　
　
　
　
　
　

廿
枚　
　
　

一
、
夜
具

　
　
　
　
　

一
、
煙
草
盆　
　
　
　

三　
　
　
　

一
、
枕

　
　
　
　
　

一
、
火
鉢　
　
　
　
　

四　
　
　
　

一
、
手
灯　
　
　

弐
〔
27
オ
〕

　
　
　
　
　

一
、
手
水
た
ら
い　
　

三　
　
　
　

一
、
薄
へ
り　
　

五
枚

　
　
　
　
　

一
、
屏
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
幕
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�

右
之
通
相
渡
内
米
之
義
者
御
着
日
ニ
可
相
渡
、
但
御
人
数
并
ニ
手
付
其
外
御
人
足
迄
晩

と
朝
ニ
而
六
合
積
ニ
渡
遣
候
事
、
夜
具
御
着
之
上
相
渡
候
而
茂
宜
候
趣
申
付
置
候
、

一
、�
油
屋
重
兵
衛
ゟ
甚
兵
衛
江
も
定
例
土
産
差
遣
呉
候
様
申
出
、
差
進
候
〔
27
ウ
〕
土
産
物
之

座
江
記
置
候
ニ
付
品
略
之
、

一
、�

堀
様
并
河
津
様
御
宿
札
店
ゟ
送
越
、
堀
様
御
分
留
置
候
而
、
河
津
様
御
分
者

御
印

方
江
相
渡
候
、

一
、
店
ゟ
送
品
宰
領
甚
助
ニ
御
幕
四
張
、
在
方
御
掛
行
届
物
箇
壱
相
庭
書
相
達
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
庭
書
覚

　
　
　
　

一
、
越
後
玄
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
七
匁
三
分

壱
升
ニ
付
九
拾
壱
文

〔
28
オ
〕

　
　
　
　

一
、
越
後
白
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
七
匁
八
分

壱
升
ニ
付
九
十
八
文

　
　
　
　

一
、
津
軽
玄
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
七
匁
壱
分

壱
升
ニ
付
八
十
九
文

　
　
　
　

一
、
同　

白
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
七
匁
六
分

壱
升
ニ
付
九
十
五
文

　
　
　
　

一
、
秋
田
玄
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
六
匁
八
分

壱
升
ニ
付
八
十
五
文

　
　
　
　

一
、
同　

白
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
七
匁
五
分

壱
升
ニ
付
九
十
四
文

　
　
　
　

一
、
同
玄
餅
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
七
匁
三
分

壱
升
ニ
付
九
拾
壱
文

　
　
　
　

一
、
同
白
餅
米　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
八
匁

壱
升
ニ
付
百
文

〔
28
ウ
〕

　
　
　
　

一
、
大
豆　
　
　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
四
匁
五
分

壱
升
ニ
付
五
拾
六
文

　
　
　
　

一
、
小
豆　
　
　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
五
匁

壱
升
ニ
付
六
十
弐
文

　
　
　
　

一
、
小
麦　
　
　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
五
匁

壱
升
ニ
付
六
拾
弐
文

　
　
　
　

一
、
大
麦　
　
　
　
　
　
　
四
斗
八
升
入
直
段
五
匁

壱
升
ニ
付
六
十
弐
文

　
　
　
　

一
、
大
坂
酒　
　
　
　
　
　
四
斗
入
直
段
拾
四
匁
五
分

壱
升
ニ
付
弐
百
十
七
文

　
　
　
　

一
、
越
後
酒　
　
　
　
　
　
弐
斗
入
直
段
七
匁

壱
升
ニ
付
弐
百
拾
文

　
　
　
　

一
、
大
山
酒　
　
　
　
　
　
弐
斗
入
直
段
六
匁
八
分

壱
升
ニ
付
弐
百
四
文

　
　
　
　

一
、
味
噌　
　
　
　
　
　
　
六
百
文
ニ
付

目
形
三
貫
目
〔
29
オ
〕

　
　
　
　

一
、
醤
油
壱
斗
入　
　
　
　

壱
貫
五
百
文

　
　
　
　

一
、
塩
三
斗
入　
　
　
　
　
通
用
壱
両
四
貫
三
百
廿
文
ニ
付
拾
弐
表

壱
表
代
三
百
六
拾
文

　
　
　
　

一
、
半
紙
壱
〆
ニ
付　
　
　

直
段
三
貫
文

　
　
　
　

一
、
白
砂
糖
壱
斤
ニ
付　
　

直
段
三
百
五
拾
文

　
　
　
　

一
、
玉
砂
糖
壱
斤
ニ
付　
　

直
段
百
七
拾
文

　
　
　
　

一
、
白
〆
油
壱
升
ニ
付　
　

直
段
八
百
文

　
　
　
　

一
、
種
油
壱
升
ニ
付　
　
　

直
段
六
百
文

　
　
　
　

一
、
真
綿
弐
百
目
ニ
付　
　
直
段
七
匁

百
匁
ニ
付
弐
貫
百
文
〔
29
ウ
〕

　
　
　
　

一
、
木
綿
わ
た　
　
　
　
　
弐
貫
目

代
七
貫
五
百
文

　
　
　
　

一
、
金
引
苧　
　
　
　
　
　
通
用
壱
両
四
〆
三
百
廿
文
ニ
付
弐
貫
目

壱
貫
目
代
弐
〆
百
六
拾
文

　
　
　
　

一
、
鮭
塩
引　
　
　
　
　
　
通
用
壱
両
四
貫
三
百
廿
文
ニ
付

拾
七
本
壱
本
代
弐
百
五
十
四
文

拾
九
本
壱
本
代
弐
百
廿
七
文

　
　
　
　

一
、
両
替　
　
　
　
　
　
　
取
引
六
貫
八
百
文

残
相
庭
六
貫
弐
百
文

　
　
　
　

右
之
通
当
時
相
庭
ニ
御
座
候
間
奉
書
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

嘉
永
七
亥〔
寅
〕年　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

屋

月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
谷
八
十
八
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
嶋
屋布

右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
御
役
所
〔
30
オ
〕

　
　

右
相
庭
書

御
印
御
旅
館
并
村
役
中
江
相
廻
候
、

　
　

十
月
廿
日
、
下
り
気
曇
、

一
、�

脇
本
陣
亭
主
役
伝
四
郎
ゟ
手
付
無
人
ニ
付
、
壱
両
人
相
増
呉
候
様
願
出
、
手
人
吉
五
郎

今
昼
ゟ
差
遣
候
事
、

一
、�

名
主
中
ゟ
願
出
候
ニ
者
、
新
井
田
様
、
飛
内
様
箱
館
ゟ
御
帰
ニ
付
、
御
本
陣
御
座
敷
貸

呉
候
様
申
出
聞
届
候
、

一
、�

脇
本
陣
下
宿
ニ
而
御
着
日
と
其
翌
日
と
両
日
之
炭
薪
料
仕
切
ニ
而
〔
30
ウ
〕
金
百
疋
ツ
ヽ

相
渡
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　

一
、
金
百
疋　
　

亀
脇
本
陣

次
郎　
　

一
、
金
百
疋　
　

甚
下
宿

兵
衛

　
　

�
右
両
家
江
相
渡
、
金
屋
元
兵
衛
義
者
御
本
陣
元
方
仕
出
ニ
付
、
格
外
炭
薪
入
用
ニ
可
有

之
、
此
分
追
而
遣
候
趣
元
兵
衛
江
申
聞
置
候
、

一
、�

今
八
ツ
時
頃
新
井
田
玄
蕃
様
、
飛
内
策
馬
様
知
内
村
御
立
ニ
而
御
着
、
当
所
ニ
而
御
昼
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被
遊
、
御
城
下
江
御
通
し
被
成
候
由
、
御
二
方
様
御
宿
々
間
ヶ
所
御
見
分
之
処
、
脇
本

陣
下
宿
斗
ニ
而
者
迚
茂
無
覚
束
〔
31
オ
〕
趣
被
仰
、
追
而
御
城
下
御
着
之
上
御
年
寄
衆
中

被
遊
御
遣
候
与
被
仰
置
候
、
尤
源
兵
衛
御
目
通
仕
、
持
参
之
粕
底
良
高〔
高
杯
〕次

江
盛
候
而

差
上
、
猶
御
酒
肴
共
差
上
候
、

一
、�

明
廿
一
日
平
山
様
、
吉
岡
様
御
着
日
ニ
付
、
明
朝
峠
之
下
江
茶
番
之
義
喜
右
衛
門
江
申

付
置
候
、
吉
弥
罷
帰
半
紙
三
束
持
参
、

　
　

十
月
廿
一
日
、
下
□
〔
天
カ
〕気

、
昼
頃
ゟ
大
雪
雨
ニ
相
成
候
、

一
、�

今
朝
峠
之
下
行
喜
右
衛
門
ニ
上
茶
少
々
、
哥
ヶ
谷
壱
本
為
持
、
〔
31
ウ
〕
羽
織
袴
着
用
、

太
切
ニ
相
心
得
、
御
着
有
之
候
処と
も

、
直
ニ
不
差
上
、
御
用
人
様
江
持
出
、
直
ニ
差
上
可

申
与
御
下
知
有
之
候
節
者
可
差
上
、
若
何
義
御
尋
等
御
座
候
共
、
私
共
一
昨
日
城
下
表

ゟ
差
越
不
案
内
と
申
抜
候
様
ニ
可
致
、
福
嶋
ニ
者
人
な
き
歟
、
何
故
ニ
参
候
哉
と
被
仰

候
節
者
、
春
者
鯡
場
江
漁
業
ニ
罷
越
、
夏
者
昆
布
、
此
節
鰯
漁
山
働
ニ
付
、
跡
女
共
斗

ニ
而
御
取
扱
等
相
成
兼
候
趣
、
村
役
共
ゟ
願
立
之
由
、
右
ニ
付
私
共
領
主
ゟ
被
申
付

参
、
殊
ニ
当
所
初
而
之
義
ニ
而
何
義
存
知
不
申
趣
ニ
〔
32
オ
〕
相
答
可
申
段
申
付
遣
候
、

一
、�

右
喜
右
衛
門
江
為
心
得
申
聞
遣
候
御
答
向
之
義
、
御
本
陣
手
付
中
者
不
申
及
、
脇
本
陣

下
宿
手
付
給
仕
人
ニ
至
迄
同
様
、
兼
而
相
心
得
居
可
申
段
申
渡
置
候
、

一
、�

下
宿
今
壱
軒
相
増
候
段
ニ
相
成
、
手
付
手
配
為
申
立
、
太
七
差
遣
候
ニ
付
、
店
江
手
付

人
拾
人
御
役
所
江
御
願
被
下
度
趣
申
付
遣
候
、
昨
日
吉
弥
持
参
之
半
紙
者
障
子
張
候
ニ

間
ニ
合
不
申
、
殊
今
壱
軒
〔
32
ウ
〕
下
宿
増
被
仰
付
候
節
者
又
々
障
子
張
替
手
入
ニ
付
、

岩
国
壱
束
、
中
半
紙
四
束
、
鮭
五
本
斗
御
遣
被
下
度
段
申
遣
候
、
荒
屋
庄
吉
、
古
川
屋

伝
四
郎
家
内
ゟ
無
拠
用
事
申
参
候
趣
立
帰
ニ
罷
越
度
段
聞
届
、
今
日
差
立
候
、

一
、�

峠
之
下
行
喜
右
衛
門
雨
具
持
参
無
之
よ
し
、
増
々
大
に
ふ
〔
雨
天
カ
〕

て
ニ
相
成
、
定
而
難
義
可
有

之
与
存
、
仁
左
衛
門
、
徳
次
郎
両
人
ニ
申
付
、
雨
具
為
持
遣
候
、
同
人
共
暮
ニ
及
罷
帰

申
聞
候
ニ
者
、
御
二
方
様
共
御
小
休
無
〔
33
オ
〕
御
座
よ
し
、
殊
御
小
休
漏
通
し
ニ
而
何

れ
も
着
類
ぬ
ら
し
参
候
趣
ニ
候
、

一
、�

御
印
御
掛
り
平
山
様
御
上
下
九
人
御
宿
名
主
住
吉
屋
達
右
衛
門
、
吉
岡
元
平
様
御

上
下
三
人
御
宿
金
屋
善
吉
、
右
御
二
方
様
十
月
十
九
日
箱
館
御
出
立
、
今
日
知
内
村
ゟ

当
宿
御
着
日
ニ
付
、
名
主
、
年
寄
、
亭
主
役
之
面
々
麻
上
下
紋
付
着
用
ニ
而
、
村
外
れ

迄
御
出
迎
ニ
罷
出
候
、
暮
前
吉
岡
様
御
馬
上
ニ
而
御
着
、
平
山
様
も
六
ツ
半
時
頃
是
又

馬
上
ニ
而
御
着
、
拙
家
方
懸
り
ニ
者
無
之
候
得
共
、
〔
33
ウ
〕
御
上
様
御
紋
付
高
張
并
村

高
張
も
差
出
候
ニ
付
、
拙
家
高
張
弐
張
、
吉
弥
、
福
次
両
人
ニ
為
持
差
出
候
、
源
兵

衛
、
雄
七
代
り
々
御
宿
々
江
罷
出
候
、
於
知
内
人
足
出
方
不
都
合
之
義
共
有
之
由
ニ

付
、
乍
夜
中
当
村
詰
人
足
弐
百
人
斗
差
立
ニ
相
成
候
、
御
荷
物
御
長
持
御
家
来
衆
皆
着

無
之
候
、

　
　

十
月
廿
二
日
、
西
風
雪
降

一
、�

御
二
方
様
御
長
持
届
不
申
ニ
付
、
御
逗
留
之
御
積
之
処
、
朝
五
ツ
半
頃
〔
34
オ
〕
相
達

ス
、
昼
四
ツ
半
時
頃
御
発
駕
ニ
相
成
候
、

一
、�

今
朝
未
明
乗
切
参
候
而
、
堀
様
廿
三
日
箱
館
御
発
駕
御
治
定
ニ
而
御
先
触
今
朝
之
内
当

着
ニ
可
相
成
趣
申
聞
、
依
之
御
本
陣
手
配
向
都
而
可
申
付
談
置
、

一
、
今
壱
軒
下
宿
可
被
仰
候
間
、
時
宜
御
取
斗
被
下
度
趣
名
主
中
江
申
談
置
候
、

　
　

十
月
廿
三
日
〔
34
ウ
〕

一
、
町
年
寄
中
ゟ
御
達
書
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廻
章

　
　
　
　
　

�

公
儀
御
役
人
様
後
御
立
、
明
廿
三
日
箱
館
御
出
駕
御
治
定
之
趣
、
只
今
御
達
ニ

相
成
候
間
、
此
段
相
達
申
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　

十
月
廿
二
日
申
中
刻　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丑
下
刻
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
村
ゟ
知
内
村
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亭
主
役
衆
中
〔
35
オ
〕

一
、�

昼
八
ツ
半
頃
、
太
七
、
庄
吉
、
伝
四
郎
立
帰
之
面
々
罷
帰
、
半
紙
五
束
、
柚
子
、
さ
ら

し
木
綿
持
参
い
た
し
候
、

一
、�
追
願
之
手
付
、
転〔
博
〕知

石
町
佐
次
兵
衛
、
藤
次
郎
両
人
、
手
人
善
太
郎
共
三
人
着
、
弓
張

弐
張
、
越
後
酒
届
候
、

一
、
七
ツ
時
頃
御
先
触
相
達
、
左
之
通
、
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御
先
触
〔
35
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
織
部
正
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
五
十
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
津
三
郎
太
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
尚
太
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
徳
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
井
鉄
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萱
野
弥
五
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
幸
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
上
下
七
人
〔
36
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
人
数
八
拾
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
継
立
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
足
三
百
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

百
疋

　
　
　
　

右
者

　
　
　
　

�

御
築
城
為　

御
見
分
松
前
表
江
被
成
御
越
候
ニ
付
、
明
後
廿
三
日
明
六
ツ
時
箱
館

表
御
発
駕
、
其
筋
御
通
行
被
成
候
条
、
書
面
之
人
馬
無
滞
差
出
、
且
御
止
宿
所
渡

舟
等
差
支
無
之
様
可
取
斗
も
の
也
、
〔
36
ウ
〕

　
　
　
　
　

十
月
廿
一
日　
　
　
　
　

工
箱
館

藤
茂
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
村
ゟ

松
前
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主

年
寄

　
　
　
　

猶
々
御
休
泊
所
并
公
儀
御
精
進
日

　
　
　
　

左
之
通
可
被
相
心
得
候
、

　
　
　
　
　
　
　

御
休　
　
　
　
　
　

御
泊

　
　
　
　
　
　

有
川
村　
　
　
　
　

茂
辺
地
村
〔
37
オ
〕

　
　
　
　
　
　

泉
沢
村　
　
　
　
　

知
内
村

　
　
　
　
　
　

一
之
渡　
　
　
　
　

福
嶋
村

　
　
　
　
　
　

吉
岡
村　
　
　
　
　

松
前
着

　
　
　
　

公
儀
御
精
進
日

　
　
　
　

廿
四
日　

晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　

一
、
御
用
物

　
　
　
　
　
　
　
　

此
馬
三
疋
〔
37
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
町
奉
行

崎
与
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
下
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
足
人
足
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
箱
人
足
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　
　
　

四
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
乗
馬　

壱
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
徒
士
目
付井

弥
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
下
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
足
人
足
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　
　
　

弐
疋
〔
38
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
医
師

山
仙
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
下
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
箱
持
人
足
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　
　
　

弐
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
熊
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
玉
和
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
仁
太
郎
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畑
村
林
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
四
疋

　
　
　
　

右
者
堀
織
部
正
様
松
前
表
江
〔
38
ウ
〕

　
　
　
　

�
御
城
為
御
見
分
御
越
被
成
候
ニ
付
、
為
御
付
添
明
後
廿
三
日
箱
館
出
立
、
其
筋
致

通
行
候
条
、
書
面
之
人
馬
無
滞
差
出
、
止
宿
賄
渡
舟
場
等
都
而
差
支
無
之
様
可
取

斗
も
の
也
、

　
　
　
　
　

十
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
箱
館

藤
茂
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
村
ゟ

松
前
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主

年
寄
〔
39
オ
〕

一
、
亭
主
役
手
付
手
続
申
渡
、
名
前
左
ニ
記
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
本
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
亭
主
役

崎
屋
新
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雄
介
添

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
同

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
茶
番
御
給
仕

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
同

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
御
荷
物
扱弥

〔
39
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
同

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
御
給
仕

作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
御
湯
殿
并
御
洗
足
場
共
一
式

次
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
手
付

御
人
足
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
御
料
理
方兵

衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
手
付

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
元
宿

屋元
兵
衛
〔
40
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脇
御
本
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
亭
主
役

四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
介
添

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
茶
番
給
仕次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
同
荷
物
方
兼

五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
湯
掛

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐

手
付
村
御
人
足

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ
元
宿

ひ
す
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
次
郎
〔
40
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
宿
馬
別
当
宿
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
亭
主
役

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
介
添

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
茶
番

右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
給
仕

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
御
湯
掛

三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐

手
附
村
御
人
足

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
越
屋甚

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
馬
別
当
宿兵

衛
〔
41
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
陸
尺
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
亭
主
役

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
給
仕

太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
湯
掛

左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐

手
付
村
御
人
足

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋善

吉

　
　

�
右
之
通
役
割
申
渡
、
都
而
御
尋
御
座
候
共
、
廿
一
日
一
統
江
〔
41
ウ
〕
申
聞
候
通
御
答
可

致
、
是
非
当
村
産
業
山
海
村
家
人
別
等
ニ
及
候
而
者
、
一
両
日
以
前
ニ
罷
越
、
何
義
不

案
内
ニ
付
、
村
役
共
江
相
尋
候
上
与
心
得
居
、
又
御
取
次
御
洗
足
等
之
義
者
亭
主
役
始
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上
下
ニ
不
拘
、
他
之
手
ニ
不
譲
不
争
、
出
逢
次
第
御
取
扱
可
致
事
、
勝
手
向
者
不
申

及
、
高
声
之
応
対
無
之
物
静
ニ
い
た
し
、
何
義
太
切
ニ
相
心
得
、
聊
麁
略
之
義
無
之
様

可
致
段
申
渡
候
、
〔
42
オ
〕

一
、�

陸
尺
御
宿
被
仰
付
次
第
、
手
人
太
七
、
善
太
郎
、
仁
左
衛
門
三
人
申
付
置
、
入
用
品
之

取
揃
相
渡
候
、

一
、
御
料
理
方
ゟ
御
献
立
差
出
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
御
着
日

献
立

　
　
　
　
　
　

御
皿　

山
葵
醤
油

　

三
嶋
の
り

　

大
根
せ
ん

　

つ
ま
ミ
青
菜

　

ひ
ら
め

　
			



　

御
汁　
ミ
そ
仕
立

　

よ
ね
積
入

　

皮
牛
房

　

あ
ら
れ
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
皿　
た
か
な

ミ
り
ん
醤
油

大
根
あ
さ
漬

　
　
　
　
　
　

御
坪　
醤
油
仕
立
ふ
き
の
花

　

ま
ふ
し
玉
子

　

き
く
ら
け
せ
ん

　

花
麩

　
　

		


　

御
膳
〔
42
ウ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
之
御
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
引
肴　
鮭
か
ま
く
ら
漬

玉
子

　
　
　
　
　
　

御
平

本
味

　

つ
ま
か
柚

　
　

く
し
ら
し
ん
ぢ
よ

　
　

椎
た
け
も
つ
こ
か
た

　
　

青
菜　

　
　

	

御
引
肴　
長
い
も

か
ま
ほ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
引
肴　
葉
付
小
蕪

玉
子
せ
ん

す
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

　
　
　
　
　
　

御
皿　
寒
塩
引

　

あ
ち
や
な
漬

角
麩

　

か
ら
し
も
み　
　
　
　
　
　

	

　

御
汁　
ミ
そ

　

せ
ん
大
根

　

火
取
肴

　
　
　
　
　
　

御
坪　
そ
い
と
り
み

打
の
り

せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

	

　

御
膳
〔
43
オ
〕

　
　
　
　
　
　

御
猪
口　
甘
露
梅

紅
し
よ
う
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
皿　
沢
庵
漬

　
　
　
　
　
　

御
平　
　
わ
さ
ひ
さ
し
こ
ミ

　

泡
雪
豆
腐

　

ご
ま
あ
ん

	

御
引
肴　
蛸
お
く
ら
煮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
引
肴　
な
し
あ
い
も
の

　
　
　
　
　

以
上
、

　
　

右
之
通
料
理
場
并
銘
々
詰
所
江
致
張
出
候
、

　
　

十
月
廿
四
日
、
夜
前
雪
降
、

一
、�

今
朝
藤
林
様
御
見
分
之
上
、
御
陸
尺
宿
金
屋
善
吉
江
被
仰
〔
43
ウ
〕
付
候
、
依
之
早
々
太

七
外
弐
人
差
遣
、
定
弐
通
金
百
疋
炭
薪
料
太
七
へ
相
渡
、
御
座
敷
壱
間
者
御
頭
役
、
別

間
ニ
可
有
之
火
鉢
煙
草
盆
構
置
、
余
者
入
込
ニ
可
有
之
、
何
義
叮
嚀
ニ
可
致
申
付
候

事
、

一
、
御
膳
米
相
渡
、
尤
御
人
数
亭
主
手
付
共
晩
朝
ニ
而
六
合
当
、

　
　
　
　

一
、
御
本
陣　
　
　

壱
斗
五
升　

外
ニ
六
升
ご
も
く
用

　
　
　
　

一
、
脇
本
陣　
　
　

壱
斗
四
升

　
　
　
　

一
、
下
宿　
　
　
　

壱
斗
六
升

　
　
　
　

一
、
御
陸
尺
宿　
　

七
升
〔
44
オ
〕

一
、
太
七
始
外
弐
人
今
夜
喰
ゟ
金
屋
善
吉
方
ニ
而
賄
付
候
事
、

一
、�

在
方
掛
り
ゟ
明
日
茂
又
候
峠
之
下
御
茶
番
可
差
遣
申
達
ニ
付
中
屋
徳
四
郎
江
申
付
、
尤

今
度
者
上
下
着
用
之
趣

印
ゟ
も
両
人
差
遣
候
積
、
弁
当
持
参
未
明
出
立
申
付
、
猶

先
前
申
聞
候
通
心
得
向
等
猶
又
申
聞
候
、

　
　

十
月
廿
五
日
、
西
風
快
晴

一
、
中
屋
徳
四
郎
峠
之
下
行
出
立
ニ
付
、
御
茶
、
御
茶
碗
、
腰
高
茶
相
渡
候
、
〔
44
ウ
〕

一
、�

今
日
弥
御
着
日
ニ
付
、
御
本
陣
御
玄
関
前
御
紋
付
御
幕
為
張
、
家
内
見
付
不
宜
処
者
料

理
場
台
所
悉
幕
打
廻
し
、
往
来
之
時
宜
ニ
絞
付
、
御
座
敷
々
々
ニ
者
金
屏
風
隅
折
、
床

之
間
ニ
者
狩
野
永
叔
之
墨
画
之
掛
物
弐
幅
掛
ル 

此
掛
物
者
吉
岡
村
沖
之
口

地
所
名
代
ニ
而
差
上
候
節
拝
領
之
由
、
床

上
面
為
御
朱
印
台
春
慶
之
三
方
置
、
腋
棚
ニ
者
御
刀
掛
、
腋
棚
前
江
緋
毛
氈
二
ツ
折
ニ

敷
、
御
火
鉢
御
煙
草
盆
、
風
呂
場
両
便
所
之
結
構
及
御
用
人
御
給
人
御
小
姓
御
足
軽
衆

之
御
居
間
ニ
至
迄
御
身
分
上
下
之
無
差
別
金
〔
45
オ
〕
屏
風
唐
銅
之
火
鉢
、
溜
塗
之
揃
た

は
こ
盆
、
御
盆
ニ
茶
台
、
茶
碗
、
釜
式
ニ
至
迄
相
備
、
御
菓
子
者
夫
々
盛
上
台
子
棚
江
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上
置
、
御
湯
者
亭
主
役
居
間
之
爐
ニ
未
明
ゟ
た
き
ら
せ
、
外
面
盛
砂
、
掃
除
向
者
村
方

之
持
ニ
而
大
勢
之
御
人
足
暫
時
ニ
出
来
御
役
所
ゟ
御
廻
ニ
相
成
候
、
堀
織
部
正
様
御
宿

札
玄
関
東
之
方
江
土
く
れ
、
幅
弐
尺
五
寸
四
方
、
高
サ
壱
尺
五
寸
斗
ニ
積
重
、
右
四
方

廻
り
地
竹
ニ
而
も
か
り
を
為
結
御
宿
札
為
建
候
、
御
玄
関
外
左
右
江
灯
籠
台
置
之
、

〔
45
ウ
〕

一
、�

八
ツ
過
頃
当
村
方
ゟ
一
之
渡
江
差
遣
置
候
遠
見
之
早
馬
罷
帰
候
趣
名
主
中
ゟ
申
達
ニ
有

之
、
夫
ゟ
御
本
陣
亭
主
役
源
兵
衛
、
福
嶋
村
御
宿
亭
主
新
八
之
名
札
を
以
村
外
れ
迄
為

御
出
迎
罷
出
候
、
御
旅
館
御
挨
拶
御
掛
蛎
崎
右
平
太
様
御
上
下
四
人
、
名
主
年
寄
外
四

家
之
亭
主
役
木
戸
外
迄
御
出
迎
、
下
宿
脇
御
本
陣
陸
尺
宿
亭
主
役
者
御
本
陣
ニ
為
詰

置
、
亭
主
役
介
添
庄
吉
、
亭
主
役
同
様
紋
付
之
麻
上
下
ニ
而
股
立
、
草
鞋
也
、
外
ニ

〔
46
オ
〕
子
共
壱
人
都
合
三
人
罷
越
候
ニ
付
而
茂
、
御
火
鉢
々
之
炭
継
、
御
茶
御
湯
之
義

呉
々
申
入
、
跡
ニ
者
雄
七
ニ
手
配
申
付
置
候
、

一
、�

堀
様
御
幕
御
宿
札
持
参
之
方
被
参
、
御
玄
関
ニ
懸
、
御
紋
付
之
御
幕
取
除
候
而
、
御
玄

関
外
江
者
五
郎
丸
之
三
亀
甲
之
御
紋
付
御
幕
張
、
御
玄
関
内
江
者
紫
ち
り
め
ん
同
御
紋

之
御
幕
張
候
事
、
夫
ゟ
追
々
ニ
御
長
持
御
荷
物
等
届
候
得
共〔
者
〕、

本
陣
台
所
江
差
置
、
追

而
御
着
之
上
伺
候
上
取
片
付
可
申
奉
存
候
内
、
最
早
木
戸
外
ニ
而
〔
46
ウ
〕
御
供
揃
与
注

進
有
之
、
続
而
御
給
人
様
御
壱
人
御
駕
籠
ニ
而
御
着
有
之
、
雄
七
御
安
着
恐
悦
申
、
畢

而
風
呂
場
両
便
所
御
案
内
仕
、
御
給
仕
向
相
伺
候
処
、
御
小
性
御
給
人
様
御
扱
之
趣
被

仰
候
、

一
、�

下
宿
ゟ
御
厩
遠
離
ニ
付
近
辺
江
宿
申
付
呉
候
様
別
当
中
被
申
候
ニ
付
、
村
役
中
江
申

談
、
急
ニ
別
当
三
人
之
宿
伊
兵
衛
方
江
申
付
、
此
扱
者
下
宿
持
ニ
而
平
次
郎
差
遣
候
趣

重
兵
衛
申
立
候
、

一
、�

殿
様
御
安
着
否
御
菓
子
御
茶
御
小
性
衆
迄
差
上
、
夫
ゟ
御
次
〔
47
オ
〕
御
間
毎
同
様
之

事
、
夫
ゟ
源
兵
衛
も
洗
足
之
上
御
用
人
様
并
御
小
性
御
給
人
様
御
間
江
為
伺
罷
出
、
福

嶋
村
御
宿
亭
主
新
八
之
名
札
を
以
今
日
者

　
　

�

殿
様
奉
御
始
益
御
機
嫌
克
被
為
遊
御
安
着
恐
悦
至
極
之
御
儀
奉
存
候
、
無
調
法
成
住
居

御
窮
屈
之
段
奉
恐
入
候
、
殊
不
行
届
之
義
御
免
被
成
下
置
乍
恐

　
　

御
前
可
然
様
奉
願
上
候
与
申
上
候
、
〔
47
ウ
〕

一
、�

御
次
御
用
人
様
御
始
御
足
軽
衆
迄
明
日
者
御
城
下
入
ニ
付
、
村
之
髪
結
呼
上
暫
時
御
間

合
有
之
ニ
付
、
湯
殿
見
分
之
処
御
湯
漉
、
蓋
付
湯
桶
、
小
桶
等
備
有
之
、
御
鵜
飼
水
、

塩
迄
も
御
盆
ニ
載
セ
湯
殿
棚
江
上
置
、
先
御
上
様
御
風
呂
御
案
内
申
上
、
御
加
減
可
然

様
御
小
性
中
様
江
申
上
候
、
夫
ゟ
御
次
御
風
呂
御
案
内
申
上
候
、
依
之
御
湯
江
御
出
之

度
毎
湯
水
鵜
飼
等
迄
佐
次
兵
衛
江
申
付
置
候
、

一
、�

暮
六
ツ
時
頃
迄
ニ
御
湯
も
太
抵
被
為
済
候
ニ
付
、
御
膳
奉
差
上
候
而
も
〔
48
オ
〕
宜
候
哉

奉
伺
候
処
、
支
度
可
致
、
尚
御
献
立
書
上
候
様
被
仰
聞
、
書
写
隙
取
候
ニ
付
、
料
理
場

江
張
置
候
献
立
入
御
覧
直
ニ
御
下
ケ
ニ
相
成
、
御
次
之
衆
御
酒
者
土
瓶
ニ
入
、
殊
之
外

被
召
上
候
、
献
立
御
覧
済
、
続
而
御
膳
差
上
候
、
春
慶
木
地
塗
之
御
膳
ニ
黒
い
つ
か
け

之
御
椀
広
八
丈
嶋
之
御
膳
懸
を
覆
、
御
小
性
中
迄
雄
七
庄
吉
両
人
ニ
而
持
出
、
宜
奉
願

候
段
申
上
候
、
然
処
弐
合
斗
入
候
器
物
江
極
熱
燗
ニ
致
可
差
上
被
仰
付
、
早
速
差
出
、

源
兵
衛
甚
麁
抹
ニ
而
〔
48
ウ
〕
奉
恐
入
候
段
間
ケ
所
御
挨
拶
申
上
候
事
、

一
、�

御
長
持
四
棹
之
内
御
日
用
御
長
持
者
、
御
給
人
様
之
間
ニ
差
置
、
壱
棹
亀
次
郎
庭
江
差

置
、
其
外
御
荷
物
数
ニ
付
本
陣
之
裏
手
雑
蔵
江
御
長
持
弐
棹
御
用
人
様
御
給
人
様
御
駕

籠
合
羽
籠
竹
馬
等
何
れ
も
入
置
、
村
人
足
夜
番
為
致
、
猶
右
掛
藤
次
郎
申
付
、
為
見

廻
候
事
、
本
陣
台
所
御
荷
物
積
重
有
之
、
旁
太
切
之
義
故
一
同
不
寝
ニ
罷
在
候
事
、

〔
49
オ
〕

一
、�

御
用
人
様
ゟ
御
召
ニ
而
源
兵
衛
罷
出
候
処
、
御
目
録
金
百
疋
被
下
置
、
御
請
書
御
帳
面

御
下
ケ
、
御
請
書
左
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　

一
、
金
百
疋

　
　
　
　
　
　

右
者
当
福
嶋
村
御
止
宿
為
御
祝
義
被
仰
付
難
有
奉
頂
戴
候
、
已
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
嶋
村
御
宿

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　

新
亭
主

八
印　
　
　
　
　
　
　

　
　

猶
又
別
紙
之
通
御
請
書
可
差
上
旨
被
仰
付
、
左
ニ
、
〔
49
ウ
〕
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�

此
度
堀
織
部
正
儀
松
前
表
并
蝦
夷
地
箱
館
御
用
相
済
、
奥
州
海
道
被
致
帰
府

候
ニ
付
、
家
来
末
々
迄
兼
而
厳
敷
申
付
置
候
得
共
、
若
心
得
違
之
も
の
も
有

之
、
於
宿
々
以
御
威
光
か
さ
つ
成
義
又
者
非
分
并
無
心
ヶ
間
敷
義
等
致
候
も

の
有
之
候
ハ
ヽ
、
決
而
迷
惑
ニ
不
相
成
様
取
斗
可
申
候
間
、
聊
無
懸
念
跡

改
、
自
分
共
江
可
被
申
聞
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
堀
織
部
正
内

藤
宗
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
住
九
兵
衛
〔
50
オ
〕

　
　

右
御
書
面
江
先
宿
々
ニ
而
認
候
通
、

　
　
　
　
　

前
書
之
趣
被　

仰
出
奉
畏
候
、
依
之
御
請
書
奉
差
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　

十
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新

福
嶋
村
御
宿
亭
主

八
印

一
、�

当
村
名
主
元
兵
衛
御
小
人
目
付
堀
井
鉄
次
郎
様
、
萱
野
弥
五
右
衛
門
様
、
藤
田
幸
蔵
様

御
宿
江
被
召
、
山
海
諸
役
運
上
等
都
而
御
尋
御
座
候
得
共
、
人
別
役
之
外
者
一
切
役
銭

無
之
趣
ニ
相
答
候
段
申
聞
候
、
福
嶋
〔
50
ウ
〕
村
家
数
人
別
御
尋
ニ
付
、
左
之
通
書
上
候

趣
写
差
出
、
左
ニ
、

　
　
　
　
　

一
、
家
数　

弐
百
五
拾
弐
軒　
　
　
　

福
嶋
村

　
　
　
　
　
　
　
　

人
別
千
三
百
六
拾
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　

此
御
役
銭
拾
七
貫
七
百
五
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
壱
人
拾
三
文
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

男　

七
百
五
十
七
人

女　

六
百
四
十
九
人

　
　
　
　
　

右
之
通
奉
書
上
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
福
嶋
村
名
主

兵
衛
〔
51
オ
〕

一
、�

鶏
鳴
近
付
候
と
覚
敷
頃
御
膳
焚
候
様
申
付
、
猶
御
湯
之
手
配
等
為
致
、
夫
ゟ
脇
本
陣
下

宿
々
仕
出
方
渡
遣
候
様
料
理
人
江
申
付
、
其
後
都
而
御
支
度
是
又
申
付
候
、
七
ツ
半
時

頃
不
残
御
膳
被
為
済
候
、

一
、
夜
明
放
候
上
御
発
駕
之
趣
、
田
崎
様
蛎
崎
右
平
太
様
、
在
方
掛
江
御
達
申
候
、

　
　

十
月
廿
六
日
、
西
風
快
晴

一
、�

御
発
駕
ニ
付
紋
付
麻
上
下
ニ
草
鞋
は
き
、
山
崎
屋
新
八
手
札
持
参
、
〔
51
ウ
〕
木
戸
外
迄

御
見
立
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊

堀
織
部
正
様
御
用
人藤

宗
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
住
九
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
御
給
人
御
用
番
頭

田
熊
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
御
助
御
用
番
頭

泉
甫
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
上
御
扱

田
憐
平
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
同

山
万
吉
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
同

森
兵
吉
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
画
師

柳
昌
八
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
天
門
方
〔
天
文
方
〕

井
所
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
徒
士
衆
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
足
軽
八
人
〔
52
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
頭
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
尺
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
家
来
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
間
小
も
の
十
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
五
十
六
人

　
　
　

一
、
御
鳥
毛　
　
　

弐
本　
　
　
　
　

一
、
御
用
長
持　
　
　

壱
棹

　
　
　

一
、
御
飾
弓　
　
　

壱　
　
　
　
　
　

一
、
御
長
持　
　
　
　

三
棹

　
　
　

一
、
御
鉄
炮　
　
　

三
挺　
　
　
　
　

一
、
差
具
足　
　
　
　

壱
荷

　
　
　

一
、
御
長
刀　
　
　

壱
振　
　
　
　
　

一
、
御
背
負
櫃　
　
　

壱
荷

　
　
　

一
、
御
鑓　
　
　
　

壱
本　
　
　
　
　

一
、
御
乗
物　
　
　
　

壱
挺

　
　
　

一
、
御
茶
行
厨　
　

壱
差　
　
　
　
　

一
、
御
両
懸　
　
　
　

四
荷
〔
52
ウ
〕

　
　
　

一
、
駄
荷
本
馬　
　

三
疋　
　
　
　
　

一
、
御
用
人
具
足　
　

弐
荷

　
　
　

一
、
乗
軽
尻　
　
　

弐
疋　
　
　
　
　

一
、
御
給
人
同　
　
　

壱
荷
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一
、
合
羽
篭　
　
　

弐
荷　
　
　
　
　

一
、
挑
灯
篭　
　
　
　

壱
荷

　
　
　

一
、
引
戸
駕
籠　
　

弐
挺　
　
　
　
　

一
、
陸
尺
着
替　
　
　

弐
人
持

　
　
　

一
、
竹
馬　
　
　
　

三
荷　
　
　
　
　

一
、
供
鑓
持
着
替　
　

三
人
持

　
　
　

一
、
乗
駕
籠　
　
　

六
挺　
　
　
　
　

一
、
拼
物　
　
　
　
　

壱
人
持

　
　
　

一
、
御
用
人
鑓　
　

四
本　
　
　
　
　

一
、
四
ツ
平
夜
具　
　

拾
箇

　
　
　

〆
〔
53
オ
〕

　
　

一
、
殿
御
座
敷

様
御
一
方　
　
　
　

御
本
陣　
　

一
、
棒
御
坐
敷

頭
弐
人　
　
　
　
　

善
金
屋

吉

　
　

一
、
御
表
六
丁
敷用

人
様
四
人　
　
　

同　
　
　
　

一
、
陸
追
込

尺
八
人　
　
　
　
　

同

　
　

一
、
御
御
次
之
間給

人
御
小
性
五
人　

同　
　
　
　

〆

　
　

一
、
御
二
階

用
人
様
方
御
供	

　

同　
　
　
　

一
、
御
手
廻
り
十
六
人　
　

甚
下
宿

兵
衛

　
　

〆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

　
　

一
、
御
上
座
敷

徒
士
五
人　
　
　
　

脇
本
陣　
　

一
、
御
馬
別
当
三
人　
　
　

伊
兵
衛

　
　

一
、
御
追
込

足
軽
衆
八
人　
　
　

同　
　
　
　

〆

　
　

〆
〔
53
ウ
〕

一
、�

昨
夜
御
陸
尺
宿
亭
主
役
太
七
申
聞
候
ニ
者
、
知
内
村
ニ
而
御
陸
尺
江
菓
子
料
差
出
候
ニ

付
、
当
方
ニ
而
茂
弐
百
疋
も
差
出
不
申
候
而
者
相
成
間
敷
申
之
ニ
付
、
聊
成
義
ニ
者
候

得
共
在
方
御
掛
江
伺
候
上
此
方
ゟ
遣
可
申
、
何
れ
致
承
知
候
趣
太
七
江
申
向
、
夫
ゟ
在

方
御
掛
土
屋
久
右
衛
門
様
江
雄
七
罷
出
、
右
之
訳
申
上
候
処
、
聊
之
義
無
事
ニ
相
成
候

ハ
ヽ
差
遣
可
然
御
申
候
付
、
銀
包
ニ
致
、
水
引
掛
御
菓
子
料
と
斗
書
候
而
乍
夜
中
為
持

遣
候
処
、
差
戻
候
ニ
付
其
侭
ニ
致
置
候
処
、
今
朝
御
立
之
節
又
〔々
54
オ
〕
善
太
郎
取
ニ

参
遣
候
事
、

一
、�

今
朝
無
滞
御
発
駕
御
見
立
相
済
、
帰
宿
之
上
洗
足
致
、
上
下
之
侭
蛎
崎
右
平
太
様
在
方

御
掛
并
村
役
中
脇
本
陣
下
宿
々
江
挨
拶
ニ
罷
出
、

御
印
方
新
谷
要
右
衛
門
殿
江
茂

罷
出
候
、
猶
村
役
中
御
宿
々
亭
主
役
悦
ニ
罷
越
候
事
、

一
、�

今
晩
為
跡
祝
料
理
人
江
相
談
之
上
残
品
ニ
而
跡
引
之
義
亭
主
役
手
付
村
役
中
江
一
献
可

差
進
手
配
為
致
候
、
〔
54
ウ
〕

一
、
工
藤
庄
兵
衛
当
夏
残
物
并
追
送
品
請
方
控
、
左
ニ
、

　
　
　
　

一
、
白
〆
壱
升
入　
　

壱
樽　
　
　
　

一
、
紅
せ
う
か　
　
　
　

弐
升

　
　
　
　

一
、
ミ
り
ん
壱
斗
入　

壱
樽　
　
　
　

一
、
醤
油　
　
　
　
　
　

三
升

　
　
　
　

一
、
土
瓶
中
小　
　
　

廿　
　
　
　
　

一
、
竹
柄
杓　
　
　
　
　

拾
本

　
　
　
　

一
、
燗
徳
利　
　
　
　

廿
三
本　
　
　

一
、
七
り
ん　
　
　
　
　

十
壱

　
　
　
　

一
、
緒
立
下
駄　
　
　

四
足　
　
　
　

一
、
竹
箒　
　
　
　
　
　

四
本

　
　
　
　

一
、
中
ぬ
き
草
り　
　

六
足　
　
　
　

一
、
か
ん
て
ん　
　
　
　

三
拾
本

　
　
　
　

一
、
三
ツ
組
か
す
り　

四
組　
　
　
　

一
、
木
く
ら
け　
　
　
　

百
拾
匁

　
　
　
　

一
、
草
鞋　
　
　
　
　

八
十
三
足　
　

一
、
胡
麻　
　
　
　
　
　

弐
升

　
　
　
　

一
、
ミ
そ　
　
　
　
　

四
貫
三
百
目　

一
、
く
る
ミ
壱
升
入　
　

弐
袋
〔
55
オ
〕

　
　
　
　

一
、
干
瓢　
　
　
　
　

百
四
十
目　
　

一
、
楊
枝　
　
　
　
　
　

五
袋

　
　
　
　

一
、
中
半
紙　
　
　
　

七
束
六
丁　
　

一
、
奉
書　
　
　
　
　
　

三
十
五
枚

　
　
　
　

一
、
次
半
紙　
　
　
　

六
束
八
丁　
　

一
、
仕
切
紙　
　
　
　
　

弐
拾
枚

　
　
　
　

一
、
白
木
綿　
　
　
　

六
反
五
寸　
　

一
、
美
濃
綿〔
紙
〕　　

　
　
　

壱
帖

　
　
　
　

一
、
鰹
節　
　
　
　
　

七
十
五
本　
　

一
、
半
切　
　
　
　
　
　

十
廿
枚
継

弐
本

　
　
　
　

一
、
晒
木
綿　
　
　
　

壱
尺
弐
寸　
　

一
、
か
ほ
ら
骨　
　
　
　

弐
わ

　
　
　
　

一
、
大
板
付　
　
　
　

三
百　
　
　
　

一
、
三
嶋
の
り　
　
　
　

三
わ

　
　
　
　

一
、
小
板
付　
　
　
　

四
百
本　
　
　

一
、
墨　
　
　
　
　
　
　

七
丁

　
　
　
　

一
、
折
釘　
　
　
　
　

十
五
本　
　
　

一
、
筆　
　
　
　
　
　
　

十
六
本

　
　
　
　

一
、
杉
箸　
　
　
　
　

五
袋　
　
　
　

一
、
け
し　
　
　
　
　
　

壱
合
〔
55
ウ
〕

　
　
　
　

一
、
葛　
　
　
　
　
　

壱
合　
　
　
　

一
、
金
米
糖　
　
　
　
　

五
斤

　
　
　
　

一
、
岐
阜
粉　
　
　
　

廿
玉　
　
　
　

一
、
ね
り
か
ん　
　
　
　

五
本

　
　
　
　

一
、
阿
波
粉　
　
　
　

拾
玉　
　
　
　

一
、
ら
う
そ
く　
　
　
　

弐
貫
目

　
　
　
　

一
、
実
子
箒　
　
　
　

十
四
本　
　
　

一
、
太
白
壱
斤
入　
　
　

壱
曲

　
　
　
　

一
、
草
り　
　
　
　
　

弐
百
足　
　
　

一
、
同　

弐
斤
入　
　
　

壱
坪

　
　
　
　

一
、
延
命
酒
弐
斗
入　

壱
樽　
　
　
　

一
、
し
そ
巻
梅　
　
　
　

壱
曲

　
　
　
　

一
、
キ
印
弐
斗
入　
　

壱
樽　
　
　
　

一
、
葛
箱
入　
　
　
　
　

四
箱

　
　
　
　

一
、
越
後
酒
同　
　
　

壱
樽　
　
　
　

一
、
同
壱
升
入　
　
　
　

壱
袋
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一
、
下
駄　
　
　
　
　

拾
足　
　
　
　

一
、
寒
塩
引　
　
　
　
　

四
本

　
　
　
　

一
、
同
緒　
　
　
　
　

拾
足　
　
　
　

一
、
焼
塩　
　
　
　
　
　

五

　
　
　
　

一
、
せ
う
ふ　
　
　
　

五
拾
文
代　
　

一
、
白
米
三
三
入　
　
　

弐
表
〔
56
オ
〕

　
　
　
　

一
、
角
麩　
　
　
　
　

百　
　
　
　
　

一
、
薄
へ
り　
　
　
　
　

廿
四
枚

　
　
　
　

一
、
柾
麩　
　
　
　
　

七
十　
　
　
　

一
、
鱈　
　
　
　
　
　
　

壱
束

　
　
　
　

一
、
か
す
へ　
　
　
　

十
懸　
　
　
　

一
、
昆
布　
　
　
　
　
　

壱
拼

　
　
　
　

〆

一
、
同
家
諸
道
具

　
　
　
　

一
、
御
刀
懸　
　
　
　

壱　
　
　
　
　

一
、
切
溜　
　
　
　
　
　

六
組
之
内

　
　
　
　

一
、
掛
燭　
　
　
　
　

十
五
丁　
　
　

一
、
麩
焼
鍋　
　
　
　
　

三

　
　
　
　

一
、
塗
燭
台　
　
　
　

拾
丁　
　
　
　

一
、
池
田
す
み
入　
　
　

箱
壱

　
　
　
　

一
、
真
溜　
　
　
　
　

弐　
　
　
　
　

一
、
台
十
能　
　
　
　
　

六
〔
56
ウ
〕

　
　
　
　

一
、
真
切　
　
　
　
　

十　
　
　
　
　

一
、
裏
漉　
　
　
　
　
　

弐

　
　
　
　

一
、
料
理
道
具　
　
　

壱
箱　
　
　
　

一
、
枕　
　
　
　
　
　
　

十

　
　
　
　

一
、
傘　
　
　
　
　
　

拾
本　
　
　
　

一
、
火
箸

十
三
前
入　

	

　

壱
箱

　
　
　
　

一
、
紋
付
腰
高
茶
台　

壱
対

　
　
　
　

〆

　
　
　
　

一
、
木
御
上
分

具
膳
弐
入　

壱
箱

　
　
　
　

〆
〔
57
オ
〕

一
、
近
日
福
嶋
村
引
払
ニ
付
御
上
ゟ
御
下
ケ
品
預
書
名
主
中
江
差
出
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　

一
、
御
宿
札　
　
　
　
　

壱
枚

　
　
　
　

一
、
連
懸
大
弐

小
弐　
　

	　
　

四
通

　
　
　
　

一
、
桧
た
ら
い　
　
　
　

弐

　
　
　
　

一
、
蓋
付
手
水
た
ら
い　

壱
〔
57
ウ
〕

　
　
　
　

一
、
蓋
付
手
桶　
　
　
　

壱

　
　
　
　

一
、
小
桶　
　
　
　
　
　

弐

　
　
　
　

一
、
桧
手
水
た
ら
い　
　

七

　
　
　
　

一
、
杉
同　
　
　
　
　
　

五

　
　
　
　

一
、
水
越　
　
　
　
　
　

弐

　
　
　
　

一
、
手
灯　
　
　
　
　
　

十
五

　
　

右
之
通
寅
十
月
相
改
、
⦿
印
蔵
江
御
預
申
候
、
以
上
、
〔
58
オ
〕

　
　
　

寅
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
村御

名
主
中
様

　
　

十
月
廿
七
日

一
、�

昨
夜
暮
六
ツ
時
吉
岡
村
御
出
役
ゟ
御
用
之
義
有
之
候
ニ
付
重
立
亭
主
役
之
者
壱
人
差
越

可
申
段
申
参
候
得
共
、
跡
引
ニ
而
可
差
遣
人
茂
、
無
拠
源
兵
衛
、
福
次
召
連
、
六
ツ
半

時
頃
出
立
、
〔
58
ウ
〕
太
体
四
ツ
半
過
頃
吉
岡
江
着
之
処
、
斉
藤
帯
刀
様
江
御
目
通
ニ
而

御
扱
御
尋
ニ
付
、
何
義
無
滞
相
済
候
段
奉
申
上
、
態
呼
寄
候
義
者
若
風
筋
ニ
寄
御
落
船

之
程
も
難
斗
、
依
之
於
当
村
夜
具
借
上
申
付
候
得
共
無
之
ニ
付
、
福
嶋
ニ
而
者
御
夜
具

等
如
何
取
斗
候
而
事
足
候
哉
御
尋
ニ
付
、
三
拾
通
丈
村
ニ
而
借
上
出
来
候
由
、
工
藤
庄

兵
衛
申
継
ニ
有
之
、
余
者
亭
主
役
并
手
付
共
銘
々
夜
具
持
参
為
致
、
是
ニ
而
間
ニ
合
候

趣
申
上
候
処
、
右
借
上
ニ
出
来
間
敷
哉
〔
59
オ
〕
御
尋
ニ
付
今
日
御
不
用
ニ
相
成
候
馬
有

之
、
大
半
送
越
ニ
付
、
残
之
分
も
有
之
間
敷
、
然
節
者
村
夜
具
借
候
事
出
来
不
申
哉
被

仰
ニ
付
、
是
者
在
方
御
掛
様
江
而
〔
マ
マ
〕も

被
仰
付
候
歟
、
又
者
当
御
亭
主
役
之
面
々
ゟ
御
申

入
方
可
然
段
申
上
、
御
用
済
ニ
相
成
、
九
ツ
過
頃
吉
岡
出
立
、
八
ツ
時
頃
福
嶋
江
致
帰

村
候
、

一
、�

町
年
寄
衆
ゟ
御
用
状
を
以　

公
儀
御
役
人
様
廿
六
日
御
安
着
ニ
付
、
何
れ
も
早
々
引
取

可
申
段
知
内
村
迄
順
達
相
廻
候
様
申
参
差
立
候
、
〔
59
ウ
〕

一
、
亭
主
役
手
付
并
御
宿
家
内
人
足
扶
持
方
書
上
、
左
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　

一
、
百
三
拾
弐
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋元

兵
衛
賄

　
　
　
　
　
　
　
　

但　
　

勇
手
人

七　
　

太
手
人

七　
　

吉
手
人

五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
十
月
十
四
日
昼
ゟ
同
廿
九
日
朝
迄
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壱
人
前
四
十
四
賄
、
壱
賄
七
合
五
勺
ツ
ヽ

　
　
　
　

一
、
弐
百
廿
八
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人

　
　
　
　
　
　
　
　

但　
　

庄
唐
津
内
町吉　

　
　

徳
同
町

四
郎　
　
　

藤
同
町

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
生
府

四
郎　
　

喜
同

右
衛
門　
　

吉
湯
殿
沢
町兵

衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
十
月
十
五
日
夕
ゟ
同
廿
八
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
前
三
十
八
賄
ツ
ヽ
、
一
賄
七
合
五
勺
〔
60
オ
〕

　
　
　
　

一
、
弐
百
六
拾
六
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋元

兵
衛
賄

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

山
崎
屋
源
兵
衛　

福
次　

吉
弥　

新
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
次
郎　
　
　
　

兵
次　

庄
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
十
月
十
六
日
夕
ゟ
同
廿
九
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
前
三
十
八
賄
、
一
賄
七
合
五
勺

　
　
　
　

一
、
百
七
拾
五
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

重
兵
衛　

次
三
郎　

平
次
郎　

仁
左
衛
門　

保
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
十
月
十
七
日
夕
ゟ
同
廿
八
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
前
三
十
五
賄
ツ
ヽ
、
一
賄
七
合
五
勺

　
　
　
　

一
、
四
拾
弐
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

佐
次
兵
衛　

藤
次
郎　

善
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
三
日
夕
ゟ
同
廿
八
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
前
十
四
賄
ツ
ヽ
、
一
賄
七
合
五
勺
〔
60
ウ
〕

　
　
　
　

一
、
八
御
本
陣

拾
壱
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋元

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

御
人
足
九
人
、
内 

男　

五
人

女　

四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
四
日
朝
ゟ
同
廿
六
日
夕
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
前
九
賄
ツ
ヽ
、
一
賄
五
合

　
　
　
　

一
、
四
脇
本
陣

拾
五
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛯
子
屋亀

次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

御
人
足
五
人
、
内 

男　

弐
人

女　

三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
〔
61
オ
〕

　
　
　
　

一
、
五
下
宿

拾
四
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
越
屋甚

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

御
人
足
六
人
、
内 

男　

三
人

女　

三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
四
日
朝
ゟ
廿
六
日
夕
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
九
賄
ツ
ヽ
、
一
賄
五
合

　
　
　
　

一
、
七
御
陸
尺
宿拾

弐
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋善

吉

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

御
人
足
八
人
、
内 

男　

五
人

女　

三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　
　

一
、
三
御
馬
御
仲
間
宿

拾
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

御
人
足
五
人 

男　

弐
人

女　

三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
五
日
朝
ゟ
同
廿
六
日
夕
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
前
六
賄
、
一
賄
五
合
ツ
〔ヽ
61
ウ
〕

　
　
　
　
　

賄
高
合
千
百
廿
五
賄

　
　
　
　
　
　
　
　

内 

七
合
五
勺
賄　

八
百
四
拾
三
賄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
合
扶
持　
　

弐
百
八
拾
弐
賄

　
　
　
　

�

右
者
福
嶋
村
堀
様
御
旅
館
付
亭
主
役
手
付
并
御
宿
付
御
人
足
扶
持
共
書
面
之
通
御

坐
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

寅
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
名
主
中
様
〔
62
オ
〕

　
　
　
　

�

右
之
通
不
残
元
兵
衛
賄
ニ
書
上
、
右
之
内
ゟ
脇
本
陣
下
宿
々
賄
渡
方
相
認
、
名
主

中
江
差
出
、
左
ニ
、

　
　
　
　

一
、
九
脇
本
陣

拾
六
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ
ひ
す
や亀

次
郎

　
　
　
　
　
　
　

但　

伝
四
郎　

半
次
郎　

庄
兵
衛　

兵
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
十
月
十
八
日
昼
ゟ
同
廿
六
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
廿
四
賄
、
一
賄
七
合
五
勺

　
　
　
　

一
、
弐
拾
壱
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人

　
　
　
　
　
　
　

但　

吉
五
郎
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
十
月
十
九
日
昼
ゟ
廿
六
日
朝
迄
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一
賄
七
合
五
勺
〔
62
ウ
〕

　
　
　
　

一
、
拾
下
宿

弐
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

但　

重
兵
衛　

次
三
郎　

平
次
郎　

藤
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日
夕
ゟ
十
九
日
昼
迄
壱
人
三
賄
ツ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
賄
七
合
五
勺

　
　
　
　

一
、
百
移
替
下
宿四

賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
越
屋甚

兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

但　

右
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
九
日
夕
ゟ
同
廿
七
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
廿
六
賄
ツ
ヽ
、
一
賄
七
合
五
勺

　
　
　
　

一
、
拾
弐
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人

　
　
　
　
　
　
　

但　

喜
右
衛
門
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
三
日
昼
ゟ
廿
七
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
賄
七
合
五
勺
〔
63
オ
〕

　
　
　
　

一
、
弐
御
陸
尺
宿拾

四
賄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋善

吉

　
　
　
　
　
　
　

但　

多
七　

善
太
郎　

仁
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
四
日
夕
ゟ
同
廿
七
日
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人
前
八
賄
ツ
ヽ
、
一
賄
七
合
五
勺

　
　
　
　
　
　
　

合　

弐
百
六
拾
九
賄

　
　
　
　

�

右
者
堀
様
御
旅
館
付
下
宿
々
亭
主
役
手
付
迄
賄
方
銘
々
江
御
渡
可
被
下
候
、
以

上
、

　
　
　
　
　

寅
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋元

兵
衛
様
〔
63
ウ
〕

一
、
堀
様
御
旅
館
并
下
宿
々
村
御
人
足
高
、
左
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　

一
、
御
人
足
三
十
八
人
、
内 

男
十
五
人

女
十
三
人　
　
　
　
　
　
御
本
陣

　

金
屋

　
　
　

元
兵
衛

　
　
　
　

一
、
同　
　
　

拾
五
人
、
内 

男
五
人

女
十
人　
　
　
　
　
　
　
脇
本
陣

　

ゑ
ひ
す
や

　
　
　

亀
次
郎

　
　
　
　

一
、
同　
　
　
　

四
人
、
内 

男
弐
人

女
弐
人　
　
　
　
　
　
　
下
宿

　
　
　

六
右
衛
門

　
　
　
　

一
、
同　
　
　

三
拾
人
、
内 

男
十
七
人

女
十
三
人　
　
　
　
　
　
移
替
下
宿

　

塩
越
屋　
　

　
　
　

甚
兵
衛

　
　
　
　

一
、
同　
　
　

九
人
、
内 

男
五
人

女
四
人　
　
　
　
　
　
　
　
陸
尺
宿

　

金
屋

　
　
　

善
吉
〔
64
オ
〕

　
　
　
　
　
　

右
者
堀
様
御
旅
館
付
ニ
而
御
人
足
高
如
此
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　

寅
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
村御

名
主
中
様

一
、�

御
印
御
旅
館
付
亭
主
役
手
付
共
迄
福
嶋
村
江
落
付
、
金
屋
元
兵
衛
方
ニ
而
相
賄
候

書
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
〔
64
ウ
〕

　
　
　
　
　

一
、
三
拾
六
賄　
　
　
　
　
　

金
屋
元
兵
衛
賄

　
　
　
　
　
　
　
　

但　

要
右
衛
門　

末
吉　

又
七　

伝
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
四
日
夕
ゟ
同
十
五
日
朝
迄
弐
賄
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
八　

岩
之
丈　

松
右
衛
門　

惣
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
兵
衛　

伝
吉　

三
郎
右
衛
門　

平
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
五
日
夕
迄〔
ゟ
〕翌

朝
と〔
迄
〕弐

賄
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
兵
衛　

三
次
郎　

弥
兵
衛　

貞
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
吉　

久
兵
衛　

次
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
六
日
夕
ゟ
十
七
日
朝
迄
弐
賄
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
賄
七
合
五
勺
〔
65
オ
〕

　
　
　
　
　

右
之
通
要
右
衛
門
始
手
付
迄
賄
高
書
面
之
通
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　

寅
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋御

名
主
中
様

一
、
○
印
付
置
候
分
者
、
御
城
下
帰
着
之
上
可
差
上
事
、
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一
、
亭
主
役
手
付
中
引
取
之
儀
申
渡
候
、
〔
65
ウ
〕

　
　

十
月
廿
八
日

一
、
昨
日
店
江
申
遣
候
金
三
両
態
仁
左
衛
門
持
参
差
越
候
、

一
、
今
日
宿
并
下
宿
々
茶
代
祝
義
差
遣
候
、
左
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
壱
両　
　
　
　
　
　
　

⦿
印
茶
代

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
弐
歩　
　
　
　
　
　
　

炭
薪
料

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
弐
分
弐
朱　
　
　
　
　

御
袋
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兄
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姉
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
太
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
の
し
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
弐
朱　
　
　
　
　
　
　

御
台
所
中
〔
66
オ
〕

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
弐
朱　
　
　
　
　
　
　

書
役
中
様

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
弐
朱　
　
　
　
　
　
　

小
使

馬
差

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
弐
朱　
　
　
　
　
　
　

保
次
郎
と
の

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　

亀
ゑ
ひ
す
や次

郎
と
の

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　

甚
塩
越
屋

兵
衛
と
の

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　

善
金
屋

吉
と
の

　
　
　
　
　
　
　

一
、
金
五
拾
疋　
　
　
　
　
　

伊
兵
衛
と
の

　
　
　
　
　
　
　

〆

　
　

�

右
之
外
通
付
諸
払
等
致
、
明
日
者
一
統
引
取
可
申
、
依
之
馬
之
義
村
役
中
江
相
頼
候

事
、
〔
66
ウ
〕

一
、
当
御
役
所
ゟ
於
福
嶋
村
御
賄
書
上
差
出
候
様
被
仰
付
、
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　

一
、
米
壱
升
五
合　
　
　
　
　
　
　
　

御
上
様
御
壱
人

　
　
　
　
　
　

銭
三
百
廿
四
文　
　
　
　
　
　
　

同
夕
朝

御
料
理
御
仕
切

　
　
　
　

一
、
米
八
斗
四
升　
　
　
　
　
　
　
　

御
供
方
五
十
六
人

　
　
　
　
　
　

銭
拾
壱
貫
弐
百
文　
　
　
　
　
　

御
夕
朝

料
理
代
御
仕
切

　
　
　
　
　

〆
米
八
斗
五
升
五
合

　
　
　
　
　
　

銭
拾
壱
貫
五
百
廿
四
文
〔
67
オ
〕

　
　
　

右
者
於
福
嶋
村
堀
織
部
正
様
御
止
宿
ニ
付
御
賄
奉
書
上
候
、
已
上
、

　
　
　
　

寅
十
一
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代　

源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

　
　

�

右
之
通
書
上
候
処
、
外
々
振
合
之
通
堀
様
外
、
御
徒
士
目
付
様
、
御
小
人
目
付
様
分
共

付
込
書
上
、
銘
々
ニ
而
〔
67
ウ
〕
時
宜
ニ
取
斗
候
様
被
仰
付
、
書
替
差
上
候
書
上
、
左

ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　

一
、
米
六
升
七
合
五
勺　
　
　
　
　
　

御
上
様
御
九
人

　
　
　
　
　

銭
三
貫
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
夕
朝

御
料
理
代
御
仕
切

　
　
　

一
、
米
壱
石
四
斗
五
升
五
合　
　
　
　

御
供
方
九
十
七
人

　
　
　
　
　

銭
拾
九
貫
四
百
文　
　
　
　
　
　

同
夕
朝

御
料
理
代
御
仕
切
〔
68
オ
〕

　
　
　

〆
米
壱
石
五
斗
弐
升
弐
合
五
勺

　
　
　
　

銭
弐
拾
弐
貫
四
百
文

　
　
　

右
者
於
福
嶋
村
御
役
人
様
方
御
止
宿
ニ
付
御
賄
奉
書
上
候
、
已
上
、

　
　
　
　

寅
十
一
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
屋新

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代　

源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
屋新

右
衛
門

　
　
　
　
　

御
役
所
〔
68
ウ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
69
オ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
69
ウ
〕
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◎
半
丁
白
紙
〔
70
オ
〕

◎
半
丁
白
紙
〔
70
ウ
〕

史
料
解
題

［
Ｄ
41
］�

蝦
夷
地
勤
番
心
得
向
拾
五
ヶ
条

　

松
前
藩
が
蝦
夷
地
の
各
地
に
配
置
し
た
藩
士
（
勤
番
）
に
達
し
た
心
得
書
の
写
し
で
あ

る
。
松
前
藩
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
復
領
以
降
、
異
国
船
警
備
と
行
政
監
督
を
目
的

と
し
て
東
蝦
夷
地
九
か
所
（
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
、
エ
ト
モ
、
ユ
ウ
フ
ツ
、
シ
ャ
マ
ニ
、
ク
ス

リ
、
ア
ッ
ケ
シ
、
子
モ
ロ
、
ク
ナ
シ
リ
、
エ
ト
ロ
フ
）
、
西
蝦
夷
地
二
か
所
（
イ
シ
カ
リ
、

ソ
ウ
ヤ
）
、
北
蝦
夷
地
一
か
所
（
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
）
の
計
十
二
か
所
に
勤
番
所
を
設
置

し
、
「
勤
番
」
と
呼
ば
れ
る
藩
士
を
配
置
し
た
。
本
資
料
は
、
こ
の
勤
番
に
対
す
る
十
五
の

注
意
事
項
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
資
料
は
竪
帳
二
冊
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
一
冊
目
は
末
尾
に
「
文
久
四
甲
子
年
正
月

写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
正
月
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二

冊
目
に
は
書
写
年
代
の
記
載
が
な
い
。
一
冊
目
・
二
冊
目
と
も
に
本
文
中
に
「
蝦
夷
人
」
と

の
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
以
降
に
「
土
人
」
へ
改
称
さ
れ

る
以
前
、
す
な
わ
ち
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
以
前
の
松
前
藩
復
領
期
に
作
成
さ
れ
た
心
得

書
を
底
本
と
し
て
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
通
常
、
安
政
三
年
以
後
に
作
成
さ
れ
た

公
的
文
書
は
、
「
土
人
」
表
記
を
使
用
す
る
は
ず
だ
が
、
一
冊
目
は
文
久
四
年
書
写
な
が
ら

「
蝦
夷
人
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
外
部
へ
の
提
出
を
想
定
せ
ず
、
林
家
内
用
の
参

照
・
備
忘
用
と
し
て
写
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
二
冊
の
内
容
は
細
か
い
言
い
回

し
の
相
違
を
除
け
ば
、
同
一
で
あ
る
。

　

内
容
は
十
五
ヶ
条
か
ら
な
る
。
各
条
の
内
容
の
詳
細
は
［
表
２
］
に
整
理
し
た
と
お
り
で

あ
る
。
十
五
ヶ
条
は
、
異
国
船
警
備
に
関
す
る
事
項
（
第
二
〜
五
条
、
第
十
五
条
）
、
場
所

経
営
実
務
に
関
す
る
事
項
（
第
八
〜
十
条
、
第
十
二
〜
十
四
条
）
、
勤
番
の
行
動
規
範
（
第

一
条
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
一
条
）
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
資
料
の
底
本
の
作
成
年
代
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
条
文
に
注
目

で
き
る
。
第
一
条
に
「
去
年
中
者
異
国
船
度
々
東
蝦
夷
地
江
相
見
」
、
第
二
条
に
「
去
年
中

ヱ
ト
モ
ニ
お
ゐ
て
三
関
勇
蔵
打
払
候
様
取
斗
」
、
第
八
条
に
「
当
年
ゟ
隔
年
参
府
ニ
候
間
」
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「
去
年
中
者
既
ニ
青
玉
等
町
中
抜
品
有
之
」
と
い
っ
た
時
間
的
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う

ち
、
第
二
条
の
三
関
勇
蔵
は
エ
ト
モ
詰
の
勤
番
藩
士
で
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
噴

火
湾
に
出
現
し
た
異
国
船
の
乗
組
員
と
銃
撃
戦
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
田
端 

二
〇
一
一
：
三
七
四
）
。
ま
た
、
第
十
三
条
に
は
「
今
井
八
九
郎
申
付
遣
し
候
図
取
」
と
の

記
述
が
あ
り
、
今
井
八
九
郎
は
松
前
藩
士
で
地
図
作
成
を
専
門
に
命
じ
ら
れ
、
文
政
末
年
か

ら
天
保
年
間
に
か
け
て
蝦
夷
地
の
測
量
調
査
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
佐
々
木 

一
九
八
四
）
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
本
資
料
の
底
本
は
天
保
期
に
作
成
さ
れ

た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

松
前
藩
の
蝦
夷
地
勤
番
心
得
向
に
つ
い
て
は
、
『
松
前
町
史　

通
説
編
・
第
一
巻
下
』
に

お
い
て
改
正
前
と
改
正
後
の
二
種
類
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
松
前
町 

一
九
八
八
：

四
八
三—

四
九
一
）
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
八
月
、
ア
ッ
ケ
シ
・
ウ
ラ
ヤ
コ
タ
ン
に
イ

ギ
リ
ス
船
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
捕
鯨
船
）
が
来
航
し
、
乗
組
員
が
上
陸
し
て
銃
撃
す
る
事

表2　「蝦夷地勤番心得向拾五ヶ条」の内容（摘要）

条番 摘要 事項
第1条 前年の異国船対応で継立馬が不足し

困ったため、当年はなるべく馬を使用
せず、家来小者等の日々の乗馬を控え
ること

行動規範

第2条 異国船が見えたら打ち払うこと。異国
人が上陸した際は打ち払い、前年エト
モで三関勇蔵が行った打ち払いの事例
に倣うこと

異国船警備

第3条 異国船来航を常に想定し、支配人・
アイヌ等を異国船に近寄らせず、異国
人からの口上・書付等も一切受け取ら
せないこと

異国船警備

第4条 夜間は特に用心し、武器などを奪われ
ないよう管理を徹底すること

異国船警備

第5条 何事も包み隠さずありのまま報告する
こと。書状は直接江戸へ差し出すた
め、文柄に心を用い、わかりやすい表
現で書くこと

異国船警備

第6条 稽古と称して無駄に玉薬を消費しない
こと。山野へ出て鳥獣を打つ場合は自
分の玉薬を使用すること

行動規範

第7条 雇い入れの家来小者は非常時に恐怖し
て逃亡する可能性があるため、最初の
段階からよくよく申し諭すこと。恐怖
の様子が現れた場合は打合（戦闘）の
場所へ連れて行かないこと

行動規範

第8条 今年から隔年参府となったためワシ
羽、クマ胆、玉などの軽物の調達を専
一とし、抜荷などがないように厳重に
取り締まること。もし不正品が出回っ
た時は勤番の責任として処分されると
心得ること

場所経営

第9条 継立馬の冬飼を丈夫にして死馬を出さ
ないようにし、懐胎の牝馬は運上家近
辺の柵内で出産させて子馬が犬に喰い
殺されないようにすること

場所経営

第10条 蝦夷地のアイヌ人口が減少しているた
め、小児養育方に配慮してアイヌ人口
増加を図り、米・酒・タバコ等による
撫育を徹底すること。不介抱の場所が
あれば申し立てること

場所経営

第11条 蝦夷地通行時の宿や小休所での酒肴・
餅菓子等の接待を禁止するので、宿か
ら弁当を持参すること

行動規範

第12条 備米の貸付について、場所への下し米
が不着の際は備米高の2割まで勤番限
りで貸付可能とし、それ以外は場所下
し米が到着した後に員数を改めて積替
えること。飢饉などの場合は例外的に
貸付を行うこと

場所経営

第13条 持場の里数・小名・入津地・山名・川
筋等を帳面に取調べ、地図（1里2寸
程度）も作成して提出すること。支配
人任せにせず、自ら見分または手附の
者を派遣して作成すること。今井八九
郎が行う図取は別の用向きである

場所経営

第14条 クマ胆・サンタン切・十徳・ワシ羽
（粕尾・薄氷）等について支配人任せ
にせず、勤番自ら吟味して抜荷がない
ようにすること

場所経営

第15条 場所へ荷物積取に来る船から海上での
異国船遭遇の有無を尋ね、口書を取る
こと。口書に相違がないよう慎重に取
り調べ、ありのまま報告すること

異国船警備

件
が
発
生
し
た
。
こ
の
事
件
を
受
け
て
、
松
前
藩
は
翌
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
従
来
の

勤
番
心
得
を
十
五
ヶ
条
に
厳
選
し
、
異
国
船
警
備
体
制
を
強
化
す
る
改
正
を
行
っ
た
。
以
上

か
ら
本
資
料
は
、
こ
の
改
正
後
の
心
得
向
の
写
し
と
比
定
で
き
る
。

　

本
資
料
と
類
似
の
写
本
は
、
前
掲
『
松
前
町
史
』
が
翻
刻
掲
載
し
た
松
前
町
・
武
田
氏
所

蔵
本
の
ほ
か
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
奥
平
家
文
書
、
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵

の
木
村
源
吾
文
書
中
ほ
か
に
も
見
ら
れ
、
勤
番
心
得
と
し
て
藩
士
層
に
広
く
写
し
伝
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
資
料
が
収
め
ら
れ
る
林
栴
家
資
料
は
、
場
所
請
負
人
・
支
配
人

の
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
る
。
松
前
藩
家
臣
の
家
に
伝
来
し
た
他
の
写
本
と
は
異
な

り
、
な
ぜ
場
所
経
営
に
携
わ
る
家
の
文
書
群
の
中
に
勤
番
心
得
の
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
は
不
明
で
あ
る
。
一
冊
目
の
書
写
年
代
で
あ
る
文
久
四
年
は
、
第
二
次
蝦
夷
地
直
轄
期
に

あ
た
り
、
松
前
藩
は
蝦
夷
地
経
営
と
関
わ
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
場
所
経

営
に
携
わ
る
家
が
松
前
藩
時
代
の
勤
番
心
得
を
写
し
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
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於
福
嶋
村
堀
織
部
正
様
御
取
扱
日
記

　

本
史
料
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
十
月
に
箱
館
奉
行
堀
織
部
正
を
は
じ
め
と
す
る

幕
府
役
人
一
行
が
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
松
前
城
を
視
察
す
る
た
め
箱
館
か
ら
松
前
へ
向

か
う
道
中
、
福
嶋
村
に
お
い
て
接
待
を
担
当
し
た
ス
ッ
ツ
場
所
請
負
人
・
山
崎
屋
新
八

（
田
付
家
）
に
よ
る
日
記
で
あ
る
。
接
待
準
備
（
十
月
十
〜
二
十
四
日
）
か
ら
実
際
の
接
待

（
二
十
五
〜
二
十
六
日
）
、
事
後
処
理
（
二
十
七
日
以
降
）
に
至
る
一
連
の
過
程
が
克
明
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。
松
前
藩
や
そ
の
下
請
け
と
な
っ
た
商
人
層
た
ち
が
担
っ
た
役
割
の
実
態

な
ど
、
多
面
的
な
歴
史
情
報
を
含
む
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
と
く
に
物
品
調
達
や
人
員
配

置
、
御
膳
献
立
や
座
敷
設
営
の
詳
細
な
ど
準
備
段
階
の
記
録
が
具
体
的
で
あ
り
、
幕
府
高
官

接
待
と
い
う
一
大
事
業
に
対
す
る
総
力
を
挙
げ
た
対
応
ぶ
り
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
社
会
シ

ス
テ
ム
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、
本
資
料
を
用
い
た
諸
分
野
の
研
究
が
進
展
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
こ
で
は
以
下
、
日
付
ご
と
に
順
を
追
っ
て
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

十
月
十
日
　
接
待
役
の
急
遽
決
定

　

十
月
十
日
、
松
前
藩
町
役
所
か
ら
の
御
用
使
が
山
崎
屋
を
訪
れ
た
。
新
八
不
在
の
た
め
代

理
の
源
兵
衛
が
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
箱
館
奉
行
堀
織
部
正
様
一
行
が
松
前
城
視
察
の
た
め
箱

館
か
ら
出
発
す
る
の
で
、
福
嶋
村
で
の
接
待
を
担
当
せ
よ
と
の
指
示
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
接
待
は
本
来
、
工
藤
庄
兵
衛
と
宮
川
増
蔵
の
両
人
が
担
当
す
る
予
定
で
、
す
で
に
用

品
を
両
家
は
送
り
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、
火
災
で
双
方
が
類
焼
し
た
た
め
お
役
免
除
を
願

い
出
て
認
め
ら
れ
、
急
遽
山
崎
屋
新
八
と
福
嶋
屋
新
右
衛
門
の
両
家
へ
白
羽
の
矢
が
立
っ
た

の
で
あ
る
。

　

新
八
本
人
は
不
在
の
た
め
、
源
兵
衛
が
代
理
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
源
兵
衛
は

「
太
切
御
用
途
無
覚
束
」
と
何
度
も
申
し
上
げ
た
が
、
下
代
衆
か
ら
と
強
く
要
請
さ
れ
、
や

む
を
え
ず
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
来
訪
す
る
幕
府
役
人
の
構
成
が
示
さ
れ
た
。
堀
織
部
正
様
（
上
下
五
十
九
人
）
を
筆

頭
に
、
河
津
三
郎
太
郎
様
（
上
下
八
人
）
、
平
山
謙
二
郎
様
（
上
下
九
人
）
、
鈴
木
尚
太
郎

様
（
上
下
七
人
）
、
松
岡
徳
次
郎
様
（
上
下
三
人
）
、
堀
井
鉄
次
郎
様
、
萱
野
弥
五
右
衛
門

様
（
上
下
五
人
）
、
藤
田
幸
蔵
様
、
吉
岡
元
平
様
（
上
下
五
人
）
と
い
う
陣
容
で
あ
っ
た
。

山
崎
屋
は
堀
様
一
行
五
十
九
人
、
福
嶋
屋
は
「
御
八
方
様
」
三
十
七
人
を
担
当
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
夏
に
工
藤
庄
兵
衛
が
手
人
と
し
て
依
頼
し
て
い
た
松
前
神
明
町
の
田
中
雄
七

を
、
山
崎
屋
で
も
同
様
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。

十
月
十
一
日
　
準
備
開
始

　

町
役
所
か
ら
早
速
詳
細
な
指
示
が
届
い
た
。
膳
部
〔
食
事
〕
は
「
一
汁
二
菜
」
で
差
し
上

げ
る
こ
と
、
す
べ
て
「
先
前
振
合
」
で
〔
前
例
通
り
に
〕
取
り
計
ら
う
こ
と
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
山
崎
屋
・
福
嶋
屋
双
方
で
段
幕
五
張
の
拝
借
も
認
め
ら
れ
た
。

　

福
嶋
村
の
亀
次
郎
方
は
下
宿
で
玄
関
が
不
要
な
た
め
、
玄
関
の
場
所
に
張
番
二
人
を
配
置

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
場
合
は
法
被
や
幕
も
追
加
で
必
要
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
下
代
中
へ
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
御
奉
行
様
方
御
揃
之
上
御
談
有
之
」
と
い
う
こ
と

で
回
答
は
保
留
と
な
っ
た
。

　

夜
具
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
工
藤
庄
兵
衛
が
今
年
夏
に
手
配
し
た
分
が
金
屋
元
兵

衛
方
に
絹
布
夜
具
五
通
、
木
綿
夜
具
三
十
通
あ
り
、
そ
の
ま
ま
使
用
可
能
な
状
態
で
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

十
月
十
三
日
　
詳
細
な
伺
書
提
出
と
人
員
派
遣
準
備

　

山
崎
屋
新
八
と
福
嶋
屋
新
右
衛
門
の
連
名
で
、
役
所
へ
六
項
目
に
わ
た
る
詳
細
な
伺
書
を

提
出
し
た
。

　

第
一
に
、
御
膳
の
具
体
的
な
構
成
に
つ
い
て
。
一
汁
二
菜
と
は
言
う
も
の
の
、
工
藤
庄
兵

衛
の
前
例
で
は
、
到
着
日
は
御
汁
・
御
坪
・
御
皿
、
二
之
膳
に
御
平
・
御
小
皿
・
御
猪
口
、

そ
の
ほ
か
引
肴
を
小
皿
三
枚
ず
つ
盛
り
上
げ
、
翌
朝
は
御
汁
・
御
平
・
御
猪
口
・
御
皿
で
二

之
膳
な
し
、
引
肴
は
小
皿
二
枚
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
今
回
も
同
様
で
よ
い
か
と
い
う
確
認

で
あ
る
。
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第
二
に
、
御
菓
子
に
つ
い
て
。
工
藤
庄
兵
衛
は
御
上
向
け
に
「
越
之
雪
」
、
御
用
人
・
御

給
人
衆
に
「
金
米
糖
」
を
用
い
た
が
、
今
回
は
御
上
に
「
粕
底
良
」
（
カ
ス
テ
ラ
）
、
御
用

人
・
御
給
人
衆
ま
で
金
米
糖
、
御
下
は
「
白
せ
ん
へ
い
」
で
よ
い
か
と
い
う
伺
い
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
相
場
書
に
つ
い
て
。
今
年
夏
、
工
藤
庄
兵
衛
が
城
下
亭
主
役
か
ら
書
き
上
げ
た

相
場
書
に
駄
送
賃
分
と
し
て
四
〜
五
歩
増
し
で
書
き
上
げ
た
と
こ
ろ
、
御
付
添
の
北
見
様
か

ら
、
張
江
様
に
伺
わ
ず
に
書
き
上
げ
た
と
立
腹
さ
れ
た
と
い
う
。
今
回
は
福
嶋
の
相
場
で
申

し
立
て
る
か
、
福
嶋
の
相
場
に
四
〜
五
歩
増
し
か
、
あ
る
い
は
出
役
下
代
様
方
へ
伺
っ
て
か

ら
書
き
上
げ
る
か
と
い
う
、
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
大
工
不
足
へ
の
対
処
。
大
工
を
連
れ
て
来
ら
れ
な
い
た
め
、
連
懸
〔
幕
を
つ
な

ぐ
道
具
〕
な
ど
を
切
っ
て
鑓
懸
〔
槍
を
掛
け
る
道
具
〕
に
す
る
な
ど
、
御
備
品
を
切
り
詰
め

て
転
用
し
て
も
よ
い
か
と
い
う
相
談
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
賄
や
扶
持
方
に
つ
い
て
。
亭
主
役
や
手
付
給
仕
人
へ
の
賄
、
福
嶋
村
人
足
の
扶

持
方
を
先
前
通
り
に
行
っ
て
よ
い
か
の
確
認
で
あ
る
。

　

第
六
に
、
人
員
管
理
に
つ
い
て
。
御
通
行
後
、
私
共
〔
山
崎
屋
関
係
者
〕
は
下
知
が
あ
る

ま
で
引
き
取
ら
な
い
が
、
大
勢
の
者
で
「
当
節
柄
立
帰
致
度
」
と
申
し
出
る
者
が
あ
れ
ば
差

し
返
し
て
も
よ
い
か
と
い
う
相
談
で
あ
る
。

　

続
い
て
人
員
派
遣
の
準
備
に
つ
い
て
。
福
嶋
村
は
「
平
生
止
宿
之
処
」
で
夜
具
や
家
具
を

所
持
す
る
者
が
相
応
に
い
る
が
、
亭
主
役
四
十
人
、
料
理
人
四
人
ほ
ど
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
前
回
担
当
者
た
ち
は
火
災
で
お
役
御
免
を
願
い
出
て
い
る
た
め
、
〔
松
前
城
下
の
〕
唐

津
内
町
、
博
知
石
、
生
府
な
ど
か
ら
調
達
す
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
人
揃
い
ま
で
の
手
配
と

し
て
、
山
崎
屋
か
ら
手
人
の
雄
七
、
太
七
、
吉
五
郎
三
人
、
福
嶋
屋
代
理
の
新
屋
要
右
衛
門

の
手
人
そ
の
他
五
人
を
明
日
出
立
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

十
月
十
四
日
　
接
待
係
先
発
隊
の
福
嶋
村
到
着
と
現
地
調
査

　

新
屋
要
右
衛
門
〔
福
嶋
屋
の
代
理
〕
の
下
代
六
人
、
山
崎
屋
の
手
人
雄
七
ほ
か
二
人
が
松

前
を
出
立
。
八
ツ
時
よ
り
順
次
福
嶋
村
に
到
着
し
、
全
員
金
屋
元
兵
衛
方
に
宿
泊
し
た
。

　

到
着
後
す
ぐ
に
宿
名
主
仮
役
の
金
屋
元
兵
衛
と
面
会
し
、
今
回
の
接
待
役
引
き
受
け
の
経

緯
を
説
明
。
宿
泊
賄
や
人
足
扶
持
等
は
今
年
夏
の
工
藤
庄
兵
衛
の
例
に
倣
う
こ
と
を
伝
え

た
。

　

家
具
や
夜
具
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
夜
具
に
つ
い
て
は
絹
布
を
含
め
三
十
五
通
あ
る
が

「
商
買
柄
」
の
た
め
襟
掛
け
な
ど
を
取
り
替
え
な
い
と
使
用
で
き
な
い
と
い
う
。
夜
着
一
つ

に
ど
れ
だ
け
必
要
か
尋
ね
る
と
、
一
反
で
は
三
通
分
に
も
足
り
な
い
と
の
こ
と
で
、
襟
掛
け

用
の
木
綿
を
提
供
す
る
こ
と
で
借
り
上
げ
を
頼
み
込
ん
だ
。

　

宿
割
に
つ
い
て
名
主
中
か
ら
書
付
が
提
出
さ
れ
た
。
堀
様
本
陣
は
金
屋
元
兵
衛
、
脇
本
陣

は
ゑ
ひ
す
や
亀
次
郎
、
下
宿
は
花
田
や
六
右
衛
門
、
河
津
様
は
原
田
や
治
五
右
衛
門
、
平
山

様
は
金
沢
屋
彦
次
郎
、
吉
岡
様
は
金
屋
善
吉
、
堀
井
様
・
萱
野
様
は
金
屋
近
右
衛
門
、
松
岡

様
・
藤
田
様
は
三
国
屋
保
次
郎
と
い
う
配
分
で
あ
っ
た
。

　

要
右
衛
門
と
雄
七
が
各
宿
を
見
分
し
た
と
こ
ろ
、
大
半
は
障
子
張
替
が
必
要
で
、
紙
継
ぎ

作
業
を
手
付
中
へ
申
し
付
け
た
。

　

翌
朝
の
土
谷
五
郎
兵
衛
の
〔
松
前
〕
帰
郷
便
で
、
行
灯
二
つ
、
夜
着
の
袷
に
使
え
る
染
絞

の
う
ち
十
反
を
送
る
よ
う
、
ま
た
源
兵
衛
の
早
急
の
来
訪
を
要
請
す
る
手
紙
を
送
っ
た
。

　

法
界
寺
へ
は
山
崎
屋
・
福
嶋
屋
か
ら
金
一
〇
〇
疋
、
哥
ヶ
谷
五
本
、
さ
ら
に
要
右
衛
門
、

雄
七
か
ら
も
別
途
土
産
を
送
っ
た
。

十
月
十
五
日
　
手
付
・
料
理
人
の
到
着
と
料
理
必
要
品
の
発
注

　

七
ツ
時
頃
、
手
付
と
料
理
人
合
わ
せ
て
十
一
人
が
到
着
し
た
。
阿
部
喜
右
衛
門
、
古
川
屋

伝
四
郎
、
高
橋
屋
松
右
衛
門
、
生
府
町
平
次
郎
、
湯
殿
沢
兵
次
、
唐
津
内
庄
吉
、
橋
本
屋
藤

七
、
瀧
音
屋
新
蔵
、
中
屋
徳
次
郎
、
料
理
人
の
湯
殿
沢
吉
兵
衛
、
長
崎
屋
惣
吉
で
あ
る
。
印

鑑
と
店
か
ら
の
手
紙
も
届
き
、
十
五
日
ま
で
に
手
付
が
三
十
人
ほ
ど
に
な
る
見
込
み
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

料
理
人
か
ら
、
「
料
理
草
、
干
物
品
留
」
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
今
年
夏
の
〔
工
藤
庄
兵
衛
の
〕
献
立
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
正
式
な
献
立

に
つ
い
て
は
先
触
が
到
着
し
て
か
ら
〔
料
理
人
が
作
成
し
〕
差
し
出
す
こ
と
と
し
た
が
、
と

り
あ
え
ず
必
要
な
品
を
書
き
出
す
よ
う
に
し
〔
料
理
人
か
ら
〕
聞
い
た
。
そ
の
結
果
、
わ
さ
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び
二
百
文
代
、
広
ゆ
ば
十
五
枚
、
柚
子
五
、
青
粉
百
文
代
、
白
髪
昆
布
五
十
文
代
を
〔
松
前

の
山
崎
屋
〕
店
へ
発
注
し
た
。

十
月
十
六
日
　
出
発
日
程
の
連
絡
と
各
種
調
整
作
業

　

名
主
か
ら
、
平
山
様
・
吉
岡
様
は
十
八
日
箱
館
発
駕
、
堀
様
は
二
十
日
発
駕
と
い
う
連
絡

が
入
っ
た
。

　

在
方
掛
の
館
野
猶
四
郎
殿
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
峠
の
下
の
小
休
所
へ
山
崎
屋
・

福
嶋
屋
の
う
ち
か
ら
手
付
の
者
を
見
立
て
て
亭
主
役
一
人
を
差
し
出
す
こ
と
、
茶
碗
、
茶

台
、
炭
等
の
調
度
は
村
役
か
ら
借
り
上
げ
る
こ
と
と
い
う
指
示
が
役
所
か
ら
あ
り
、
き
っ
と

そ
ち
ら
へ
も
通
達
が
あ
っ
て
手
配
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
尋
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
山
崎
屋

側
は
、
新
八
が
直
接
仰
せ
付
け
ら
れ
て
来
た
の
か
と
い
う
確
認
に
、
出
立
ま
で
に
そ
の
よ
う

な
通
達
は
な
か
っ
た
と
答
え
た
上
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
で
も
対
応
し
、
持
参
品

も
何
で
も
御
用
に
供
す
る
旨
を
伝
え
た
。
段
幕
一
張
を
小
休
所
で
使
う
の
で
貸
し
て
ほ
し
い

と
の
依
頼
も
あ
り
、
貸
し
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

〔
松
前
藩
の
〕
挨
拶
掛
り
の
蛎
崎
右
平
太
様
一
行
四
人
が
到
着
し
、
先
前
の
取
扱
の
様
子

を
尋
ね
ら
れ
た
。
今
年
夏
の
挨
拶
掛
の
桜
庭
様
出
迎
え
の
際
は
、
木
戸
内
で
待
ち
受
け
て
名

札
を
差
し
出
し
、
着
賀
と
朝
の
お
立
ち
の
際
に
も
木
戸
内
で
名
札
を
差
し
出
し
た
と
申
し
上

げ
た
。

　

〔
福
嶋
村
の
〕
村
役
人
に
対
し
、
お
取
り
扱
い
の
際
の
人
足
提
供
を
要
請
し
た
。
本
陣
に

男
二
人
女
三
人
、
脇
本
陣
に
男
一
人
女
二
人
、
下
宿
に
男
一
人
女
二
人
、
外
六
軒
に
も
同

様
、
合
計
で
男
十
人
女
十
九
人
で
あ
る
。

　

暮
れ
頃
、
源
兵
衛
ほ
か
一
人
、
そ
の
他
手
付
十
五
人
が
到
着
し
た
。
手
付
の
う
ち
二
人
を

本
陣
に
残
し
、
十
三
人
を
福
嶋
屋
方
へ
派
遣
し
た
。

十
月
十
七
日
　
土
産
配
布
と
関
係
者
へ
の
根
回
し
、
接
待
対
応
者
全
員
の
到
着

　

前
夜
到
着
し
た
源
兵
衛
は
、
先
例
に
な
ら
っ
て
関
係
者
へ
の
土
産
物
配
布
を
行
っ
た
。
金

屋
元
兵
衛
の
御
内
義
へ
金
二
百
疋
、
御
袋
様
へ
鬢
付
二
本
と
手
拭
一
筋
、
兄
様
と
百
太
郎
様

へ
紺
足
袋
各
一
足
、
の
し
女
様
へ
鬢
付
二
本
と
手
拭
一
筋
、
御
台
所
中
へ
手
拭
五
筋
。
脇
本

陣
の
ゑ
ひ
す
や
亀
次
郎
、
下
宿
の
花
田
六
右
衛
門
へ
は
哥
ヶ
谷
二
本
と
阿
波
粉
五
、
替
下
宿

の
塩
越
屋
甚
兵
衛
へ
も
同
様
。
本
名
主
の
住
吉
屋
達
右
衛
門
と
年
寄
の
三
国
屋
保
次
郎
へ

哥
ヶ
谷
二
本
、
書
役
へ
足
袋
一
足
と
手
拭
一
筋
、
小
使
へ
岐
阜
粉
三
玉
と
手
拭
一
筋
、
馬
差

へ
も
同
様
、
金
屋
善
吉
へ
鬢
付
二
本
と
煙
草
三
玉
を
差
し
遣
わ
し
た
。

　

在
方
掛
か
ら
高
張
に
つ
い
て
尋
ね
が
あ
っ
た
。
山
崎
屋
側
は
、
城
下
で
は
高
張
は
不
用
と

の
指
示
が
あ
っ
た
と
申
し
立
て
た
。
峠
の
下
の
小
休
所
の
茶
番
に
つ
い
て
は
、
村
方
か
ら
人

足
三
人
、
茶
碗
・
茶
台
等
を
差
し
出
す
の
で
土
瓶
で
お
茶
を
差
し
上
げ
る
よ
う
当
日
通
達
が

あ
れ
ば
一
人
差
し
遣
わ
す
と
答
え
た
。

　

店
〔
松
前
の
山
崎
屋
店
〕
か
ら
仁
左
衛
門
を
は
じ
め
残
り
の
手
付
が
印
鑑
を
持
参
し
て
到

着
し
た
。
注
文
品
と
宿
札
も
届
い
た
。
内
訳
は
、
太
白
せ
ん
二
十
斤
入
一
箱
、
風
呂
敷
包
の

粕
底
羅
・
太
白
一
斤
・
焼
附
一
揃
、
宿
札
七
枚
・
へ
り
布
半
反
・
表
御
座
二
反
一
揃
、
着
替

十
一
箇
、
越
後
酒
二
斗
入
三
樽
、
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

　

源
兵
衛
は
着
届
と
し
て
、
脇
本
陣
の
亀
次
郎
、
下
宿
の
花
田
六
右
衛
門
、
在
方
掛
・
挨
拶

掛
の
蛎
崎
右
平
太
様
、
村
役
の
三
国
屋
保
次
郎
、
法
界
寺
へ
挨
拶
回
り
を
行
っ
た
。
万
一
差

し
支
え
る
品
物
等
が
あ
る
場
合
は
協
力
を
願
い
た
い
と
、
す
べ
て
の
関
係
者
に
頼
み
合
い
を

し
て
回
っ
た
。

　

翌
朝
、
法
界
寺
和
尚
が
松
前
城
下
へ
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
必
要
品
を
書
き
出

し
て
依
頼
し
た
。
山
崎
屋
・
福
嶋
屋
の
両
家
分
と
し
て
生
姜
一
升
五
合
、
柚
子
十
、
麦
粉
二

升
、
青
粉
百
文
代
、
白
髪
昆
布
二
百
文
代
、
わ
さ
び
二
百
文
代
、
百
合
三
十
、
椎
茸
一
斤

（
福
嶋
屋
分
）
、
三
島
海
苔
九
枚
、
長
芋
一
箱
、
小
皿
百
枚
、
段
幕
四
張
（
福
嶋
屋
分
）
、

高
張
二
張
、
喜
撰
半
斤
な
ど
で
あ
る
。

　

亭
主
役
・
手
付
が
全
員
到
着
し
た
こ
と
を
受
け
、
着
賀
と
し
て
餅
一
斗
五
升
を
搗
い
て
振

る
舞
っ
た
。

十
月
十
八
日
　
役
割
分
担
の
決
定
と
準
備
作
業
の
進
行

　

十
八
日
早
朝
、
接
待
組
織
の
役
割
分
担
が
鬮
取
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
御
本
陣
の
亭
主
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役
は
山
崎
屋
新
八
、
脇
御
本
陣
は
古
川
屋
伝
四
郎
、
下
宿
は
油
屋
重
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

山
崎
屋
が
担
当
す
る
御
本
陣
に
は
、
雄
七
・
太
七
・
福
次
の
手
人
三
名
、
荒
屋
庄
吉
、
阿

部
屋
喜
右
衛
門
、
中
屋
徳
次
郎
、
手
人
仁
左
衛
門
、
子
供
新
蔵
、
料
理
人
吉
兵
衛
が
配
置
さ

れ
た
。
宿
は
金
屋
元
兵
衛
方
を
借
り
上
げ
た
。
脇
御
本
陣
は
ゑ
ひ
す
や
亀
次
郎
方
を
借
り
上

げ
、
伝
四
郎
以
下
、
半
次
郎
、
庄
兵
衛
、
兵
次
の
四
名
が
十
八
日
昼
か
ら
亀
次
郎
方
で
賄
い

を
受
け
た
。
下
宿
は
花
田
屋
六
右
衛
門
方
を
借
り
上
げ
、
油
屋
重
兵
衛
以
下
、
次
三
郎
、
平

次
郎
、
藤
七
の
四
名
が
十
八
日
昼
か
ら
六
右
衛
門
方
で
賄
い
を
受
け
た
。

　

こ
の
日
か
ら
三
宿
の
障
子
張
替
作
業
を
開
始
し
た
。

　

名
主
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
平
山
謙
次
郎
様
・
吉
岡
元
平
様
の
箱
館
出
立
が
当
初
予
定
の

十
八
日
か
ら
十
七
日
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
、
吉
岡
出
役
の
土
屋
久
右
衛
門
か
ら
の
通
達
と

し
て
伝
え
ら
れ
た
。

　

松
前
か
ら
送
ら
れ
た
越
後
酒
三
樽
の
う
ち
二
樽
を
福
嶋
屋
方
へ
渡
し
た
。

　

小
谷
石
へ
注
文
し
て
い
た
魚
類
が
届
い
た
。
そ
い
五
本
結
二
丸
、
あ
ぶ
ら
め
六
本
結
一
丸

を
含
め
、
六
本
拼
三
丸
、
七
本
拼
四
丸
を
受
け
取
り
、
料
理
人
へ
渡
し
た
。
代
銭
は
後
日
支

払
う
こ
と
と
し
た
。

　

翌
十
九
日
の
平
山
・
吉
岡
様
の
到
着
に
備
え
、
峠
の
下
へ
阿
部
屋
喜
右
衛
門
を
茶
番
と
し

て
派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
土
瓶
三
つ
を
村
役
中
へ
渡
し
た
。
喜
右
衛
門
用
の
移
動
用
の
馬
一

匹
に
つ
い
て
も
在
方
掛
へ
手
配
依
頼
を
行
っ
た
。

十
月
十
九
日
　
宿
割
変
更
と
物
資
配
布
の
最
終
調
整

　

朝
、
箱
館
奉
行
工
藤
茂
五
郎
か
ら
の
先
触
が
到
着
し
、
平
山
様
・
吉
岡
様
が
十
九
日
に
箱

館
を
出
立
す
る
と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。

　

同
日
、
〔
松
前
藩
士
〕
藤
林
重
次
様
に
よ
る
旅
館
見
分
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
下
宿

に
予
定
さ
れ
て
い
た
花
田
六
右
衛
門
方
が
遠
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
塩
越
屋
甚
兵
衛
方
へ
の

変
更
が
指
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
甚
兵
衛
方
に
は
夜
具
や
家
具
が
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
ら
の
借
り
上
げ
を
名
主
中
へ
伝
え
た
。

　

襟
掛
け
木
綿
の
配
布
が
行
わ
れ
た
。
当
初
の
一
反
に
つ
き
三
通
で
は
な
く
、
十
通
分
に
二

反
と
い
う
計
算
で
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。
金
屋
元
兵
衛
へ
三
十
通
分
と
し
て
四
反
、
ゑ
ひ

す
や
亀
次
郎
へ
十
通
分
と
し
て
二
反
、
花
田
六
右
衛
門
へ
同
じ
く
十
通
分
と
し
て
二
反
を
渡

し
た
。

　

臨
時
掛
か
ら
御
用
状
と
と
も
に
関
札
棒
五
本
が
届
け
ら
れ
た
。
吉
岡
村
（
昼
）
、
福
嶋
村

（
泊
）
、
一
之
渡
村
（
休
）
、
知
内
村
（
泊
）
に
各
一
本
、
痛
み
用
意
と
し
て
一
本
と
い
う

配
分
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
作
事
方
が
作
成
し
た
関
札
の
切
懸
〔
札
を
入
れ
る
枠
〕
の
寸
法
が

合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
各
村
で
作
り
直
す
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
山
崎
屋
は
順
達
御
用
状
に

添
書
を
付
し
て
知
内
村
へ
の
回
送
を
依
頼
し
た
。

　

関
札
や
相
場
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
内
用
と
旅
館
急
備
入
用
品
の
調
達
の

た
め
、
吉
弥
を
松
前
へ
送
り
返
す
こ
と
と
し
、
中
半
紙
三
束
を
持
た
せ
た
。

　

下
宿
亭
主
役
の
油
屋
重
兵
衛
、
次
三
郎
、
平
次
郎
、
藤
七
の
四
名
は
、
十
九
日
昼
ま
で
六

右
衛
門
方
で
賄
い
を
受
け
、
晩
か
ら
甚
兵
衛
方
へ
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
重
兵
衛
に
は
障
子

張
替
の
ほ
か
、
風
呂
場
・
便
所
の
手
配
も
任
さ
れ
た
。

　

名
主
中
へ
本
陣
・
脇
本
陣
・
下
宿
で
使
用
す
る
借
上
品
や
入
用
品
な
ど
の
書
上
を
提
出

し
、
物
品
調
達
の
手
配
を
行
っ
た
。
借
上
品
は
金
屋
元
兵
衛
か
ら
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

脇
本
陣
と
下
宿
の
亭
主
役
を
呼
び
出
し
、
入
用
諸
品
を
配
布
し
た
。
半
紙
、
箸
、
楊
枝
、

手
拭
、
墨
筆
と
い
っ
た
文
房
具
類
、
下
駄
、
草
履
、
草
鞋
な
ど
の
履
物
、
醤
油
、
味
噌
、
み

り
ん
、
鰹
節
な
ど
の
調
味
料
、
さ
ら
に
家
具
や
燭
台
類
に
至
る
ま
で
、
接
待
に
必
要
な
物
品

を
手
渡
し
た
。
米
に
つ
い
て
は
到
着
日
に
渡
す
こ
と
と
し
た
。

　

重
兵
衛
か
ら
、
下
宿
が
甚
兵
衛
方
に
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
甚
兵
衛
へ
も
定
例
の
土
産
を

差
し
遣
わ
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
認
め
た
。

　

堀
様
と
河
津
様
の
宿
札
が
店
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。
堀
様
分
は
留
め
置
き
、
河
津
様
分
は

福
嶋
屋
方
へ
渡
し
た
。

　

店
か
ら
は
宰
領
甚
助
に
よ
り
御
幕
四
張
の
ほ
か
、
在
方
御
掛
へ
の
届
物
と
し
て
相
場
書
も

届
け
ら
れ
た
。
相
場
書
は
福
嶋
屋
の
旅
館
や
村
役
中
へ
も
回
付
し
た
。
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十
月
二
十
日
　
松
前
藩
重
臣
の
立
ち
寄
り
と
準
備
の
最
終
段
階

　

脇
本
陣
の
亭
主
役
伝
四
郎
か
ら
、
手
付
が
足
り
な
い
た
め
一
〜
二
人
増
員
し
て
ほ
し
い
と

の
要
請
が
あ
り
、
手
人
吉
五
郎
を
昼
か
ら
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

名
主
か
ら
、
〔
松
前
藩
重
臣
の
〕
新
井
田
様
と
飛
内
様
が
箱
館
か
ら
帰
る
途
中
で
御
本
陣

の
座
敷
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
聞
き
届
け
た
。

　

脇
本
陣
と
下
宿
に
対
し
、
御
着
日
と
そ
の
翌
日
の
二
日
分
の
炭
薪
料
と
し
て
、
亀
次
郎
、

甚
兵
衛
へ
金
百
疋
ず
つ
を
渡
し
た
。
〔
本
陣
の
〕
金
屋
元
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
格
外
に
炭
薪

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
追
っ
て
渡
す
と
伝
え
た
。

　

八
ツ
時
頃
、
新
井
田
玄
蕃
様
と
飛
内
策
馬
様
が
知
内
村
を
出
立
し
て
到
着
し
た
。
二
人
は

福
嶋
村
で
昼
食
を
取
り
、
城
下
へ
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。
二
人
は
〔
幕
吏
を
接
待
予
定

の
〕
宿
を
視
察
し
た
が
、
脇
本
陣
と
下
宿
だ
け
で
は
不
十
分
と
判
断
し
、
城
下
到
着
後
に
年

寄
衆
を
派
遣
す
る
と
述
べ
て
出
発
し
た
。
二
人
に
は
源
兵
衛
が
面
会
し
、
カ
ス
テ
ラ
や
酒
肴

を
差
し
上
げ
た
。

　

翌
二
十
一
日
は
平
山
様
・
吉
岡
様
の
到
着
日
と
な
る
た
め
、
峠
の
下
へ
の
茶
番
と
し
て
喜

右
衛
門
を
派
遣
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　

吉
弥
が
戻
り
、
半
紙
三
束
を
持
参
し
た
。

十
月
二
十
一
日
　
最
初
の
幕
府
役
人
到
着
と
緊
急
対
応

　

朝
、
峠
の
下
へ
の
茶
番
と
し
て
喜
右
衛
門
を
派
遣
し
た
。
上
茶
少
々
と
哥
ヶ
谷
一
本
を
持

た
せ
、
羽
織
袴
着
用
と
し
た
。
喜
右
衛
門
へ
は
、
幕
吏
へ
の
対
応
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
細

か
く
指
示
を
し
た
。
茶
は
直
接
差
し
上
げ
る
の
で
は
な
く
御
用
人
様
の
と
こ
ろ
へ
ま
ず
持
っ

て
行
き
、
下
知
が
あ
っ
て
か
ら
差
し
上
げ
る
こ
と
。
何
か
尋
ね
ら
れ
た
ら
「
私
た
ち
は
一
昨

日
松
前
か
ら
来
た
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
こ
と
。
「
福
嶋
に
は
人
が
い
な
い
の

か
、
な
ぜ
〔
そ
な
た
が
〕
来
た
の
か
〔
福
嶋
の
者
は
来
な
い
の
か
〕
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
春

は
鯡
場
、
夏
は
昆
布
、
今
は
鰯
漁
・
山
働
き
で
、
残
り
は
女
性
ば
か
り
の
た
め
、
村
役
が
願

い
出
て
、
私
た
ち
は
領
主
か
ら
の
指
示
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
の
で
、
当
所
〔
福
嶋
〕
は
初
め

て
で
何
も
存
じ
て
い
な
い
と
答
え
る
こ
と
な
ど
、
対
応
問
答
を
細
か
く
指
示
し
た
。

　

下
宿
を
一
軒
増
や
す
こ
と
に
な
り
、
手
付
の
手
配
の
た
め
太
七
を
派
遣
し
た
。
店
〔
松
前

の
山
崎
屋
店
〕
へ
は
手
付
十
人
の
派
遣
を
役
所
へ
願
い
出
る
こ
と
、
岩
国
一
束
、
中
半
紙
四

束
、
鮭
五
本
ほ
ど
の
送
付
を
依
頼
し
た
。
荒
屋
庄
吉
と
古
川
屋
伝
四
郎
か
ら
家
内
の
用
事
で

帰
り
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
許
可
し
て
出
立
さ
せ
た
。

　

峠
の
下
へ
行
っ
た
喜
右
衛
門
は
雨
具
を
持
参
し
て
い
な
か
っ
た
。
大
雨
と
な
っ
た
た
め
、

仁
左
衛
門
と
徳
次
郎
に
雨
具
を
持
た
せ
て
派
遣
し
た
。
暮
れ
に
戻
っ
た
喜
右
衛
門
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
〔
幕
吏
〕
お
二
人
と
も
小
休
な
し
で
通
過
し
、
着
類
を
濡
ら
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

福
嶋
屋
が
担
当
す
る
平
山
謙
二
郎
様
（
上
下
九
人
）
と
吉
岡
元
平
様
（
上
下
三
人
）
が
到

着
し
た
。
平
山
様
は
名
主
住
吉
屋
達
右
衛
門
宿
、
吉
岡
様
は
金
屋
善
吉
宿
に
そ
れ
ぞ
れ
宿
泊

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
お
二
人
は
十
九
日
に
箱
館
を
出
立
し
、
知
内
村
か
ら
到
着
し
た
。
名

主
、
年
寄
、
亭
主
役
の
面
々
は
麻
上
下
紋
付
着
用
で
村
外
れ
ま
で
出
迎
え
に
出
た
。
暮
れ
前

に
吉
岡
様
が
馬
で
到
着
し
、
六
ツ
半
時
頃
に
平
山
様
も
馬
で
到
着
し
た
。

　

山
崎
屋
は
直
接
の
担
当
で
は
な
か
っ
た
が
、
御
上
様
御
紋
付
高
張
と
村
高
張
を
差
し
出
す

こ
と
と
し
、
高
張
二
張
を
吉
弥
と
福
次
に
持
た
せ
て
派
遣
し
た
。
源
兵
衛
と
雄
七
が
各
宿
へ

挨
拶
に
回
っ
た
。

　

知
内
村
で
の
人
足
出
方
に
不
都
合
が
あ
っ
た
た
め
、
夜
中
に
福
嶋
村
詰
の
人
足
二
〇
〇
人

ほ
ど
を
〔
知
内
へ
〕
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
荷
物
、
長
持
、
家
来
衆
は
皆
到
着
し
て
い

な
か
っ
た
。

十
月
二
十
二
日
　
平
山
様
・
吉
岡
様
の
福
嶋
出
発
と
堀
様
箱
館
出
発
の
知
ら
せ

　

平
山
様
・
吉
岡
様
の
長
持
が
到
着
し
な
い
た
め
、
逗
留
の
予
定
だ
っ
た
が
、
朝
五
ツ
半
頃

に
到
着
し
、
昼
四
ツ
半
時
頃
に
出
発
と
な
っ
た
。

　

朝
未
明
に
乗
切
〔
早
馬
〕
が
来
て
、
堀
様
が
二
十
三
日
に
箱
館
を
出
発
す
る
と
の
先
触
が

届
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
本
陣
の
手
配
に
つ
い
て
指
示
し
た
。

　

下
宿
を
も
う
一
軒
設
け
た
い
と
の
趣
旨
を
名
主
中
へ
伝
え
た
。
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十
月
二
十
三
日
　
正
式
通
知
の
到
達
と
最
終
準
備
の
完
了

　

町
年
寄
よ
り
達
書
が
届
き
、
堀
織
部
正
一
行
が
二
十
三
日
に
箱
館
を
出
発
す
る
こ
と
が
正

式
に
判
明
し
た
。

　

昼
八
ツ
時
半
頃
、
松
前
へ
戻
っ
て
い
た
太
七
、
庄
吉
、
伝
四
郎
が
半
紙
五
束
、
柚
子
、
晒

木
綿
を
持
参
し
て
帰
着
し
た
。
さ
ら
に
追
加
の
手
付
と
し
て
博
知
石
町
の
左
次
兵
衛
、
藤
次

郎
、
手
人
善
太
郎
の
三
名
が
到
着
し
、
弓
張
二
張
と
越
後
酒
も
届
い
た
。

　

七
ツ
時
頃
、
正
式
な
先
触
が
到
着
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
幕
府
役
人
一
行
の
詳
細
な
構
成
・

人
員
が
判
明
し
た
。
堀
織
部
正
（
上
下
五
十
七
人
）
、
河
津
三
郎
太
郎
（
上
下
九
人
）
、
鈴

木
尚
太
郎
（
上
下
七
人
）
、
松
岡
徳
次
郎
（
上
下
三
人
）
、
堀
井
鉄
次
郎
・
萱
野
弥
五
右
衛

門
・
藤
田
幸
蔵
（
上
下
七
人
）
の
総
勢
八
十
三
人
で
あ
る
。
継
立
人
足
三
百
人
、
馬
百
疋
と

い
う
大
規
模
な
移
動
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
〔
松
前
藩
の
〕
町
奉
行
の
田
崎
与
兵
衛
（
上
下
五

人
）
、
徒
士
目
付
横
井
弥
一
（
上
下
二
人
）
、
医
師
下
山
仙
庵
（
上
下
二
人
）
ほ
か
、
堀
織

部
正
様
に
付
き
添
う
形
で
総
勢
二
十
人
が
追
加
で
通
行
す
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

こ
の
先
触
を
受
け
て
、
亭
主
役
・
手
付
の
最
終
的
な
役
割
分
担
が
決
定
さ
れ
た
。
本
陣
は

山
崎
屋
新
八
が
亭
主
役
と
な
り
、
介
添
の
雄
七
・
庄
吉
、
茶
番
給
仕
の
徳
次
郎
・
福
次
、
荷

物
扱
の
吉
弥
・
藤
次
郎
、
給
仕
庄
作
、
湯
殿
・
洗
足
場
担
当
の
佐
次
兵
衛
、
料
理
方
の
吉
兵

衛
、
手
付
保
次
郎
、
村
人
足
二
人
と
い
う
体
制
で
あ
っ
た
。
脇
本
陣
は
伝
四
郎
、
下
宿
は
重

兵
衛
、
陸
尺
宿
は
太
七
が
そ
れ
ぞ
れ
亭
主
役
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

役
割
分
担
に
あ
た
っ
て
は
、
幕
府
役
人
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
際
の
対
応
要
領
も
詳
細
に
申
し

渡
さ
れ
た
。
「
一
両
日
以
前
に
罷
越
、
何
義
不
案
内
」
と
答
え
る
こ
と
、
村
の
産
業
や
人
別

等
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
ら
村
役
に
確
認
の
上
で
答
え
る
こ
と
、
洗
足
等
の
世
話
は
身
分
に

関
わ
ら
ず
出
会
い
次
第
に
行
う
こ
と
、
勝
手
向
き
で
は
高
声
を
避
け
物
静
か
に
対
応
す
る
こ

と
な
ど
、
接
遇
に
関
す
る
詳
細
な
指
示
を
伝
え
た
。

　

料
理
方
か
ら
献
立
も
提
出
さ
れ
、
到
着
日
の
夕
食
は
御
皿
・
御
汁
・
御
坪
、
二
之
膳
と
し

て
御
平
、
引
肴
三
品
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
翌
朝
の
献
立
も
同
様
に
詳
細
に
定
め
ら
れ
、

料
理
場
と
各
詰
所
に
張
り
出
さ
れ
た
。

十
月
二
十
四
日
　
接
待
会
場
の
最
終
設
営
と
物
資
配
給

　

接
待
当
日
を
翌
日
に
控
え
た
二
十
四
日
の
朝
、
〔
松
前
藩
士
〕
藤
林
様
に
よ
る
最
終
的
な

宿
割
見
分
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
陸
尺
〔
駕
籠
か
き
〕
の
宿
が
金
屋
善
吉
に
決
定
し

た
。
山
崎
屋
は
早
速
、
太
七
ほ
か
二
名
を
派
遣
し
、
定
例
の
金
百
疋
を
炭
薪
料
と
し
て
渡
し

た
。
座
敷
一
間
は
御
頭
役
用
、
別
間
に
火
鉢
・
煙
草
盆
を
構
え
、
他
の
者
は
詰
め
込
み
と
い

う
配
置
が
指
示
さ
れ
た
。
太
七
た
ち
三
名
は
、
こ
の
日
の
夜
か
ら
金
屋
善
吉
方
で
賄
い
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
の
重
要
な
作
業
の
一
つ
が
御
膳
米
の
配
給
で
あ
っ
た
。
配
給
量
は
本
陣
一
斗
五
升

（
ほ
か
に
五
目
用
六
升
）
、
脇
本
陣
一
斗
四
升
、
下
宿
一
斗
六
升
、
陸
尺
宿
七
升
で
、
一
人

当
た
り
晩
と
朝
で
六
合
と
い
う
計
算
に
基
づ
い
て
い
た
。

　

在
方
掛
か
ら
翌
日
も
峠
の
下
へ
の
茶
番
派
遣
の
指
示
が
あ
り
、
中
屋
徳
四
郎
を
任
命
し

た
。
今
回
は
「
上
下
着
用
」
、
つ
ま
り
正
装
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
福
嶋
屋
か
ら
も
二
人

派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
徳
四
郎
に
は
弁
当
持
参
で
未
明
出
立
を
命
じ
、
先
に
派
遣
し
た

喜
右
衛
門
と
同
様
に
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

十
月
二
十
五
日
　
堀
織
部
正
一
行
の
到
着
と
接
待
の
実
施

　

〔
早
朝
〕
中
屋
徳
四
郎
に
茶
、
茶
碗
、
腰
高
茶
〔
茶
台
〕
を
渡
し
、
峠
の
下
の
茶
番
と
し

て
出
立
さ
せ
た
。

　

い
よ
い
よ
接
待
当
日
を
迎
え
、
本
陣
の
最
終
設
営
が
行
わ
れ
た
。
玄
関
前
に
は
紋
付
の
幕

を
張
り
、
家
内
の
見
苦
し
い
箇
所
で
あ
る
料
理
場
や
台
所
は
幕
で
覆
っ
た
。
往
来
時
に
は
絞

付
を
着
用
し
、
座
敷
に
は
金
屏
風
、
床
の
間
に
は
狩
野
永
叔
の
墨
画
の
掛
物
二
幅
を
掛
け

た
。

　

床
の
上
面
に
は
朱
印
台
と
し
て
春
慶
塗
の
三
方
を
置
き
、
脇
棚
に
は
刀
掛
を
設
置
、
そ
の

前
に
は
緋
毛
氈
を
二
つ
折
り
に
敷
い
た
。
火
鉢
、
煙
草
盆
を
風
呂
場
、
便
所
、
御
用
人
・
給

人
・
小
姓
・
足
軽
衆
の
居
間
に
至
る
ま
で
、
身
分
の
上
下
に
よ
ら
ず
金
屏
風
、
唐
銅
の
火

鉢
、
溜
塗
の
揃
い
の
煙
草
盆
・
盆
・
茶
台
・
茶
碗
・
釜
式
を
備
え
た
。
お
菓
子
は
台
子
棚
に

盛
り
上
げ
て
置
き
、
お
湯
は
亭
主
役
居
間
の
炉
で
未
明
か
ら
沸
か
し
続
け
た
。
外
面
に
は
盛



東　俊佑ほか　北海道博物館所蔵の林栴家資料（五）

230
（33）

砂
を
し
、
掃
除
は
村
方
の
大
勢
の
人
足
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
堀
織
部
正
様
の
宿
札
は
玄
関
東

方
に
掲
げ
、
幅
二
尺
五
寸
四
方
、
高
さ
一
尺
五
寸
ほ
ど
に
積
み
重
ね
、
四
方
を
地
竹
で
「
も

が
り
」
を
結
ん
で
設
置
し
た
。
玄
関
の
左
右
に
は
灯
籠
台
も
配
置
さ
れ
た
。

　

八
ツ
過
頃
、
福
嶋
村
か
ら
一
之
渡
へ
派
遣
し
て
い
た
遠
見
の
早
馬
が
帰
り
、
幕
吏
一
行
の

接
近
を
名
主
中
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本
陣
亭
主
役
の
源
兵
衛
と
福
嶋
村
宿

亭
主
新
八
の
名
札
を
持
っ
て
村
外
れ
ま
で
出
迎
え
に
出
た
。
旅
館
挨
拶
掛
の
蛎
崎
右
平
太

（
上
下
四
人
）
、
名
主
年
寄
、
四
家
の
亭
主
役
は
木
戸
外
ま
で
出
迎
え
、
下
宿
・
脇
本
陣
・

陸
尺
宿
の
亭
主
役
は
本
陣
に
詰
め
た
。
亭
主
役
介
添
の
庄
吉
は
、
亭
主
役
同
様
に
紋
付
の
麻

上
下
に
股
立
、
草
鞋
と
い
う
出
で
立
ち
で
、
子
供
一
人
を
含
む
三
人
で
対
応
に
あ
た
っ
た
。

　

堀
様
の
幕
と
宿
札
を
持
参
し
た
者
が
到
着
し
、
玄
関
に
掛
け
た
。
紋
付
の
幕
を
取
り
除

き
、
玄
関
外
に
は
五
郎
丸
の
三
亀
甲
の
紋
付
幕
を
張
り
、
玄
関
内
に
は
紫
縮
緬
紋
の
幕
を

張
っ
た
。
続
々
と
長
持
や
荷
物
が
届
い
た
が
、
本
陣
台
所
に
置
き
、
到
着
後
に
伺
っ
て
か
ら

片
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

や
が
て
木
戸
外
で
「
御
供
揃
」
の
注
進
が
あ
り
、
ま
ず
御
給
人
様
一
人
が
駕
籠
で
到
着
し

た
。
雄
七
が
御
安
着
の
恐
悦
を
申
し
上
げ
、
風
呂
場
・
便
所
を
案
内
し
、
給
仕
向
き
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
小
姓
・
給
人
様
が
扱
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

殿
様
〔
堀
織
部
正
〕
到
着
後
、
す
ぐ
に
お
菓
子
と
お
茶
を
小
姓
衆
へ
差
し
上
げ
、
御
次
の

間
ご
と
に
同
様
に
振
る
舞
っ
た
。
源
兵
衛
は
洗
足
の
上
、
御
用
人
様
・
小
姓
・
給
人
様
の
間

へ
伺
い
、
福
嶋
村
宿
亭
主
新
八
の
名
札
を
も
っ
て
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
。

　

御
次
の
御
用
人
様
を
は
じ
め
御
足
軽
衆
ま
で
、
翌
日
の
城
下
入
り
に
備
え
て
村
の
髪
結
を

呼
び
上
げ
た
。
湯
殿
に
は
湯
漉
・
蓋
付
湯
桶
・
小
桶
等
を
備
え
、
鵜
飼
水
・
塩
〔
嗽
用
の
水

と
塩
〕
ま
で
盆
に
載
せ
て
湯
殿
棚
に
上
げ
置
き
、
先
に
御
上
様
の
風
呂
を
案
内
し
、
加
減
を

御
小
姓
中
様
へ
申
し
上
げ
た
。
そ
の
後
、
御
次
の
方
々
の
風
呂
も
案
内
し
た
。

　

暮
六
ツ
時
頃
ま
で
に
御
酒
も
大
抵
済
ん
だ
た
め
、
御
膳
を
差
し
上
げ
て
よ
い
か
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
献
立
を
上
覧
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
料
理
場
に
張
っ
て
い
た
献
立
を
お
見
せ
し
た
。

御
次
の
衆
の
御
酒
は
土
瓶
に
入
れ
て
出
し
、
大
変
よ
く
召
し
上
が
っ
た
。
献
立
御
覧
後
、
春

慶
木
地
塗
の
御
膳
に
黒
逸
掛
の
御
椀
、
広
八
丈
嶋
の
御
膳
懸
を
覆
い
、
御
小
姓
中
ま
で
雄
七

と
庄
吉
両
人
で
持
ち
出
し
た
。
二
合
ほ
ど
入
る
容
器
に
極
熱
燗
に
し
て
差
し
上
げ
る
よ
う
指

示
さ
れ
、
早
速
差
し
出
し
た
。

　

長
持
四
棹
の
う
ち
日
用
長
持
は
御
給
人
様
の
間
に
、
一
棹
は
亀
次
郎
の
庭
へ
置
い
た
。
残

り
二
棹
は
本
陣
裏
手
の
雑
蔵
に
入
れ
、
御
用
人
様
・
御
給
人
様
の
駕
籠
、
合
羽
籠
、
竹
馬
等

も
同
所
に
収
め
た
。
村
人
足
に
夜
番
を
さ
せ
、
藤
次
郎
に
見
廻
り
を
命
じ
た
。
本
陣
台
所
に

は
荷
物
が
積
み
重
な
っ
て
い
た
の
で
、
一
同
が
寝
ず
に
番
を
し
た
。

　

御
用
人
様
か
ら
呼
ば
れ
、
源
兵
衛
が
罷
り
出
た
と
こ
ろ
、
目
録
で
金
百
疋
を
下
賜
さ
れ
た

の
で
請
書
を
提
出
し
た
。
な
お
、
〔
堀
の
用
人
の
〕
伊
藤
宗
助
・
久
住
九
兵
衛
か
ら
の
十
月

二
十
三
日
付
け
の
通
達
文
（
家
来
が
宿
場
で
威
光
を
笠
に
着
た
振
る
舞
い
や
非
分
・
無
心
な

ど
を
し
た
場
合
は
遠
慮
な
く
申
し
出
る
よ
う
に
と
の
内
容
）
に
対
す
る
請
書
を
提
出
す
る
よ

う
指
示
が
あ
り
、
こ
れ
を
差
し
上
げ
た
。

　

福
嶋
村
名
主
元
兵
衛
が
御
小
人
目
付
の
堀
井
鉄
次
郎
様
、
萱
野
弥
五
右
衛
門
様
、
藤
田
幸

蔵
様
の
宿
へ
呼
ば
れ
、
山
海
諸
役
運
上
等
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
。
人
別
役
以
外
は
一
切
役

銭
が
な
い
と
答
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
福
嶋
村
の
家
数
・
人
別
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
書

上
（
家
数
二
百
五
十
二
軒
、
人
別
千
三
百
六
十
六
人
（
男
七
百
五
十
七
人
、
女
六
百
四
十
九

人
）
、
役
銭
十
七
貫
七
百
五
十
八
文
（
一
人
十
三
文
ず
つ
）
と
の
内
容
）
を
提
出
し
た
。

　

鶏
鳴
近
く
な
っ
た
頃
、
御
膳
を
焚
く
よ
う
指
示
を
出
し
、
酒
の
手
配
等
を
し
、
脇
本
陣
・

下
宿
の
仕
出
し
を
渡
し
て
お
く
よ
う
料
理
人
へ
指
示
し
た
。
七
ツ
半
時
頃
に
は
す
べ
て
の
御

膳
が
済
ん
だ
。

　

夜
明
け
次
第
、
御
発
駕
の
趣
が
田
崎
様
、
蛎
崎
右
平
太
様
、
在
方
掛
へ
通
達
さ
れ
た
。

十
月
二
十
六
日
　
堀
織
部
正
一
行
の
出
発
と
事
後
処
理
の
開
始

　

御
発
駕
に
あ
た
り
、
山
崎
屋
新
八
は
紋
付
麻
上
下
に
草
鞋
履
き
と
い
う
正
装
で
、
山
崎
屋

新
八
の
手
札
を
持
参
し
て
木
戸
外
ま
で
見
送
り
に
出
た
。

　

昨
夜
、
陸
尺
宿
の
亭
主
役
太
七
か
ら
知
内
村
で
陸
尺
へ
菓
子
料
が
差
し
出
さ
れ
た
た
め
、

当
方
で
も
二
百
疋
ほ
ど
差
し
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。
雄
七
が
在
方
掛

の
土
屋
久
右
衛
門
様
へ
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
差
し
出
す
の
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、
銀
包
に
水
引
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を
掛
け
「
御
菓
子
料
」
と
だ
け
書
い
て
夜
中
に
持
た
せ
て
遣
わ
し
た
が
、
差
し
戻
さ
れ
た
た

め
、
今
朝
の
出
立
時
に
再
度
善
太
郎
に
取
り
に
行
か
せ
て
渡
し
た
。

　

支
障
な
く
御
発
駕
の
見
送
り
を
済
ま
せ
、
帰
宿
後
に
洗
足
を
し
た
源
兵
衛
は
、
上
下
の
ま

ま
蛎
崎
右
平
太
様
、
在
方
掛
、
村
役
中
、
脇
本
陣
、
下
宿
々
へ
挨
拶
に
回
り
、
福
嶋
屋
方
の

新
谷
要
右
衛
門
殿
へ
も
出
向
い
た
。
村
役
中
も
宿
々
の
亭
主
役
へ
悦
び
の
挨
拶
に
訪
れ
た
。

　

晩
に
は
跡
祝
と
し
て
、
料
理
人
と
相
談
の
上
、
残
り
物
で
亭
主
役
、
手
付
、
村
役
中
へ
一

献
も
て
な
す
手
配
を
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
夏
に
工
藤
庄
兵
衛
が
残
し
た
物
品
と
追
送
品
の
受
け
取
り
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
福
嶋
村
引
き
払
い
に
際
し
、
御
上
か
ら
下
げ
ら
れ
た
品
物
の
預
書
を
名
主
中
へ

提
出
し
た
。

十
月
二
十
七
日
　
事
後
処
理
と
精
算
作
業
の
本
格
化

　

昨
夜
暮
六
ツ
時
、
吉
岡
村
の
出
役
か
ら
御
用
が
あ
り
、
重
立
っ
た
亭
主
役
の
者
一
人
を
寄

越
す
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
。
し
か
し
跡
引
き
で
行
か
せ
る
者
が
い
な
い
た
め
、
源
兵

衛
が
福
次
を
連
れ
て
六
ツ
半
時
頃
に
出
立
し
、
四
ツ
半
過
頃
に
吉
岡
へ
到
着
し
た
。

　

斉
藤
帯
刀
様
へ
の
御
目
通
り
で
、
今
回
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
。
特
に
支
障

も
な
く
済
ん
だ
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
呼
び
寄
せ
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
風
向
き
に
よ
る
御
落
船
の
恐
れ
も
あ
り
得
る
た
め
、
吉
岡
村
で
夜
具
の
借
り
上
げ

を
指
示
し
た
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
福
嶋
村
で
は
ど
の
よ
う
に
夜
具
を
手

配
し
た
の
か
と
の
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
三
十
通
だ
け
村
で
借
り
上
げ
で
き
た
が
、
工
藤
庄
兵
衛
の
申
し
継
ぎ
も
あ

り
、
余
り
は
亭
主
役
や
手
付
た
ち
に
各
自
夜
具
を
持
参
さ
せ
て
間
に
合
わ
せ
た
と
申
し
上
げ

た
。
さ
ら
に
借
り
上
げ
が
で
き
な
い
か
と
の
お
尋
ね
が
あ
り
、
今
日
不
要
に
な
っ
た
馬
が
あ

り
大
半
〔
の
夜
具
〕
を
送
っ
た
が
、
残
り
は
な
い
と
答
え
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
〔
福
嶋
〕
村

の
夜
具
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
は
在
方
掛
様
の
方
か
ら
指
示

さ
れ
た
方
が
良
い
の
か
、
そ
れ
と
も
亭
主
役
方
か
ら
申
し
入
れ
た
方
が
よ
い
の
か
と
申
し
上

げ
、
御
用
済
み
と
な
っ
た
。
九
ツ
過
頃
に
吉
岡
を
出
立
し
、
八
ツ
時
頃
に
福
嶋
へ
帰
村
し

た
。

　

町
年
寄
衆
か
ら
御
用
状
が
届
き
、
公
儀
御
役
人
様
が
二
十
六
日
に
無
事
到
着
し
た
た
め
、

い
ず
れ
も
早
々
に
引
き
取
る
こ
と
を
知
内
村
ま
で
知
ら
せ
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
知
ら
せ

た
。

　

亭
主
役
、
手
付
、
お
よ
び
宿
家
内
人
足
の
扶
持
方
の
書
上
を
作
成
し
た
。

　

ま
た
、
福
嶋
屋
の
旅
館
付
亭
主
役
・
手
付
の
賄
い
に
つ
い
て
も
、
要
右
衛
門
始
め
十
九
人

分
の
三
十
六
賄
を
書
き
上
げ
た
。

　

最
後
に
各
宿
の
人
足
高
も
整
理
し
た
。

　

そ
し
て
亭
主
役
・
手
付
中
に
引
き
取
り
を
指
示
し
た
。

十
月
二
十
八
日
　
接
待
事
業
の
完
全
終
了
と
精
算

　

昨
日
店
へ
依
頼
し
て
い
た
金
三
両
を
、
仁
左
衛
門
が
持
参
し
て
届
け
た
。

　

各
宿
や
関
係
者
へ
の
茶
代
・
祝
儀
の
配
布
を
行
っ
た
。

　

通
付
〔
清
算
〕
な
ど
の
諸
事
務
を
済
ま
せ
、
翌
日
に
は
全
員
引
き
取
る
こ
と
と
し
、
そ
の

た
め
の
馬
の
手
配
を
村
役
中
へ
依
頼
し
た
。

　

役
所
か
ら
福
嶋
村
で
の
御
賄
書
上
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
書
き
上
げ
た
。
し
か

し
、
他
の
宿
場
の
振
り
合
い
に
倣
い
、
堀
様
の
ほ
か
御
徒
士
目
付
様
、
御
小
人
目
付
様
分
も

含
め
て
書
き
上
げ
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
た
め
書
き
直
し
て
提
出
し
た
。

　
以
上
、
山
崎
屋
新
八
の
日
記
を
通
じ
て
、
幕
府
高
官
接
待
の
全
貌
を
追
っ
た
。

　
本
史
料
の
記
述
か
ら
は
、
不
測
の
事
態
に
よ
り
急
遽
大
役
を
任
さ
れ
た
請
負
人
た
ち
（
場

所
請
負
関
係
者
）
が
、
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
人
員
や
物
資
（
食
材
か
ら
美
術

品
ま
で
）
を
調
達
し
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
〝
お
も
て
な
し
〟
を
完
遂
し
た
様
子
が
読
み

取
れ
る
。

　
特
に
、
準
備
段
階
に
お
け
る
松
前
藩
関
係
者
と
の
綿
密
な
折
衝
や
、
当
日
に
お
け
る
食

事
・
調
度
の
詳
細
な
記
録
は
、
当
時
の
場
所
請
負
人
が
有
し
て
い
た
実
務
能
力
と
文
化
的
素

養
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
幕
府
・
松
前
藩
・
場
所
請
負
人
と
い
う
三
者
の
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註（
１
）�

北
海
道
開
拓
記
念
館
『
林
家
資
料
目
録
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
一
括
資
料
目
録
第
三
八
集
）
』

（
北
海
道
開
拓
記
念
館
、
二
〇
〇
九
年
） 

。

（
２
）�

東
俊
佑
・
三
浦
泰
之
・
ち
ゃ
れ
ん
が
古
文
書
ク
ラ
ブ
「
北
海
道
博
物
館
所
蔵
の
林
栴
家
資

料
（
一
）—

林
家
請
負
初
期
関
係
資
料—

」
（
『
北
海
道
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
七
号
、

二
〇
二
二
年
）
。 

引
用
文
献

田
端� 

二
〇
一
一
：
田
端
宏
「
Ⅳ　

対
外
的
緊
張
の
な
か
で
（
近
世
後
期
）
」
『
新
版
北
海
道
の
歴
史　

上　

古
代
・
中
世
・
近
世
編
』
北
海
道
新
聞
社
、
二
〇
一
一
年

松
前�

町 

一
九
八
八
：
松
前
町
史
編
集
室
編
『
松
前
町
史　

通
説
編　

第
一
巻　

下
』
松
前
町
、

一
九
八
八
年

佐
々�

木 

一
九
八
四
：
佐
々
木
利
和
「
今
井
八
九
郎
の
蝦
夷
地
図
考
：
和
人
地
関
係
図
を
中
心
に
」

『
松
前
藩
と
松
前
（
松
前
町
史
研
究
紀
要
）
』
第
二
十
一
号
、
一
九
八
四
年

関
係
性
が
、
具
体
的
な
〝
接
待
〟
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
可
視
化
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
の
場

所
請
負
制
研
究
に
お
け
る
本
史
料
の
価
値
は
極
め
て
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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Historic Materials of the Hayashi Family in Hokkaido Museum Collection 
Materials, Part 5

The  Hayashi Kaoru family materials are a 

collection of documents passed down within the 

Hayashi family, which served as basho ukeoinin 

(subcontracted trading post managers) of Yoichi 

Basho during the late Edo period, around the 

19th century. Of these historic documents, this 

study examines two items (catalog numbers 

D41 and E39). We transcribe the entire text of 

each document from running-form, brush-written 

Japanese into printed text, and describe each 

document in summary.

●D41: A 15-article code of conduct for 

stationed samurai officials that Matsumae 

Domain assigned to various locations in Ezochi. 

This revised version from 1832 stipulates regulations 

for defense against foreign ships (expulsion 

procedures and alert systems), trading post 

management (procurement of karumono (trade 

goods monopolistically procured from the Ainu), 

relay horse management, and buiku (Ainu welfare 

administration)), and the samurai officials’ code 

of conduct (weapons management, cost control, 

and reporting duties).

●E39: A diary kept by Yamazakiya Shinpachi 

(Tatsuki family), the basho ukeoinin of Suttsu Basho, 

who was responsible for hosting the shogunate 

delegation led by Hakodate Magistrate Hori 

Oribe-no-kami during their journey from Hakodate 

to inspect the newly completed Matsumae Castle 

in October 1854. The diary provides detailed 

records of the entire process from hospitality 

preparations (October 10-24), the actual hosting 

(25-26), to post-event procedures (from October 

27 onward).

This study is also one of the accomplishments 

of the 2025 fiscal year of “Charenga Komonjo 

Club,” a paleography study group open for 

participation by Hokkaido residents and active at 

Hokkaido Museum.

AZUMA Shunsuke and MIURA Yasuyuki : Hokkaido Research Center, Hokkaido Museum
Charenga Komonjo Club

AZUMA Shunsuke, MIURA Yasuyuki and Charenga Komonjo Club


